


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]










牙霊調査室ユニット11‐β




②ペルソナ・スイッチ








六塚　光





角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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あとがき







　１　アンタッチャブルな少女







「こわいよ……雷かみなりこわいよ……」

　神しん柳りゆう統とう也やは風の中でおびえていた。

　強い風が吹ふきすさび、空で雷らい鳴めいが続けざまに轟とどろく荒こう天てんのさなか。

　統也はかっと目を見開き、身体からだを小さくして、宙に視線をさまよわせている。その顔色は真っ青だ。

「あのね、統也、しっかりしてよね。情けないって思わないの？」

　一方、すぐ横に立っている金きん髪ぱつの少女、久く留る守す紅くれ葉はは、これっぽっちも雷鳴におびえている様子がない。あきれ顔で、びしばしと統也の背中を繰くり返し叩たたく。

「それは落らく雷らいの直ちよく撃げきを受けたことのない奴やつの妄もう言げんだ……フヒィィィィ！」

　統也は言い返したが、遠えん雷らいが響ひびいた途と端たん、抗こう弁べんは悲鳴に変わった。

「そんな調子で、ＳＣが出てきたらどうするの？　私たち、戦わなくちゃならないのよ」

　紅葉は統也の首くび裏うらをつかみ、背筋がまっすぐになるよう引っ張り上げた。

　と──横から手が割って入り、紅葉の手をはたき落とした。

「失礼ですが、紅葉。統也をいじめるのはやめていただけませんか？」

　サザンカが口を挟はさんだ。

　白い和装に身を包んだスペクトラル・クリーチャー──略してＳＣ。有あり体ていに言うと、妖よう怪かいの類たぐい。

「統也が以前、霊れい気き雷らいの直撃で死にかけたこと、よもや忘れたわけではないでしょう？」

　サザンカは天を見上げる。

　低く垂れ込めた黒雲の中で、鮮せん烈れつな白い光がくりかえし煌きらめいていた。

　大気中を漂ただよう霊気が乱れることによって天候不順が起こり、嵐あらしのような荒天に見み舞まわれる──これを霊れい気き嵐らんと呼ぶ。古代から霊気のたまり場となっている京都市内では発生頻ひん度どが特に高く、少ない年でも三、四度の襲しゆう来らいは避さけられない。

　特に問題となるのは、霊気雷である。

　霊気雷は、その激しい発光、発熱エネルギーで次元の壁かべを裂さくという現象をもたらす。現実世界と異次元をつなげるゲートが開き、異次元から異質な存在──ＳＣを引き寄せる場合がある。

　霊気雷によって現れるＳＣは概がいして凶きよう暴ぼうで、霊気嵐に触しよく発はつされるように大暴れして、人に害をもたらす。猛もう獣じゆうが突とつ然ぜん街中に現れるようなものだ。

「あのね、サザンカ。統也をいじめてるわけじゃないのよ？　私たちはワイルドハントであって、京都を牙が霊れいから守るっていう大切な任務がある」

　紅葉はサザンカに反論した。

　ワイルドハント。

　京都霊りよう異い博物館内の一部署、「牙霊調査室」に所属する者たちの通つう称しようである。

　牙霊とは、人への害意を持つなど危険なＳＣの総そう称しよう。

　牙霊調査室とは、牙霊を鎮ちん圧あつすることを目的とした部署だ。

　ワイルドハントのハンターとなる最低条件は、強い霊れい能のう力りよくを持つこと。

　逆に言うと、強い霊能力さえ持っていれば、他ほかのことはさほど問わない。

　統也と紅葉は、玄げん武ぶ学院高等部二年生という若じやく年ねんでありながら調査室に所属し、危険な牙霊と戦うため、サザンカとともにユニットを組んでいる。

　ユニットのコードネームはイレヴンベータ。

　様々な紆う余よ曲きよく折せつを経へた上にたどり着いたユニット名である。

「いかにも私たちはワイルドハント、京都を守るという志を一つにする者です。しかしだからこそ、誰だれかの欠点は誰かが埋うめるという努力がなされるべきではありませんか？　統也が怖こわがってまともに動けないというのなら、残る私たちがそれをカバーすればいいではありませんか」

　サザンカの主張に、しかし紅葉は反論する。

「霊気嵐が来る限り、私たちは明日あしたも明後日あさつても街頭に立たなきゃいけないのよ。なのに遠くで雷が鳴ったくらいでビビってどうするの？　克こく服ふくしてもらわなくちゃ。サザンカの主張は、統也を甘やかしているだけよ」

　言いながら、紅葉はもう一度統也の首根っこを押さえた。

「甘やかしているのではありません。人間には適性というものがあって、適性の低いことはやらせるべきではないという話です」

　サザンカは自説を曲げず、またも紅葉の手を払はらい落とした。

「統也には男らしく背筋を伸のばしていてもらいたいの」

　すっ、と再び紅葉は手を伸ばす。

「男らしく？　随ずい分ぶん前時代的な考え方ですこと」

　ぺちっ、とサザンカは紅葉の手をはたいた。

　それでも紅葉は諦あきらめない。

　すっ。

　ぺちっ。

　すっすっ。

　ぺちぺちっ。

　すっすっすっすっすっ。

　ぺちぺちぺちぺちぺちっ。

　だんだん拳けん法ぽうの演えん武ぶのようになり始めた。

「サザンカ！　あのね、いい加減に──」

　業ごうを煮にやした紅葉が叫さけんだ瞬しゆん間かん、三人の眼前に霊気雷が落ちた。

　空を裂き、耳を聾ろうする轟ごう音おん。

　一いつ瞬しゆんで真っ白に染まる視界。

「…………‼」

　さすがに紅葉もサザンカもすくみ上がって、左右から統也にしがみついた。

　視界が元に戻もどるまで、三人は固まり続ける。

　最初に見えたのは、白い煙けむりを上げる対霊気雷用避ひ雷らい針しんだ。

　平時は公園の地面に埋め込まれ、霊気嵐が発生した際に設置される。

　高さは三メートル超ちよう。霊気雷を引き寄せるための霊的機構を内部に備えており、驚おどろくほど広こう範はん囲いの霊気雷を集める。

　三人は固まったまま、長いこと避雷針を凝ぎよう視ししていた。

「ど……どうやら、ＳＣは出てないな……」

　統也の一言で、紅葉とサザンカは我に返った。

　紅葉は慌あわてて手を離はなし、統也から離れる。

「そ……そうみたいね」

　統也のビビりを責めていた手前、あらぬ方向に目を泳がせながら取り繕つくろうように言う。

　一方、サザンカはいまだ統也にしがみついていた。

「大だい丈じよう夫ぶですか統也？　怖かったら、いくらでも私の胸に顔を埋うずめても構わないんですよ？」

　そのまま抱だきかかえへの移行を試みたが、

「いやいや、大丈夫。というかサザンカ冷たいし」

　統也は失礼にならない程度の力でサザンカを引き剝はがした。

　サザンカは氷の力を操あやつるＳＣ。いわゆる雪女だ。接せつ触しよくされると凍こごえるほどに冷たく、長時間抱かれれば低体温症しようすら招きかねない。

「ううう……。今の雷、すごかったな。ああ恐おそろしい恐ろしい……」

　統也は険しい表情を浮うかべ、震ふるえる両手で頰ほおを繰り返しこすった。

「しかしまあ……紅葉の言う通りだ。これはまずい。今の霊気雷でＳＣが出現していたら、まともに対たい抗こうできたかどうか……。ど、どうにかしなくちゃ……」

　その言葉に、紅葉は目を輝かがやかせた。

「でしょ？　霊気雷を恐れなくてもいいように、克服しなくちゃ。私も手伝うから……」

　が、統也は紅葉に手の平を突つきつけ、制した。

「いや、副長に訴うつたえ出る。『僕は霊気雷の音を聞くと漏もらしそうなほどビビるので、霊気嵐の日の任務を免めん除じよして下さい』と。認めてもらえないなら、副長の仕事場で漏らすことも辞さない」

「……人としてのプライドとか、ないわけ？」

「生きるためなら、喜んで投げ捨てる」

　途端、紅葉は素す早ばやく手を伸ばし、統也の顔を真っ正面から摑つかんだ。

「モガッ！　何をする！」

　統也は手を剝がそうとしたが、紅葉はめりめりと力を込めて締しめ上げる。

「私はね、統也！　統也には然しかるべき矜きよう持じを持っていてもらいたいの！　京都市民を守るという大事な仕事に対する矜持をね！　なのにアホなことばかりぬかして……なんなの⁉　第一ね、統也──」

　説教を続けようとしたその時、またもや炸さく裂れつ音が轟いた。

　びくり、と紅葉は身を震わせる。

　その隙すきに統也は拘こう束そくから逃のがれ出た。

　今度の霊気雷は、避雷針には落ちなかった。

「でも、近所に落ちたぞ」

　炸裂音と空の輝きから、統也はそう判断した。

　対霊気雷用避雷針とて、百パーセント霊気雷を引き寄せるわけではない。時には何もないところに落ちることもある。その場合は落雷地点に向かい、ＳＣの発生の有う無むを確かく認にんする必要がある。

「行こ、統也」

　紅葉が統也の手を引き、歩き出す。

「いやいや、僕はここで待機してるし」

　統也は振ふり切ろうとしたが、紅葉の握あく力りよくは思いの外強かった。

「いいから行くの！　嵐の中を歩いて慣れなさいったら！」

　強ごう引いんに紅葉は統也を引っ張り出す。

「待ってくれよ！　僕らが動いたら、誰がこの避雷針を見張るの！　ちょっとした隙にも落ちてくるかもしれないだろ！」

「サザンカに任せればいいでしょ！　いいから行くの！」

「ちょっと紅葉、そんな強引なやり方は──」

　サザンカも止めようとしたが、

「……なにか？」

　ギッ、と紅葉はにらみ返した。

「……なんでもないです」

　気け圧おされて、ついサザンカは手を引いてしまった。

「うわあ──ッ！　雷こわい！　助けて──ッ！」

　統也は悲鳴を上げたが、結局のところ引きずられるしかなかった。

「はいはい怖くない怖くない。ビビらなくても大丈夫！」

　紅葉は統也を撫なでたりなだめたりしながら、落雷地点を探した。

　落雷地点は、案外簡単に見つかった。

　というのも、避雷針から歩いて三分もかからない距きよ離りに、ＳＣがいたからだ。

「…………！」

　統也と紅葉は色めき立つ。

　二本足で立つ、人じん狼ろうのようなＳＣ。

　体高は二メートル程度。全身毛に覆おおわれた、巨きよ大だいなＳＣだ。一応人間型だが、足や腕うでの生え方、顔つきなどは狼寄り。狼から人間への変身を途と中ちゆうでやめた、という出いで立ち。人間で言う前まえ髪がみのあたりに、七色に染められた房ふさが垂れ下がっている。

　しかし二人が目を奪うばわれたのは、ＳＣではない。

　ＳＣのすぐそばに、人が一人倒たおれている。

　ＳＣは倒れた人間に興味を示し、嚙かみつこうとしていた。

「まずい……！」

　それを見た瞬間、統也の震えは止まった。

　懐かい中ちゆうから素早く霊れい銃じゆうを取りだし、三連斉せい射しやする。

　銃じゆう口こうから放たれるのは、霊れい力りよくによって構成された弾だん丸がん。

　三発ともＳＣの顔に命中する。

「ギャオオオオッ」

　ＳＣは悲鳴を上げて身をよじった。
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　すぐに統也の姿を見つけて、鋭するどい眼光を放つ。

「よしきた！」

　統也は後ろ向きに移動しながら、ＳＣの足あし下もと目がけて霊れい弾だんを放った。

　ＳＣは弾たまを避よけてたたらを踏ふんだ──が、次の瞬間。

「グアオッ！」

　地を蹴けった。

　低い軌き道どうで滑すべるように飛び、一瞬で統也との間合いを詰つめる。

「うわっ⁉」

　想定外の跳ちよう躍やく力に、統也は意表をつかれた。

　キックを食くらい、吹き飛ばされる。

　背中から地面に叩きつけられ、数メートル滑った。

「この野や郎ろう……！」

　寝ね転ころがった体勢のまま統也は撃うち返そうとするが──

　引き金を引いても、カチッと小さな音がするのみ。

「弾切れ⁉」

　慌てて統也はグリップの底を開き、カートリッジを入れ替かえにかかる。

　しかし寝転がったままでの入れ替えは、スムーズにはいかない。

　なんとか詰め直した時には、ＳＣは統也の真上にのしかかっていた。

「ムゴッ」

　肺から空気が押し出され、統也は不気味なうめき声を漏らした。

　ＳＣは質量を持つ存在である。見た目通りの重さでもって、ＳＣは統也を踏み潰つぶそうとした。

「……このヤロ……っ！」

　統也は身をよじって脱だつ出しゆつを試みる。

　しかしＳＣはますます荷か重じゆうをかけて、統也を逃さない。

　前まえ脚あしを振り上げて、鋭いかぎ爪づめで統也の顔面を引き裂こうとし──

「……統也！」

　烈れつ風ぷうが吹きつけた。

　大たい剣けんがごうと音を立てて真横に振り抜ぬかれる。

　紅葉の霊れい器き、霊剣アスカロンである。

　風が吹き抜けた後には、人狼の腕が飛んでいた。

「……グ……！」

　ＳＣは声にならない悲鳴を上げた。

　流れるような動作で、紅葉は剣を縦に振り下ろす。

　ＳＣの胴どうは深く裂け、その中心部に潜ひそむ核かくをあらわにした。

　核とはＳＣの心臓であり、本質であり、急所。

　急所を砕くだくべく、紅葉は一いつ旦たん剣を引き──

「……僕がやる！」

　ＳＣの踏みつけから自由になった統也が、寝転がったまま霊銃を連射した。

　放たれた三発の霊弾は、全すべて核を貫つらぬき、後背へと貫かん通つうする。

　水で満たされた風船のように、核は弾はじけた。

　呼応して、ＳＣの全身が弾けた。ＳＣの身体を構成していた霊気が、細かい破は片へんと化す。

　破片は雪の結けつ晶しようのように宙を舞まい、しばしの間その姿を留とどめた後、風に吹かれて消えていった。

「……はあ……助かった……」

　破片を浴びながら、やっとの事で統也は呟つぶやいた。なんとか身体を起こすものの、

「……おええええ」

　強きよう烈れつな吐はき気に苛さいなまれ、四つんばいの格好でしばらく固まってしまう。

「ちょっと、大丈夫？　統也」

　紅葉はアスカロンをしまい、統也の背中に手を掛かけた。

「珍めずらしいじゃない。統也が自分でとどめを刺さすなんて。たいてい私に任せっきりなのに」

「たまにはそんな日もあるさ。踏みつけられっぱなしってのも癪しやくだしね……」

　紅葉の手を借りて、どうにか統也は立ち上がった。

「……それにしても、失敗した。あのタイミングで弾切れを起こすなんて、我ながらヘボすぎる」

「そうね。ほんと、心配させないでよ」

　紅葉はツッコミを入れるように統也の頭を叩き、しかる後撫でた。

　統也がやや無む謀ぼうとも言える行こう為いに出たのは、ＳＣの注意を倒れている人から背そむけさせるためだ。それを考えれば、少々の不ふ手て際ぎわも仕方のないところ。

「それより、倒れている人だ。大丈夫か？」

　統也は向こうに問題の人物を見み出いだし、早足に近寄った。

「……ってよく見たら、うちの学校の制服じゃない」

　紅葉が声を上げる。

　玄武学院高等部のブレザーに身を包んだ少女だった。もっとも霊気雷の直撃を食らったらしく、ブレザーはひどく焼けこげている。

　少女は気絶していたものの、胸は上下に動き、呼吸をしていた。

「紅葉、病院に連れん絡らくを」

　と言いつつ、統也自身は少女のそばにかがみ込んで、

「ちょっと失礼」

　上着の内側から財さい布ふを取り出した。

　学生証を取り出して、名前を確認する。

「玄武学院高等部、二年四組鹿ろく原はら杏きよう。二年四組？　巴ともえのクラスメイトか」

　統也は同どう僚りようの名を口にした。二年四組といえば、ワイルドハントに所属する同学年生、梅ばい光こう院いん巴のクラスである。

「あ、そうなんだ？　言われてみれば、学校で見かけたことがあるような……ないような……どうだっけ」

　病院への通報を終えた紅葉が、統也の隣となりにかがみ込んで少女を凝視する。

「こんな可愛かわいい子、一度見たら忘れないと思うけどね」

　統也の言葉通り、少女の眉び目もくはよく整い、清せい楚そそうな白い面おも立だちと長い黒くろ髪かみがいかにも和風美人という雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

「ふ～ん。じゃ、統也はこの子のこと覚えてるわけ？」

「覚えている。たまに学校で見かけたよ。名前は知らなかったけど」

　統也は上着を脱ぬいで、杏の身体にかけてやった。

「この子のことは僕が見てる。紅葉は先に避雷針の所に戻っててくれ」

「そう。いいけど、一人で大丈夫？」

「君なあ。僕がこの哀あわれな少女を見捨てて逃にげ出すとでも──」

　と統也が抗弁している最中、またもや避雷針に霊気雷が落ちた。

　紅葉は思わず顔をしかめ、目を力ちから一いつ杯ぱい閉とざす。

　音と光が収まった後、目を開く。最初に見えたのは、

「あぐがががが……」

　全ぜん裸らで冷れい凍とう庫に放り込まれたかのように震え続ける統也の姿だった。

「こ……こんな時には、ラムネを食らって心を落ち着けるんだ……！」

　懐中から常備している薬くすり瓶びんを取り出し、錠じよう剤ざいの形をしたラムネを手にこぼして、狂くるったように食べ始める。

　むしゃむしゃと嚙み砕きつつ、ふと思い出したように紅葉を振り返って、

「大丈夫。僕は全然大丈夫」

　手を振りながら繰り返し言った。

　紅葉の目には全然大丈夫そうには見えなかったが、

「じゃ……じゃあ、任せるわよ……」

　統也を独り立ちさせるためにも、ここは心を鬼おににしなければならない、と踵きびすを返す。

「雷こわい……雷こわい……」

　統也の呟きを背中越ごしに聞きながら、紅葉は立ち去った。







　天候の好転をもって、イレヴンベータはお役やく御ご免めんとなった。

　その足で、統也は玄武学院大学医学部付属病院──通称玄大病院へと向かう。

　玄大病院は博物館との密接な関かかわりを持ち、霊的現象によって健康を害した者を受け入れる態勢を取っている。

　鹿原杏の容態を確かく認にんするために、統也は受付に掛け合った。

「すみませんが、鹿原さんは面会謝絶になっております」

　と受付は答えた。

「そうなんですか。容態とか、どんな具合なんでしょう」

　統也は食い下がってみたが、

「さあ……。そこまでは、ここでは把は握あくしておりませんので」

　受付の対応はにべもなかった。

「仕方ないでしょ。今日のところは引き下がりましょ」

　統也にくっついてきた紅葉が口を挟む。

「それは……うむむ……」

　統也はためらったが、結局紅葉の正しさを認め、受付から離れた。

「心配だ。大丈夫かな、あの子……」

　会計を待つフロアのソファに腰こしを下ろす。

　紅葉はその隣に腰こし掛かけた。

「随分ご執しゆう心しんね。でもま、大丈夫じゃない？　見た感じ、重傷という風じゃなかったし」

「ならいいんだけどね。ただ……う～ん。やっぱり心配だ。霊気雷の直撃となると、何が起こるかわからないしなあ」

　往々にして、霊気雷の直撃は奇き妙みような現象をもたらす。被ひ害がい者しやの周辺にいわゆる心しん霊れい現象を引き起こすこともあれば、被害者自身を霊能力者として目覚めさせる場合もある。対処を誤れば、二次的被ひ害がいを起こしかねない。

「とはいえ、私たちがこんなところで悩なやんでいても始まりませんよ。私たちは治ち療りようのプロではないのですからね」

　す、とサザンカが統也の背後から首筋を両手で摑んだ。慰い労ろうするように付け根を揉もむ。

「今回は私もサザンカに賛成」

　珍しく、紅葉もサザンカの言葉を肯こう定ていする。

　頷うなずいて、統也は静かに腰を浮かした。

「そうだなあ。たしかに仕方ないよなあ。……帰ろうか。いや、折せつ角かく病院に来たんだし、僕は薬でももらいに行こうかな……」

「……お。なんや自分ら、こっち来とったんか」

　その時、声が飛んできた。

　見やると、スーツに身を固めた隻せき眼がんの女性が、すぐそばに立っていた。

「ありゃ、副長じゃないですか」

　統也は小さく頭を下げた。

　彼女の名は北きた大おお路じ火梓かずさ。牙霊調査室副室長という肩かた書がきを持つ、統也たちの直接の上司に当たる人物である。

「こんなところでどうしたんです副長。妊にん娠しんでもしましたか」

「なんでやねん」

　火梓は統也の脳天にチョップを叩き落とした。

「霊気雷で被害者が出たって聞いたから、見舞いに来たんや」

「そ、そうでしたか……」

　頭を押さえ、涙なみだ目めになりながら統也は相あい槌づちを打った。

「なんでも自分らが通報したそうやないか。自分ら、なんかしくじったんか？」

　懐かい疑ぎの視線を、火梓は一同に投げる。

　紅葉はすぐさま抗弁した。

「避雷針から外れた霊気雷が、あの子を直撃したみたいなんです。見えていないところでの事故ですもの、避けようがありませんよ」

「そうか。ならええねん。自分らがしくじったんなら、ウチが責任取らなあかんねんからな。だから念のため、さっさと見舞いに来たんや。こういうのは誠意が大事やからね」

「え？　ということは副長、あの子の病室に入れたんですか？」

「責任者特権でな。鹿原杏ゆうたっけ？　容態は落ち着いているみたいやし、母親が看病についとるし、大丈夫そうやで」

「そうですか……。それはよかった」

　ほっ、と統也は胸をなで下ろした。

　火梓は小さく笑った。

「ああ……。自分ら、見舞いに来て面会謝絶を食くらったんか。そうかそうか。自分らが病院にいるとか、てっきり統也が紅葉を孕はらませたんか思うたで」

「なんでですか！」

　紅葉は激しく言い返し、統也の脳天にチョップをねじ込んだ。

「ギャッ⁉」

　完全な不意打ちに、統也は昏こん倒とうした。

「はっはっはっ。冗じよう談だんやがな。……自分ら、帰るんやったら、うちの車に乗ってくか？」

「……乗っていきます」

　不快そうな表情を引っ込めて、紅葉は頭を下げた。

「統也はどうします？」

　サザンカが問いかけると、統也は頭を押さえたまま、

「先に行っててよ。やっぱり、薬もらってくるから」

　火梓たちに背を向けて、すたすたと歩み去った。

「おう、そうかい。じゃあなー」

　火梓は統也の背中に手を振って見送った。その後首をひねり、

「……なんか妙みようやな。どうしたんやあいつ」

　紅葉とサザンカに問う。

「あいつが妙なのはいつものことじゃないですか」

　紅葉の切り返しに、

「いやまあそうやけど。今日はひときわ妙やなあ思てな」

　火梓は懐疑の態度を崩くずさない。

「どうやら、霊気雷を食らったあの女の子が気になって仕方ないみたいですよ」

　とサザンカが言った。

「なんで？　って……ああ、そうか。せやな」

　火梓は一人で納なつ得とくした。

「あの子が気になる？　どういうことなんですか」

　キッ、と紅葉は火梓を睨にらみつける。

　火梓は紅葉を肘ひじでつついた。

「なんや自分。鈍にぶいなあ。統也も霊気雷を食らった身の上やからな。同じ境きよう遇ぐうの人間として気になるんやろ」

　不意をつかれたように、紅葉は目を丸くした。

「……あ、ああ……！　そ、そういうことですか。はいはい、なるほどね……」

　妙に動どう揺ようしながら言葉を連ねる。

「んんん？　もしかして紅葉、嫉しつ妬とでもしたんかいな」

「嫉妬？　ハア？　嫉妬なんてするわけないじゃないですか」

　紅葉はことさら大きく両手を広げ、弁明した。しかしよそ見をしていたせいで、

「別に統也のことなんて──グフッ！」

　太い柱に激げき突とつした。

　ボゴ、と大きな音を立て、紅葉は転てん倒とうする。

「むおおおお」

　しばし悶もん絶ぜつして、しかしすぐに立ち直り、

「ゲフン、ゲフン！　い、行きましょ、副長！」

　顔を真っ赤にしつつも咳せき払ばらいで誤ご魔ま化かして、すたすたと歩いていった。

「……わかりやすい反応やなあ」

「まだまだお子様ですね」

　火梓とサザンカは感想を述べつつ、紅葉の背中を追いかけた。







「……おはようございます！」

　挨あい拶さつとともに、紅葉が毛布をめくる。

　毛布の下では、パジャマ姿の統也が身体を丸めていた。

「……お……おはようございます……」

　強烈な眠ねむ気けに苛まれながらも、統也はどうにか挨拶を返した。

　統也の一日は、紅葉に叩き起こされるところから始まる。

　つい一ヶ月ほど前、統也と紅葉がユニットを組むことになった直後、「スムーズな連れん携けいのために、お互たがいの距離を縮める」という名目で紅葉が始めたことである。

　二人の住まいは博物館職員寮りよう。男子寮と女子寮という別はあるものの、出入り規制はないに等しいので、紅葉は毎朝統也宅を訪問していた。

　統也にしてみると、便利さと迷めい惑わくさが相半ばするところ。日によってはせめてあと五分、十分ほど寝ねていたいという時もあるが、紅葉は統也が完全に覚かく醒せいするまで決して引くことをしない。抵てい抗こうすれば統也を転がす、ひっぱたく、窓を開けて外気を取り入れる、全身をモミモミするといった容よう赦しやのない手段を駆く使しする。

　そんなことが一ヶ月も続けば、抵抗するだけ無む駄だだと統也も学習せざるを得ない。

「……はあ……。着き替がえるよ」

　おとなしくベッドから下りて、背せ伸のびした。

「それにしても統也、いい加減、私が来る前に登校準備を済ませておいてほしいわね」

　紅葉は既すでに制服に身を固めてカバンを持参、ついでに統也のための弁当すら用意している。これもまたいつもの光景だ。

「そんなこと言ってもね。僕は一分一秒でも長く寝ていたい派なので。もし一生眠ねむり続けていいって言うんなら、魂たましいを捧ささげてもいい」

　統也はパジャマを脱ぎ始めた。それに合わせ、紅葉は統也に背を向ける。

「それって端たん的てきに言って『死ぬ』ってことじゃないの……？」

　紅葉が肩かたをすくめた時、統也の携けい帯たい電話が呼び出し音を鳴らした。

「あれ？　目覚ましアラームかけてたの？」

「違ちがうよ」

　統也は首を横に振って、電話に出た。

　紅葉は向き直り、会話する統也の下着姿をじっと見つめる。

　眠気からいまだ抜けきれない統也の表情は、会話が進むにつれ徐じよ々じよに険しくなっていった。

「……そうですか。はい、今すぐそちらに伺うかがいます」

　深刻な口調での発言をもって通話を終しゆう了りようし、音を立てて携帯電話を置く。

「病院からだった。昨日の子がなんだか面めん倒どうなことになっているらしい」

　説明しながら、統也はてきぱきと着替えを再開した。ついさっきまでとはまるで別人のようだ。

「昨日の子？　鹿原杏っていったっけ？　まさか容態が……？」

「そこはよくわからない。というか、看病していた母親が大おお怪け我がをして別の病室に運び込まれたらしい」

「な……何があったのよ」

「行って確かめる。紅葉も行くだろ」

　統也は制服に身を包み、身み支じ度たくを調ととのえて、紅葉の背を押しすたすたと部屋を出た。

　ずっと険しい表情のままだったが、部屋を出て鍵かぎを掛けたところでニッと笑った。

「まことに残念ながら、今日は学校を休まざるを得ない。本当に残念だなあ」

「事が済んだら学校に戻るわよ」

　紅葉は固めた拳こぶしで統也の胸を軽く二度叩いた。







「お、神柳君か。よく来てくれた」

　玄大病院の受付に掛け合うと、ものの一分も経たたずに花はな泉いずみ医師が現れ、統也たちを出で迎むかえた。

　病院の中でも特に博物館側と懇こん意いで、様々な事案について橋はし渡わたし役を務めてくれる中年男性である。霊的現象による外傷を診みることに長たけ、霊的存在に殺された死者の検視医なども務める。

「ついてきてくれ。鹿原君の説得をしてもらいたい」

　花泉医師は手招きして、さっさと歩き出した。

「説得？　何があったんですか？」

　その背中を追いかけながら、質問する統也。

「実際に見たわけではないが、状じよう況きようから察するに、鹿原君が母親を半殺しにしたようだ」

　足早に歩きつつ、花泉医師は説明する。

「半殺し……⁉」

「彼女の病室は個室なんだがね。何か凄すさまじい物音がした、と隣りん室しつの入院患かん者じやからコールがあって、行ってみたら彼女の母親が血だまりの中に倒れていた」

「そ……そんなこと、鹿原がやったんですか」

「その可能性が一番高い。病室には内側から鍵がかけられていたし、窓も閉まっていた。現状第一容疑者は鹿原君だな」

「で……説得してくれ、というのは？」

「鹿原君はまだベッドの上にいる。我々素人しろうとが接近するのは危険だ。そこで君に頼たのむしかないと判断した」

「……なるほど。朝一発目の仕事にしてはかなりヘビーな感じだなあ」

　統也は思わず腕を組み、渋しぶい顔をして唸うなった。

「学校をサボるだけの価値はあるんじゃないの」

　と紅葉は茶ちや化かしたものの、その表情は固い。

「霊れい気き雷らい直ちよく撃げきの影えい響きようが時間差で出てきたのかしらね」

「霊気雷は色々な現象を引き起こす。そうだとしても不思議じゃないね」

　会話を交かわすうちに、一行は問題の病室前にたどりついた。

　病室の扉とびらには、立入禁止を示すテープがバツ印に貼はられていた。

「お願いする。いざという時のことは心配しないで欲しい。病院のベッドはいくらでも空いているからな」

　真しん剣けんな顔つきで、花泉医師は言った。

「いえ、僕は半殺しにされるのは遠えん慮りよしたいです。……おええええ」

　統也は吐き気に苛まれた。が、どうにか我が慢まんして、静かに病室のドアを滑らせる。

　まず統也が、続いて紅葉が病室に進み入った。

　病室の窓にはカーテンが下りていた。しかし太陽光の全すべてを遮さえぎるには至らず、独特の色しき彩さいでもって病室全体を薄うすく明るくしている。

　その窓の側のベッドの上に、何かがいた。

　毛布を被かぶった何か。

「……鹿原さん？」

　恐る恐る、統也は声を掛けた。

　声に反応して、毛布の中で何かが蠢うごめく。

「鹿原さんでしょ？」

　更さらに紅葉が声を掛けると、

「……近づかないで！」

　鋭い声が返ってきた。

　するりと毛布が動いて、その中から顔が現れる。一本にまとめたおさげが、するりとこぼれた。

「…………」

　すっかりおびえきって、杏は身体を丸めていた。

　無言のまま、恐れと疑いが入り交じった視線を統也たちに向ける。

「大丈夫。僕らは君の敵じゃない」

　統也は笑えみを浮かべ、一歩を踏み出した。

「だめ！　近づかれると……私、私……！」

　杏はびくりと反応して、ベッドの上をじりじりと後退した。身体を震わせて、強烈な拒きよ絶ぜつ感を露あらわにする。

　ふと視線を落とすと、ベッド脇わきの床ゆかが血でひどく汚よごれていた。何らかの手段で杏が母親を傷つけた、その跡あとだ。

（対応を間ま違ちがえたら、僕の血がこの上に重なるのか……）

　内心おびえつつ、しかし動揺を表には決して出さず、

「逃げなくて大丈夫。別に君を捕つかまえようってわけじゃないし、傷つけたりもしない」

　ペースをゆるめて接近する。

「ただその……いつまでもベッドの上にいるわけにもいかないだろ。着替えしなきゃならないだろうし、食事もいる。第一トイレとかどうするの」

「こんな時にトイレの心配なんてしてどうするのよ」

　紅葉は軽く統也を小こ突づいた。

「いやいや、なんだかんだ言って必要だろ。ここで垂れ流されでもしたら、掃そう除じの人が大変だって」

「女の子の前でそういうこと言わないの！」

　更に強い力で、紅葉は統也を叩いた。

　目の前で繰り広げられたちょっとした漫まん才ざいに、杏はぽかーんとしていた。

　悪くない反応だ、と思いつつ、統也は更に接近する。

「まあ……なんだ。とにかく、僕らは味方だ。怖がらなくていい」

　今度は、杏は後じさりしなかった。わずかに緊きん張ちようが解けてきたようで、

「……その制服、玄武学院の……」

　二人の制服に気づいて呟く。

「ん？　あ、そうそう、自己紹しよう介かいが遅おくれたね。僕は二年一組の神柳統也」

「私も一組の久留守紅葉。あなたは四組の鹿原杏さんでしょ」

　紅葉が言うと、杏は無言で頷いた。

「私たちは霊異博物館のワイルドハント。あなたを助けに来たのよ」

「ワイルドハント？　巴の仲間なの……？」

「あ、巴のことご存じ？　なら話が早い」

　統也はベッド脇に立った。手を伸ばせば杏に触ふれられる距離だ。

「昨日、霊気雷に撃たれたのは覚えてる？　君はそれで病院に担かつぎ込まれたんだ。身体の方は大丈夫かな」

「えと……その……大丈夫だと思う……」

　しばし逡しゆん巡じゆんした後、杏は答えた。

　危険な気配はまるで感じられない。状況に戸と惑まどう普ふ通つうの少女としか見えない。

　とはいえ、危険はないと判定してしまっていいものかどうか、悩ましいところだ。

（なんにせよ今は、信しん頼らい関係を築くことが大事だな……）

　そう考え、統也はおもむろに手を伸ばして、杏の肩に触れる。

「そりゃ良かった。昨日の霊気雷は──」

　その途端。

「……触さわるなァァ──ッ‼」

　絶ぜつ叫きよう。

　衝しよう撃げきが、統也の上半身を走る。

　鞭むちで叩かれたような激痛。

　次の瞬間、ロープ状の物で統也は全身を搦からめ捕とられ、

「おわあ──ッ⁉」

　強ごう引いんに吊つり上げられた。

　両足が床から離れ、浮ふ遊ゆう感に囚とらわれる。

　そして、全身にロープ状の物が食い込む痛み。

「な……なにが起きた⁉」

　痛みに苛まれながら、統也は己おのれを拘束するロープの正体を見み極きわめようとする。

　ロープ状の物は、天てん井じようから生えていた。

　そのすぐそばにもう一本ロープが生えており、それを目で追いかけると──

「……鹿原さん⁉」

　杏の手の内に、ロープはあった。

　杏は毛布を払いのけてパジャマ姿を晒さらし、ロープをがっちりと摑んでいた。

　杏がロープを引っ張るたびに、統也の身体が持ち上がる。どうやら二本のロープはつながっていて、何故なぜか天井が滑かつ車しやの役割を果たしているようだ。

　そして、杏のもう一方の手の内には、別のロープが握にぎられていた。

　いや、ロープではない。

　鞭だ。

「ハアアア──ッ‼」

　二本目の鞭を走らせて、杏は統也を打った。

「ぎゃッ！　ぎゃあ──ッ⁉」

　吊つるされた統也に、避よける術すべはない。ただひたすらに叩かれ続ける。

「統也！」

　咄とつ嗟さに紅葉がアスカロンを抜いた。

　本来ならば大剣であるところを細めに顕けん現げんさせ、小さく振り抜く。

　鞭は二本とも断たち切られ、統也は床に無様に転落した。

「ちょっと鹿原さん！　これはどういう……！」

　紅葉は杏に怒いかりの声を投げかけたが、途中で止まる。

　杏の瞳ひとみが、翠色の光を放っていた。

　統也も紅葉も、言葉を失う。

　しばし、無言でのにらみ合いとなったが──

「……ううん……う……？」

　やがて光は弱まり、すっと消えた。

「あ……わ……私……！」

　がたがたと怯おびえ出すと、毛布をひっ摑んでその身を隠かくした。

「ご……ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！　私……そんなつもりじゃ……！」

　半はん狂きよう乱らんに陥おちいった声で、何度も繰り返し謝る。

　紅葉は、ただぽかーんとするしかなかった。

「むぐぐ……」

　統也がうめき声を漏らして、やっと我に返る。

「と、統也、大丈夫⁉」

　紅葉は統也を抱きかかえ、起こした。

「ま……なんとかね……」

　紅葉にもたれながら、統也はどうにか立ち上がった。

「今の見た⁉　鹿原さんの目が翠色に──‼」

　興奮して早口に言う紅葉だったが、
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「……落ち着いて。鹿原さんを興奮させちゃいけないだろ」

　統也は冷静に制した。

　杏に向き直り、もう一度笑みを浮かべる。

「ごめんよ、鹿原さん。お……驚かせちゃったかな？」

　あくまで下した手てにフレンドリーに、統也は再接近を試みた。

「ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！」

　杏はすっかりおびえ、謝りまくる。

「気にしてないよ。不意に触っちゃったのが悪かったかな……」

　と統也が言うと、

「触る……」

　杏の震えがピタリと止まった。

「そ……そっか。お母さんの時も、不意に触られた途端、意識が軽く飛んで……」

　するり、と毛布の中から顔だけ出す。

「そうか、そういうことか。不意に触られると急に、その……調子が狂うんだな？」

　統也はちょっと考えて、右手を差し伸べた。

「だったら試ためしてみよう。鹿原さんの視界の中で触れば、大丈夫なんじゃないのかな」

「え……」

　杏は眉をひそめた。

「もしまたさっきみたいなことになったら、統也君がまた痛い目に……」

「気にするな」

　統也はあっさり言い捨てた。

「その時はまた、紅葉に切り落としてもらうさ。それより、君のスイッチがどこにあるのか正確に把握する方が重要だ」

「…………」

　なおも杏はためらっていたが──ついに、毛布の中から手を出した。

　おずおずと手を伸ばし、そっと指先で統也の指をつまむ。

　何も起きない。

　親指人差し指中指までを、統也の手に巻き付ける。

　何も起きない。

　更に大だい胆たんに、握あく手しゆする。

　やはり何も起きなかった。

「…………」

　驚きの結果に、ぽかーんと杏は口を開けた。

「ほら。やっぱり、触られるのを意識しているなら、スイッチはオンにならない」

　統也は握った手を上下に振った。

「そ……そうみたいだね……」

　杏は手を振られるがままになる。

「よしよし。これが安全なのはわかった。できれば、不意をついての接触がスイッチを入れる、という事実を再確かく認にんしておきたいところだけど……」

　統也は手を離し、紅葉に視線を向けた。

「なによ。まさか私に実験台になれとでも？」

　す、と紅葉は目を細めた。

「ここは紅葉の番じゃないかなあ」

「冗談じゃないわよ！　誰だれがそんなことされたいもんですか！」

　紅葉の大声に杏が気け圧おされ、

「ご……ごめんなさい……」

　涙目になりながら謝ってしまった。

「あ……こっちこそゴメン……」

　紅葉も謝り返す。

「なにやってんだ紅葉。鹿原さんをビビらせてどうするの。罰ばつとして、ここはやはり鹿原さんに不意の接触を──」

「いやいや、だからイヤだってば！　それとこれとは話が別！」

　などと言い合っている最中。

「……グッドモーニング！　エブリワン！」

　突然病室の扉が開いて、学院のブレザーを着た少女が一人闖ちん入にゆうしてきた。

「……巴！」

　病室内の三人は、揃そろえて声を上げた。

　梅光院巴だった。

　今はスカートを穿はいているからすぐに女子とわかるものの、遠目には美少年と見み紛まがうような容姿の持ち主。

「なんでおまえが来るんだよ」

　統也が問いかけると、

「杏の家族から連絡をもらったんだよ」

　きっ、と巴は統也をにらみ返した。それから杏に目を向けて、

「話は聞いた！　母親を半殺しにしたそうじゃあないか！」

　と声を投げた。

　その言葉に杏はびくりと震え、怯え始める。

「ちょっと巴！　やめなさいよ、そういうこと言うの！　デリカシーってものはないの⁉」

　紅葉が口を挟んだが、巴は悪びれる様子もない。

「何か問題でも？　思春期の人間なら誰しも、二度や三度は身内を半殺しにするもんだろうが。あたしだって三度ほど父親を半殺しにしているよ。一・五回殺してるって計算だ」

「あのね、巴……」

　言い返そうとした紅葉だったが、統也に肩を摑まれて引き寄せられる。

「巴に実験台になってもらおう」

　統也は小声で紅葉に伝えた。

「……それがよさそうね」

　紅葉は無表情を装い、巴の背中を軽く撫でた。

「わかったわよ。巴の好きなようにすればいい」

　と言って、巴を杏のそばに押し出す。

「ものわかりがいいじゃないか。あたしに任せろ」

　自じ慢まんげに言って、巴は杏と向き合った。

「なにをビビる必要がある？　母親を半殺しにしたくらいでなんだってんだ。あたしなんか、人を半殺しにするたびに五百円もらっていたら、今いま頃ごろ烏からす丸ま通り沿いの新築マンションを買ってるよ」

　巴が説得している最中、紅葉は巴の背後に忍しのび寄り、巴の手首を摑んで、

「……はい」

　杏の背中を触らせた。

「ん？　何の──」

　巴が振り向いた途端、

「……触るなァァ──ッ‼」

　杏の目が輝いた。

　次の瞬間、杏の手の内に現れた鞭が素す早ばやく走り、巴と紅葉をまとめて拘束した。

「あっ⁉　ちょっと⁉」

「なんだこれは！　一体どうなっている⁉」

　想定外の事態に悲鳴を上げる紅葉と巴。

　さすがに二人まとめて吊すのは重すぎるらしく、統也の時ほどには持ち上がらなかった。紅葉も巴も、片足のつま先が届く程度の高さでじたばたともがく。

　もがくほどに鞭は食い込み、二人の姿はあられもないものになっていった。

「た……助けて、統也──ッ！」

　紅葉が助けを求めた。両りよう腕うでとも変な具合に拘束されているので、霊剣も取り出しようがない。

「あーあー。これはひどい」

　統也は二人の姿に見とれてしまった。

「これ、写真に撮とったらいくらで売れるかな？」

「こらーッ！　そんなことしたら左さ京きよう区の果てまでぶっ飛ばすわよ⁉」

　悪あく魔まのような形相で、紅葉は絶叫した。

「冗談だって。……鹿原さん！　落ち着いて！」

　統也は杏に呼びかける。

　と──すぐに両目の光は収まって、

「……はっ！　ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！」

　杏は正気を取り戻した。鞭は消しよう滅めつし、紅葉と巴は音を立てて床に転倒。

「……てめえ！　なんてことしやがる！　あたしは人を半殺しにするのは好きだけど半殺しにされるのは嫌きらいなんだよ！」

　巴はマジギレして杏に拳を振りかざし、

「やめなさい！　鹿原さんは自分が制せい御ぎよできていないんだってば！」

　咄嗟に紅葉は巴を羽は交がい締じめして、杏から遠ざける。

　杏はすっかりすくみ上がり、またも毛布の中に隠れてしまった。

「あああ、ごめん、悪かった。実験なんて、軽い気持ちでやるべきじゃなかった」

　統也は杏に謝った。

「でもとにかく、これではっきりした。スイッチが入るのは、不意に触られた時だけだ。それにさえ気を付ければ、意思に反して人を傷つけるようなことはない。これで安心できるんじゃないかな」

「安心……」

　毛布の奥から、杏はわずかに目の部分だけをあらわにした。

「で……でもそれじゃなおさら、外に出られないよ……。不意に触られないように生活するなんて、無理だよ……」

「無理なもんか」統也は請うけ合った。「君がこんなことになったのには、僕らに責任の一いつ端たんがある。僕らが君の面倒を見るよ。もしかしたら治療できるかもしれないしね」

「治療……」

「ああ。まあ、百パーセント治せる、とは言い切れないけどね。でも、このままここに立てこもったままじゃ、治せる可能性があるかどうか調べることもできないよ。意地を張らなくていい」

　す、と統也はもう一度手を差し伸べた。

　杏は逡巡する。

　手を伸ばしかけては引っ込め、を何度も繰り返す。

　その間、統也は笑えみを浮かべたまま、ひたすら待つ。

　押すことも引くこともせずに。

　ついに杏は心を決めて、統也の手を握った。

「よしきた」

　ぐい、と統也は杏を引っ張り上げた。

　杏はベッドから離れ、自分の足で立ち上がる。

「大丈夫かい？　痛いところとかない？」

　統也の問いかけに、杏はうつむいた。

「痛いところはないですけど……お手洗いに行きたいです」

　ぱっと統也は手を離した。

「紅葉、よろしく」

「はいは～い」

　紅葉は羽交い締めし続けていた巴を放ほうり出し、統也の代わりに杏の手を取った。

「あたしも行くぞ！」

　いまだ憤ふん懣まんやるかたない風の巴だったが、

「これ以上の混こん沌とんを巻き起こすのはやめるんだ」

　すばやく統也が首根っこを押さえ込み、事なきを得た。

「離せコラ！　元カレだからっていい気になるなよ！」

「誰が元カレだよ……」

　巴は暴れるが、統也の手からは逃げられない。

　苦く笑しようしながら、杏と紅葉は病室を出た。

「チッ。逃げられた」

　二人が出て行った途端、巴は抵抗をやめた。統也も巴を離す。

「しかし……見たか？　杏の目……」

「……ああ」

　統也は頷いて、眉をひそめた。後頭部をくしゃくしゃとかき回し、

「朝からヘビーな案件だなあ。想像以上にヘビーだ。吐きたくなってきた」

　口元を押さえてうむむと唸った。







「……というのが、一部始終です」

　と、統也は火梓への報告を締めくくった。

「そうか。ご苦労やったな」

　火梓は慰労の言葉を返した。

　統也、紅葉、そして巴の三人は、博物館内牙霊調査室の一角、火梓のブースに来ていた。火梓の仕事場は相変わらず書類の山がいくつも積み重なり、散らかっている。綺き麗れいなのは、火梓が腰掛けている椅い子すのキャスターが動く範はん囲いだけだ。

「ま、細かいことはあとでレポートにして提出してもらうことにして……また、随分と不思議な話やな。その子、目が光ったんか」

「ええ。僕と同じようにね」

　統也は親指で自分の目を指さした。

　強い感情──特に怒りに駆かられると、統也の目は翠色の輝きを帯びる。どうやら統也の体内で滾たぎる霊力のあらわれであるらしく、この状態に陥ると感情が増ぞう幅ふくされて統也は理性を失い、しまいには霊力による自じ爆ばくを引き起こしてしまう。

　そのきっかけは二年前。統也が霊気雷の直撃を受けてからのことだ。

「統也と同じことが起きとるんやな。霊気雷を受けて霊力に目覚めるって話はよくあるけど……キレると目が光る、ってのも一いつ緒しよか」

「そうですね。ここまでの観察結果から考えるに、不意の接触さえしなければスイッチは入らないようですけど。ただ逆に言うと、スイッチが入りやすいとも言えますね。僕と違って」

　僕と違って、という部分を統也は強調したが、

「ああん？　おまえだってスイッチが入りやすい方だろうが。あたしと組んでいた頃ころは瞬しゆん間かん湯ゆ沸わかし器きみたいだったろう。クラスター爆ばく弾だんみたいにボカボカ爆発しやがって」

　巴が異議を唱えた。

「昔の話だろ。今の僕は自爆はしない。不ふ発はつ弾だんみたいにおとなしいものだよ」

　統也は自己弁護したが、返ってきたのは三組六本の不信の視線だった。

「な、なんなの。その、爆弾でも見るような視線は」

　はあ、と火梓はため息を吐ついた。

「まるで自覚がないんやな。ま、それはええわ。問題はその子よ。そんなにスイッチが入りやすいとなると、実生活に支障が出るやろなあ」

「そこで提案なんですけど、鹿原さんのこと、博物館の寮で受け入れられませんかね？　その方が安全だと思うんですが。もちろん、本人の承しよう諾だくを得る必要はありますけど」

　統也が挙手して意見を述べると、火梓は頷いた。

「寮か。なるほどな」

「霊気雷の後こう遺い症しようだから、そのうち霊力が消えるかもしれないでしょ？　さしあたりは預かって、様子を見るのがいいと思います」

「それはいいけど、霊力が消えなかったらどうするの？」

　統也の提言に、紅葉が疑問を呈ていする。

「その時は、霊力と付き合う術すべを鹿原さんに学んでもらうしかないね」

　と答えてから、統也は火梓に懇こん願がんした。

「鹿原さんのことは僕が面倒を見ますよ。どうにかなりませんか？」

「……ほう。珍しいな」

　火梓は目を丸くした。

「自分から責任を負うようなことを言うとは。まさか自分、また霊気雷に撃たれたんちゃうやろな」

「なにをおっしゃいますやら。僕はいつだって責任をどんどん引き受ける責任感あふれた人間ですよ」

　さらりと統也は言ってのけたが、返ってきたのは三組六本の疑ぎ惑わくの視線だった。

「な、なんなの。その、無責任男でも見るような視線は」

「というか、なんなの統也。妙にやる気満々よね。もしかして、あの子に気があるの？」

　紅葉は目を細め、腕を組み、統也の顔に険しい表情を寄せた。

　統也はまばたきを繰り返した。

「それは……だってほら、なんて言うか……」

「イエスかノーかで答えて」

「気がある、という言葉の解かい釈しやくによるかな。霊気雷に撃たれた人を助けてみたら、たまたま同じ学校の、同じ学年の子だった。同じく霊気雷に撃たれた者として、気に掛けるのも当然だろ。むしろ、これを他人に任せるってのは不人情じゃないかなあ」

　その答えを聞いて、紅葉はしばらく統也を睨んでいたが、やがてその表情は悩みと困こん惑わくが入り交じったものとなった。

「まあ……う～ん……」

　納なつ得とくしたようなそうでないような、不ふ明めい瞭りような言葉を繰り返しながら、紅葉は顔を離す。

「鹿原さんはおびえている。わけのわからない力に目覚めて、間違って母親を傷つけて……。先せん輩ぱいたる僕が、鹿原さんの恐きよう怖ふを取り除いてやるべきじゃないのかな」

　統也は手を伸ばして、紅葉の両手を取った。

「紅葉も力を貸してくれ。鹿原さんを助けると思って」

　真しん摯しな態度で、頼み込む。

　今度は紅葉がまばたきを繰り返す番だった。

「それは……いいけど。ま、統也がどうしても、って言うんなら、それは力を貸すわよ。私たち、ユニットなんだし」

「ありがとう」

　笑みを浮かべて、統也は力強く握った手を振った。

「で、相談なんですけど……」

　しかるのち、火梓に向き直る。

「鹿原さんをクラス替がえさせることって可能ですか？　できれば、僕らのクラスに来て欲しいんですけど」

「ホンマに本気やな、統也」

　火梓は感心したような声を出し、

「それはどういうことだ、統也」

　巴は疑いの声を叩きつけた。

「杏はあたしのクラスメイトだぞ。それを取り上げるって言うのか」

「あまり言いたくないけど、巴に任せたら二年四組が阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごくと化すような気がして」

　と統也が言い切ると、紅葉も賛同する。

「確かにそうよね。私も巴には任せられないと思う」

「ふざけるな！　おまえらにあたしの何がわかるっていうんだ！」

　巴は抗弁したが、

「巴のことがよくわからないから、私たちが鹿原さんを預かるって言ってるの」

　と紅葉は切り返した。思わず巴は反論の言葉を失う。

「わかった」火梓は手を掲かかげた。「統也の熱意を無下にするわけにはいかん。手ェ回したるわ」

「ありがとうございます」

　統也は頭を下げた。

　一方、巴は苦にが虫むしを嚙み潰したような表情を隠さない。

「チッ。仕方ない、ここは譲ゆずっておいてやる。これは貸し一だからな！」

「何をどう解釈すれば僕の借りになるんだよ。それはノーカン」

「ああ？　統也、このあたしになめた口を利きくなよ。あまり調子に乗ってるようなら、ぶん殴なぐって右う京きよう区の果てまでぶっ飛ばしてやるからな」

「左京区と右京区、どっちの果てが遠いんだったかな……」

「はいはい。うちのブースでそれ以上騒さわぐなや」

　あきれ顔で火梓が割り込んだ。

「そしたら、統也は鹿原杏に入にゆう寮りようの意志を確かめてきいや。当人がオーケーって言ったら、ウチに連絡せえ。各方面に指令を出したる。それじゃ解散」

　統也は軽く会え釈しやくすると、無言でブースを去っていった。

「いいだろ、お手並み拝見と行こうじゃないか。ただし、あとで泣き言を抜かしても、あたしは絶対に協力してやらないからな」

　巴は捨てぜりふ気味に紅葉に言葉を叩きつけ、ずかずかと歩み去った。

「…………」

　最後に一人、紅葉は所在なげに佇たたずむ。

「なんや紅葉。随ずい分ぶん機き嫌げん悪そうやないか」

　ニヤニヤと笑いながら、火梓は声を掛けた。

「機き嫌げん悪くなんてありませんよ！」

　と紅葉は反論したが、予想外の声の大きさに自分で驚き、口元に手を当てる。

「……すいません」

「いいってことよ。統也の奴、同じ被害者として思うところがあるんやろ。珍しくやる気になってるんやし、見み守まもったりや」

　火梓はひらひらと手を振った。

「……はあ。はい、まあ、そうですね……」

　心ここにあらずという風に、紅葉は生返事を返す。

「やれやれ、どうなるやら……」

　火梓は肩をすくめた。が、すぐに真剣な顔になって、

「……その子、二本の鞭を操あやつっとったんやな」

　と尋たずねる。

「はい？　ええ、そうですけど」

「そうか。そんで、『触るな』か……」

　なにやら一人で考えている風だったが、紅葉の視線に気づいて、

「あ、別に何でもあらへん。もう行ってええで」

　軽く手を振った。

「そうですか。じゃ、失礼します」

　一礼して、紅葉は踵きびすを返した。

「……さて。先輩のポートレートはどこやったかな……」

　部下たちを見送ると、すぐに火梓は椅子をくるりと回し、デスクと向き合って書類の山を探さぐり始めた。







　２　幻の塔







「えー、今日は皆みなさんの新しい……というわけでもないですが……いや、とにかく、お友達を紹介します」

　玄げん武ぶ学院二年一組クラス担当の女性教師は、微び妙みような言い回しで切り出した。

「……鹿ろく原はら杏きようです。よろしくお願いします……」

　消え入りそうな声で杏は自己紹介し、頭を下げた。

　妙なざわつきが、教室全体を覆った。

　本来、杏は四組の生徒。この時期にクラス替えとは何があったのか、と訝いぶかりたくもなる。

　つい一ひと月つきほど前、紅くれ葉はが転校してきた際には容赦なく質問の雨を浴びせたクラスメイトたちも、今回は重苦しい沈ちん黙もくに陥った。

「…………ううう……」

　杏は気け圧おされ、泣きそうになっていた。

「と、とにかく、皆さん仲良くして下さいね？　もういいですよ、鹿原さん」

　担任は空気を察し、さっさと杏を自由にした。杏はそそくさと来た道を戻り、音も立てずに着席する。

　杏の席は窓まど際ぎわ、一番後ろ。他者からの接触を避けるための処置である。その隣に紅葉が、その前に統とう也やが座り、杏を守るという態勢だ。

　統也が席を立ち、全員の注意を惹ひいた。

「あー、みんな。実は鹿原さん、一週間前に霊れい気き雷らいに撃たれてね。まだ本調子じゃないんだ。だから僕と紅葉が面倒を見ることになった。というわけで、みんなよろしくね。妙なことをする奴は、紅葉が大剣でぶった切るから」

「物ぶつ騒そうすぎるでしょ！　なに言ってんの⁉」

　すぐさま紅葉がツッコミを入れ、教室は笑いに包まれた。

「ありがとう、神しん柳りゆう君。それからですね、皆さん。最近人じん狼ろうの姿をしたＳＣをよく見かけるという報告が何件も上がっています……」

　担任が連れん絡らく事じ項こうを伝える中、統也は満足感を覚えながら席に着いた。

「みんなに協力を求める時は、こういう風にやるんだよ」

　と紅葉に言葉を贈おくる。

「一ヶ月前の話なんて忘れなさいよ……」

　恨うらめしげな視線を、紅葉は返した。自身が転校してきた時、挨拶でクラスメイトを悪い意味で黙だまらせてしまったことを思い出しながら。







「新しいクラスでの調子はどうかな」

　弁当の包みを解きながら、統也は杏に尋ねた。

「ええと……特に問題ないと思います」

　小さな声で、杏は答えた。

　統也と紅葉は学生食堂に杏を招き、一緒に食事をとろうとしていた。

　学生食堂は中等部、高等部、そして大学と兼けん用ようであり、ショッピングモールのフードコート並みに広く、食事の持ち込みも自由。統也と紅葉同様、杏も弁当を持参していた。

「あ、鹿原さんもお弁当を作るの？」

　紅葉が声を掛けると、杏は小さく頷いた。

「あの……私のこと呼ぶの、『杏』でいいですよ」

「そう？　じゃ、私のことも紅葉って呼んでね」

　自分の胸に手を当ててから、紅葉は統也を指さした。

「あいつのことはボケナスでいいわよ」

「ボケナスとは失礼な。日本の法律じゃ、本当のことを言っても名めい誉よ毀き損そんになるんだよ。だから、統也って呼んでくれ」

　と言い返しつつ、統也は飲むべき薬の瓶びんを弁当の横に並べた。

「こ……これは……？」

　あまりの薬の多さに、杏は目を丸くした。

「僕も昔、霊気雷に撃たれてね。それの後遺症が残のこっているんだ」

　右手にはめている手て袋ぶくろを、統也はわずかにめくった。

「…………！」

　見た瞬間、杏は息を吞のんだ。

　手首は途中で途と切ぎれ、そこから先が霊体化している。

「僕の場合、どういうわけだか、右手だけが霊体化した。正確には、霊体化がどんどん進行しているみたいでね。それを食い止めるために薬を飲んでいるんだよ。欠かすと腕の方まで上ってきて、大変なことになる。……杏はこんな現象、起きてない？」

「大丈夫……だと思う。入院中に入念に体中調べられたし……。というか、変なこと調べるなあって思ってたけど、先例があったんだね……」

「そういうこと」

　統也は手袋をはめ直し、元通りにした。

「これから先、そんな現象に見舞われないとも限らない。なにか不調を感じたら、できるだけ早く診みてもらった方がいい」

「わかった……」

　小さく、杏は頭を下げた。

「でも、この一週間忙いそがしかったでしょうに、弁当を作ってくるなんて立派ねえ」

　紅葉が話題を変える。

「忙しかったから、今日は御ご飯はんだけだよ」

　謙けん遜そんしながら、杏は弁当箱の蓋ふたを開いた。

　言葉通り、箱の中身は白一色だった。梅干しすら入っていない。

「学食におかずがあるよ。買ってきたら？」

　統也の言葉に、杏は首を振る。

「これだけで大丈夫……」

　弁当包みの中には、ワサビのチューブが入っていた。

　杏はチューブを搾しぼり、わさびを手早く白米の上に投入。

「いただきます」

　呆あつ気けにとられる二人を尻しり目めに、杏は食事を始めた。

「これ、私、大好きなんだ……。使う？」

　嬉き々きとして食べながら、チューブを統也の鼻先に差し出す。

「……さすがにそいつは遠慮かな」

　丁てい重ちように統也は押し返した。

　紅葉が手を伸ばし、チューブを取り上げる。

「わさびかあ。私、まともに食べたことないんだよね」

「ふーん。イギリスにも寿す司しバーくらいあるんじゃないの？」

　統也の問いに、紅葉は首をひねった。

「イギリスにいた頃は、わさび抜きの寿司しか食べたことないから」

「だったら、試ためしてみるといいですよ」

　どうぞどうぞ、と杏は勧める。

「じゃ、やってみようかしらね」

　紅葉はチューブのキャップを開け、自分の弁当の御飯に、大量にわさびをぶちまけた。

　しかるのち、わさびがたっぷり載のっているところをすくい取って食べ、しばし咀そ嚼しやくする。

　数秒後──

「…………ッッ‼」

　紅葉はひっくり返った。豪ごう快かいに音を立てて転倒する。

「……ふえっ‼　あはッ⁉　何これ……⁉」

　ボロボロと涙を零こぼしながら悶絶し、鼻を押さえて咳せき込んだ。

「だ……大丈夫⁉」

　杏は紅葉を介かい抱ほうしにかかる。

　一方、統也は半笑いを浮かべていた。

「あーあー。それだけ一度に食べたら、そうなるよ」

「……なんで先に教えてくれないの！」

　涙を流しながら紅葉は抗こう議ぎした。

「自分で体験して痛い目に遭あってこそ、学習ってものさ」

「信じられない！　こんなもの、こんなもの食べるだなんて……！」

　憤ふん懣まんやるかたなし、という態度で紅葉は着席し直したが、いまだ白米の上に大量のわさびが残っていることに気づいて、顔面蒼そう白はくになった。

「私……私、なんて恐ろしいことを……！」

「……あ、だったら私が食べるよ……」

　杏が申し出て、弁当の中身を引き取った。

　泣きながら、紅葉は杏に抱きついた。

「ありがとう杏！　あなたは女め神がみよ。目の前にいる陰いん険けんボケナス野郎とは大おお違ちがいね！」

「陰険ボケナスとは失礼な。日本の法律じゃ、本当のことを言っても名誉毀損になるってさっき教えただろ」

　統也は自分の弁当をおとなしく食した。

　食事を十分ほどで済ませ、空になった弁当箱を包み直し、いざ教室に戻ろうとした時。

「あ、杏じゃん」

　二人連れの女子生徒が、笑えみを浮かべながら手を振ってきた。

「祥しよう子こちゃんに美み沙さちゃん……」

　杏は笑みを返した。仲のいい友達なんだろう、と統也は察した。

「どしたんよ？　突然一週間も学校休んだと思ったら、クラス替えなんて」

「巴ともえが荒あれまくりなんだよねー。来る先生を片かたっ端ぱしから投げ飛ばしてるんだけど、なんか関係ある？」

　質問に、杏はすぐには答えられなかった。いかに説明したものか、と統也に助けを求めようとして──

「それは……あはは……あっ」

　椅子の脚あしに足を取られた。バランスを崩し、前方につんのめる。

　その先には元クラスメイト二人。二人とも、杏を支えるために手を伸ばす。

　それを見た瞬間、

「危な──いッ‼」

　統也は咄嗟に割り込み、背中からの体当たりで女子二人をぶっ飛ばした。

　そのまま片足を軸じくにして身体を半回転、杏に接触しないように身体をのけぞらせる。

　杏は誰だれに接触することもなく、一人で転倒した。膝ひざから落ちて、床にぺたりと両手をつく。

　一方で、女子二人はテーブルを巻き込む豪快な転倒を果たしていた。

　一瞬の出来事に、しばらく二人は呆気にとられた。

「だ……大丈夫かい⁉」

　統也は二人に手を差し伸べた。

　二人はその手を取り、立ち上がった──不ふ審しんと当とう惑わく、疑いの眼まな差ざしを統也に向けながら。

「いやあ、ほんとゴメン」

　テーブルと椅子を直してから、統也は頭を下げた。

「杏を抱かかえようとしたんだけど、僕も足を滑らせて……本当に申し訳ない」

「ふざけんなよこの野郎！」

　ばしん、と一方が統也の肩を思い切りどついた。

「なにが足を滑らせて、だよ！　明らかに体当たり仕し掛かけてきたじゃねえか！」

「悪かった！　いやもう本当にすまなかった」

　統也はその場で膝を折り、土下座しにかかる。

「ちょ……やめてよ、二人とも……！」

　見かねて、杏が割り込んだ。

「私が悪いの。その、私が霊気雷に撃たれたせいで、副作用が……」

　統也を弁護するため、詳くわしい説明を試みるが──

「いやいや、悪いのはこの僕だ。この通り」

　統也は杏に触れないように前面に回り込み、土下座した。

　公共の場所でそこまでされては、振り上げた拳も下ろさざるを得ない。

「チェッ。じゃ、そういうことにしておいてやるよ。杏に免めんじてね」

「それじゃまた、杏……」

　二人は口々に言い、その場を立ち去っていった。

　しばらく統也は頭を伏ふせたままでいたが──

「ちょっと、統也」

　紅葉が統也の首根っこを摑み、立ち上がらせた。

「……何よ今の？」

　至近距離から睨みつける。

「何よ、と言われても。見ての通りだけど」

「なんで統也が土下座までする必要があるわけ？」

「それは、──」

「私のせいだよ……！」

　杏は紅葉の空いている方の手にしがみついた。

「いえ、杏は別に悪くないわ」

　紅葉は杏に笑顔を見せてから、再び統也に険しい表情を向ける。

「土下座ってのはね、一生に一度レベルの失敗をやらかした時にやるものよ。今のは、そんなレベルの失敗には見えなかったけど？」

「怒おこるなよ、紅葉。というかなんで紅葉がそんなに怒るの」

「怒ってなんかいないってば！」

　言いながら、紅葉は統也の首くび裏うらを締め上げた。

「あいたたたた！　やめてくれ、首の骨が折れるって」

　統也は身体を震わせて、紅葉の手を振り払った。

「……とにかく今の状況、誰かがあの二人をふっ飛ばさなきゃならなかった。その役を僕が買って出たってだけの話だよ」

「いやでも、私の後遺症のことを説明すれば良かったんじゃ……。あの二人ならわかってくれるはず……」

　杏は言ったが、統也は首を横に振る。

「あの二人はわかってくれるかもしれないけどね。一度後遺症の話をすれば、話はあっという間に広がるよ。その中には、面おも白しろ半分で君のスイッチを入れに来る奴らもいるだろう。そうなると色々面倒なことになる。だから、これでいいのさ」

　心配無用、とばかりに統也は笑みを浮かべた。

「なに、僕があの二人に嫌われるだけで済んだんだ。被害は最小限だよ。まあまあ、土下座はできるだけしないように努める。あまりいい気分じゃないからね」

「私は納なつ得とくできない」

　紅葉はなおも食い下がるが、

「僕は納得した上で、杏の面倒を見ると決めたんだ。この程度、大したことじゃない」

　統也はそう言い返し、テーブルの上から弁当箱を持ち上げた。

「教室に戻ろう。午後の授業が始まっちゃうよ」

　一人で足早に食堂の出口へと向かっていく。

　紅葉と杏はしばしその場で立ち尽つくし、統也の背中を見送った。

「ご……ごめんなさい。私のせいで、こんなことに……」

　再び杏は頭を下げた。

「杏のせいじゃないってば」

　眉をひそめつつも、紅葉は笑顔でもって応じた。

「……公平に言うと、統也が悪いわけでもないわね。でも……私は……統也が人から見下されるのが我慢ならない、というか……」

　胸中の感情をうまく表現できず、紅葉は苛いら々いらと髪かみをいじった。

「……はあ。まあいいわ。私たちも教室に戻りましょ」

「そうだね……」

　杏は頷き、紅葉と歩調を揃えて歩き出した。

「……おい、見ろよこの書き込み！」

　その途中、一カ所に固まっている男子生徒たちの会話が耳に入ってくる。

　スマートフォンでどこかのサイトを見ながら、がやがやと騒いでいた。

「ほんとかよこれ？　五ご重じゆうの塔とうが二本に増えたって言ってるぜ！」

「…………は？」

　思わず紅葉は足を止める。

　ちょうどその時、紅葉の携帯電話がメール着信音を鳴らした。

　放課後まっすぐに博物館に来るように、との招集メールだった。







　五重塔。

　京都市内だけでも五重塔を持つ寺院は諸もろ々もろあるが、一番有名なのは東とう寺じのそれだ。

　東寺とは九く条じよう大おお宮みやに存在する寺院であり、その創建は平安時代に遡さかのぼる。平安京を鎮ちん護ごするという目的のもとに建てられた、官立寺院だ。

　五重塔は東寺の創建と同時に建てられたとされる。もっとも創建後たびたび火災によって焼しよう失しつしているため、現在建っている五重塔は江え戸ど時代に再建されたものである。それでも木造塔としては日本一の高さを誇ほこり、国宝として指定され、今は京都のシンボルとしてかつての王城を見守り続けている。

　東寺という名前は、かつての平安京の正門である羅ら城じよう門もんの東側に位置することから、そう名付けられた。

　一方、羅城門の西側には、西さい寺じという寺が存在した。東寺と同時期に建てられた、同等の格を持つ寺院である。東寺が左京を鎮護し、西寺が右京を鎮護するという役割を与あたえられていた。

　だが現在、西寺は存在しない。

　左京側に比べて右京側は水はけの問題などから疫えき病びようが流行はやりやすく、先に衰すい退たいしてしまった。その結果西寺は見捨てられ、滅ほろんだ。いつ頃ごろ消しよう滅めつしたのかは定さだかではないが、鎌かま倉くら時代における焼失を最後に記録から姿を消している。今は唐から橋はし西寺公園として、その敷しき地ち内に礎そ石せきなどの跡を留とどめるばかりである。

　ところが──

　ある日の昼前、突とつ然ぜん霊れい的てき構造物が公園に発生、近きん隣りんの住人を驚きよう愕がくさせた。

　それはみるみるうちに形を為なし、あっという間に東寺の五重塔とそっくりの形になった。

　霊気による構成物ではあるが、その一点に目をつぶりさえすれば、概がい観かんからディテールに至るまで酷こく似じしている。

　さっそく博物館に通報が入り、ワイルドハントが公園全体を封ふう鎖さした。

　奇き天て烈れつな現象ではあるものの、霊的現象が年がら年中起きている京都に住む人々としては、取り立てて大おお騒さわぎするほどのことでもない。むしろこれは面白い、と近所の住人のみならず、興味を覚えた人々までもが、一目偽にせの五重塔を見ようと集まってきたが──

　引き続いて起きた現象が、人々を恐怖のどん底に突き落とした。

　五重塔の天てつ辺ぺんに、大型ＳＣが姿を現したのだ。

　はじめは、五重塔が東寺の五重塔より五、六メートルほど伸びたように見えた。

　その正体は、はっきりとした輪りん郭かくを持たないＳＣ。

　あまりに巨大すぎ、かつ形状があやふやなため、にわかには認にん識しきしにくいものの、明らかにＳＣだった。

　上へ登るほどにその姿ははっきりしていき、最上部は狼の頭部とおぼしき形を取っている。

　イヌ科特有の長い口部、その口の中に生えている鋭い牙きばの列。

　天に向かって伸びる二つの耳、そして爛らん々らんと輝く二つの目。

　それは京都市民にとって、十二年前の「アオマカミ事件」を想起させるものだった。

　博物館は市民に対して一段と強い警告を発し、興味本位で近づくことを強く戒いましめた。

　もっとも、再度の警告は不要だったかもしれない。アオマカミ事件を覚えている者ならば、到とう底てい近づく気にはなれないからだ。

　忌いまわしい記き憶おくが、京都を覆い始めていた。







「……アオマカミ事件？」

　その名を聞いて、紅葉は額に手を当てて考え込んだ。

「なんとなく聞き覚えがあるような……。なんだっけ？」

「十二年前、京都で起きた大事件ですよ」

　と、サザンカが答えた。

「いけませんね、紅葉。京都にいながらアオマカミの一件を知らないなんて。そんなことを街中で公言したら白い目で見られますよ？　この場だったから良かったものの」

「十二年前っていったら私四歳だし、京都に住み着いたのはついこの間よ。わからなくても当然でしょ」

「だったら、この機会に覚えておくことやな」

　口論を火梓かずさが引き取って、デスク上のパソコンを操作し、画像ファイルを表示した。

「これが、事件が起こる前の京都市南部、市境周辺の地図。違い、わかる？」

　紅葉はディスプレイに顔を寄せる。

「あれ。新巨お椋ぐら池がありませんね」

「せやねん。新巨椋池ってのは、十二年前の事件で生まれた池やからな」

　新巨椋池。

　宇う治じ川の途中に広がる、池より湖という呼こ称しようが似合う広い水域である。

　その名はかつての巨椋池に由来する。旧来からこの一帯は巨大な湖で、平安京と平城京の間にあり、川を下れば大おお阪さか湾に出る。水上交通の要として、その存在感を示し続けていた。

　その後昭和に入って干かん拓たく事業が行われ、すっかり埋め立てられて田園地帯となり、地名にのみその名残なごりを留める、という状態になっていたのだが──

「十二年前、伏ふし見み桃もも山やま城の天辺を巨大ＳＣが占せん拠きよする、という事件が起きた」

　火梓が説明する。

　伏見桃山城とは新巨椋池の少し北側、伏ふし見み区くの丘きゆう陵りようにそびえる模も擬ぎ天守のことだ。

「調査の結果、そのＳＣは平安時代の昔から存在しとった大物の霊りよう異いってことが判明した。その名は隠かくり世よの青あお真ま神かみ、平安京の陰おん陽みよう師じの間でも秘中の秘とされとった祟たたり神よ」

「祟り神……ですか」

「そう。京を脅おびやかす敵が現れた時に呼び出され、敵を調ちよう伏ぶくし祟り殺す荒あら御み魂たまってやつや。元げん寇こうの時に元軍をカミカゼでぶっ飛ばして壊かい滅めつさせたのは、アオマカミの力らしいで」

「元寇⁉　本当ですか⁉」

「記録ではそうなっとる。ただ、呼び出すのが難しいやら時間がかかるやらで、だんだん忘れ去られていったみたいなんやな。ところが十二年前、突然姿を現しよった。ごく断だん片ぺん的に」

「断片的に？」

「隠世、という名前の通り、異界に潜んでおるねんけどな。とある連中が現実世界に引っ張り出そうとしたのよ」

「……コキュートスのことですか」

　コキュートス。博物館の仇きゆう敵てき、裏社会に潜む霊能力犯罪者を統とう括かつする組織の名を、紅葉は口にした。

「おそらくは、な。連中は、アオマカミの一部だけやけど、現実世界に引っ張り出すことに成功しよった。ほっといたら全体が現れて大変なことになる、あれを引っ込めるためには本体を叩かなアカン、ってことで、ワイルドハントは一大チームを組んで異界に向かい、アオマカミと戦った」

　火梓は一いつ旦たん言葉を切り、天を仰あおいだ。

「戻ってきた人の話によると、アオマカミを滅ぼすのは成功したらしい。せやけど、城に乗っかってたＳＣを異界に帰すことはでけへんかった。ＳＣは城を飛び出して、地上に激突しよった。その時の大爆発で新巨椋池ができあがったってわけや。田園地帯に落ちたおかげで被害は最小限で済んだけど、行方ゆくえ不明者百人超、ついでに国道一号線が水すい没ぼつしたせいで物流に大混乱が発生、そして博物館は優ゆう秀しゆうな調査員を大量に失った上、世間の非難を一手に受ける、とまあ……本当に大変やったな、あの時は」

　深く沈しずみ込む火梓。

　珍しい姿に、統也たちも言葉を失ってしまった。

「異界のアオマカミも、しまいには大爆発を起こしたそうや。その爆ばく風ふうに乗って運良く現実世界に戻ってこられたのは数人だけ。あとは帰ってけえへんかった」

　深いため息を、火梓は重苦しく吐き出した。

「……ま、昔の話や。今は目の前の状況に対処せなアカン。実はやな……」

　す、と一通の手紙を取り出す。

「あの五重塔の主とやらが、使者をよこしよってな。こんなもん置いてったわ」

「使者？」

「狼男のＳＣや。ほれ、最近、人じん狼ろうＳＣが市内をうろついとるやろ」

　ここ一週間ほど、京都市内では人狼の目もく撃げき情報が頻ひん発ぱつしていた。トラブルにまで発生した案件は少ないものの、しかし急な増加が市民の不安感を煽あおっている。

「そういや、学校で先生がそんなこと言ってたっけな。僕は杏の世話で忙しかったんであまりよく知らないんだけど」

　統也は手紙を受け取り、中身を確認した。

　文面は墨すみで記され、時代劇に出てくる文書のような達筆が連ねられていた。

「……読めない。何て書いてあるんですか」

「簡潔に言うと、大事な話がしたいから、今晩、責任者を五重塔によこせ、だそうや」

「責任者というと……」

「ま、ウチやろなあ。この件けんの担当を任されてもうたし。てなわけで、今晩行ってくる」

「それはそれは。気を付けてくださいよ、副長」

　統也が丁てい寧ねいに言葉をかけると、

「何言うてんねん。自分も一緒に行くんやで」

　火梓はさらりと言った。

「……は？　今何と？」

「ウチ一人で行けるかいな。ボディガードが必要やろ。何が待ってるかようわからん場所なら、統也の霊銃が一番役に立つはずや」

「ま、待って下さいよ。僕には杏を守るという大事な任務があるじゃありませんか。今だって、一いつ旦たん杏を寮まで送ってから全力でこっちに戻ってきたんですよ」

「寮におるならええやないか。世話が必要なら紅葉に任せればええやろ」

「……私は待機でいいんですか」

　紅葉の言葉に、火梓は頷く。

「杏を見ておいてもらわなアカンからな。サザンカはどうする？」

「もちろんついていきますよ。統也の行くところなら、たとえ火の中水の中です」

　サザンカは腕うで組ぐみして胸を張り、紅葉を見下ろした。

「サザンカが火の中に行ったら溶とけるんじゃないの？」

　と紅葉は応じたが、

「負け惜おしみですか。好きなだけ言ってなさいな」

　余よ裕ゆうの体で、サザンカは統也の肩に取りついた。

「安心して下さいね、統也。この私がいる限り、いかなる危き難なんからも統也を守ってみせますよ」

「…………気が重い」

　統也は重苦しいため息を漏らした。







　夜七時頃ごろ、唐橋西寺公園そば。

「それにしても大きいなあ……」

　公園を封鎖するテープの外、五重塔の足あし下もとに立って、統也は頭上を見上げた。

　この位置からだと、塔の天辺に鎮ちん座ざするＳＣの頭の形を把握しにくい。代わりに、灯台のように輝く二つの目の光がよく目立つ。

「京都市内でも、ここまで大きな建物はそうはありませんからね」

　サザンカもその隣で天を仰ぎ見る。

「ようおまえら、あまり上ばっかり見ていると首が折れるぞ」

　と声を掛けてきたのは、ワイルドハントの同僚である平ひら松まつだった。レスリング選手と見紛うほどの立派な体格を誇る調査員である。

「ああどうも、平松さん、お疲つかれ様です」

　統也は頭を下げ、サザンカも軽く会釈する。

「大変ですね、五重塔の監かん視し役なんて。どんな調子です？」

「野や次じ馬うまがもっと集まってくるかと思っていたが、そうでもなかったな。ある意味、退たい屈くつで仕方がないぜ」

　平松はテープのすぐ外側にテーブルと椅子を持ち込み、監視と警けい戒かいの任についていた。テーブルの上には大量のバナナが積んであり、今まさにバナナを食しているところだった。

「食べるか？」

　房から一本切り離し、平松は統也に差し出した。

「いやいいです。僕はゴリラになりたくありませんので」

「誰だれがゴリラだ！」

　平松はツッコミを入れた。その立派な体格、そしてバナナが好物であることから、ゴリラというあだ名がついている。もっとも当人はそう呼ばれることをさほど嫌いやがっていないどころか、ゴリラを意識した言動を取り、ツッコミを誘さそっている。

「ウチがもらうわ」

　横から火梓が手を伸ばし、バナナを引き取った。その場で皮を剝むき、食べ始める。

「で、どないや？　出入りとかある？」

　五重塔の入り口を指さしながら、問う。

「人狼タイプのＳＣがそこそこ出入りしてますよ。かなりの数が集まってるんじゃないんですかね」

「ウチらをお迎むかえしてくれるんかいな。ま、向こうが招待状をくれたんや、いきなり取って食うようなことはせえへんやろけど……気持ち悪いなあ。統也、よろしく頼むで」

　統也の肩を、火梓は叩く。

「あまり多くを期待されても困りますよ。吐きますからね」

「言うとくけど、中で吐くなよ」

　火梓はバナナを食べきって皮をテーブルに置き、歩き出した。統也とサザンカもそのあとに続く。

　短い階段を登り、正門の前に立って、

「たのもーう」

　火梓は両手で押し開けた。

　ぎいい、と軋きしむ音を立て、門は開く。

　門の内側には、広大な空間が広がっていた。明らかに、五重塔の外観よりも広い。

「この門が異界へのゲートになっているみたいですね」

　大きな扉を撫でながら、統也は言った。

　門の内側には狭せまい土間があり、その向こうには畳たたみ敷じきの広間があった。

　十数人の人狼が、二列になって着席している。人狼は皆みな狼の顔をして、直垂ひたたれを着込み、静かに部屋の中央を向いている。なにやら絵巻物にでも描えがかれていそうな風景である。

　広間の奥は一段高くなっており、その真ん中には、これまた直垂を着た男があぐらをかいて座っていた。

「……よく来てくれた。時間通りだなァ」

　彼一人だけ、人間の面つら構がまえをしていた。派手なモミアゲを生やした若い男の面相を装い、いかにも一党を率いるボスらしい雰囲気を漂わせている。

　男前なことは男前だが、その顔に張り付いた自信過か剰じようそうな表情がなんとも気持ちが悪い──というのが、統也の第一印象だった。

「失礼する」

　火梓は土間に靴くつを脱ぎ、畳たたみの上を進んだ。統也とサザンカもその後に続く。

「ああ、その辺で座ってくれや」

　上座のＳＣは、火梓たちを適当な距離まで近寄らせて、座るように指示した。

　火梓たちは無言でその場に着席した。火梓は上座のＳＣにまっすぐ目を向け、統也とサザンカは周囲に油断なく注意を配る。

「ああ、そんなに警戒すんなや。あんたがたは客だ……今日のところは」

　上座のＳＣは、口くちの端はしを吊り上げた。

「俺は夜や行ぎよう丸まる。今日はわざわざ来てもらって、ありがとよ」
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「うちは北きた大おお路じ火梓。後ろの二人は神柳統也とサザンカ」

　名乗り返して、火梓は懐中から招待状を取り出し、ちらりと見せた。

「で、用事ってのはなんや。手短に頼むで。こっちからも聞きたいことがあるしなあ」

「聞きたいこと？　そりゃ、陥かん烙らくのこったろ？」

　夜行丸は頭上を指さした。この異次元空間の天井は高い──が、示すところはそこではない。

「この塔の天てつ辺ぺんにおるＳＣの名前かいな」

　火梓が言うと、夜行丸は頷いた。

「ご名答。あいつは俺の忠実な部下だ。俺が合図をすれば、ためらわずに投身して、ドカーンと大爆発する。十二年前のアオマカミ事件みてえなことになるだろうなァ……いや、ここはあの時よりも街中寄りだから、前よりもひでえことになるか」

　さも愉ゆ快かいそうに、夜行丸は言った。

　おのずと、火梓の目が細くなる。

「どういうつもりなんや」

「おっと、そうカリカリしなさんな。別に俺も、無駄に京都をぶっ壊こわしたいわけじゃねえからよ」

　火梓を挑ちよう発はつするように、夜行丸は笑う。

「まあまあ、俺の話を聞いてくれや。俺はあるものを捜さがしている。ここ何日か部下共を駆り出して捜させているんだが、見つかる気配が全くねえ。だから、この場所に詳しいだろうあんた方の力を借りたいってえわけよ」

「そうか。人にものを頼む態度とは思われへんけどな」

　低い声で、火梓は言い返した。

　しかし、夜行丸の態度は変わらない。

「好きなように言えばいいさ。こっちは確実にものが欲しいんでな」

「……で？　捜し物ってのはなんやねんな」

　質問に、一いつ拍ぱくおいてから夜行丸は答えた。

「アオマカミの欠片かけらよ」

「……何やて？」

　火梓は耳を疑い、問い直した。

「アオマカミの欠片だよ、アオマカミ！　まさかおまえら、アオマカミのことを知らねえとか言うんじゃねえだろうなァ？」

「知っとるがな。アレは十二年前、博物館が滅ぼしたんやぞ！　それが……欠片やと？」

「ああ、そうよ。たしかにあんた方はアオマカミを倒した。だがな、アオマカミは無数の欠片になって、今も異界を漂っている。かつてアオマカミが潜んでいた空間に、今も隠れているのよ。外から侵しん入にゆうすることはできねえけどな」

　わずかに、火梓は言葉を失った。

　まるで初耳な話だった。

「ほ……ホンマかいな、その話。にわかには信じられへんな」

「信じる信じねえはおめえらの勝手だ。だがな、おめえらと違って、俺たちは異界の中を住すみ処かにしてるんだぜ。異界での出来事なら、俺たちの方が圧あつ倒とう的に詳しいんだ」

　ニヤニヤと笑いながら、夜行丸は答えた。

「俺が欲しいのは、その欠片よ。無数の欠片は、普ふ段だんはとある異空間、いわば殻からの中に閉じこもっている。誰も中に入ることができねえ殻の中だ。だが時々、欠片が単体で勢いよく飛び出してくることがある。こいつを身体の中に取り込むとな、アオマカミの力の一部を手に入れることができるらしいんだよ」

「…………」

　火梓は黙り込む。

　夜行丸の言葉が真実か否いなか、この場で判断することは難しい。

　ただ、夜行丸が口から出任せを語っているとは考えにくかった。

　夜行丸の言動から、高い知性は感じられない。印象としては不良集団のリーダー、渡と世せい人の親分というところ。策を弄ろうし、噓うそを吐ついて火梓たちを利用する、というタイプではない。

　額面通りに受け取るべきだ、と火梓は判断した。

「アオマカミの力を取り込める、ってのはホンマかいな」

「実際にいるんだよ、欠片を吞み込んで、化け物みたいな強さに生まれ変わった奴らがよ。というか、陥烙もその一人よ。昔は子供みたいな可愛かわいい奴だったのに、運良くというか悪くというか、たまたまちっこい欠片を取り込んでしまってな。その結果が、あの姿よ」

　目を動かし、夜行丸は天頂方向を一瞬だけ見た。

「ちっこい欠片だけで、アレやと？」

「おうよ。だが俺が欲しいのはあんなもんじゃねえ。もっとでけえ欠片を追いかけてるんだよ。もっとでけえ力を取り込んで、俺は何者よりも強くなる。そして、殺された仲間たちの仇あだを討うって、支配していた領域を取り戻すのよ」

「ハッ。結局縄なわ張ばり争いかいな。異界のＳＣでもやることは変わらへんな」

　火梓が肩をすくめると、

「……あァァ⁉」

　夜行丸はいきなり片かた膝ひざを立て、身を乗り出した。

　怒りの表情が宿るとともに、顔の下半分がせり出し始める。

　人から狼へと変じつつあった。

「こちとら死活問題なんだよ！　なめた口利きいてもらっちゃあ困るんだがなァ！」

　口の中の鋭い牙を剝き出しにして、威い嚇かくする。

「……なめとらへんわい。思ったことを言うたまでや」

　静かな声で言い、火梓は夜行丸をにらみ返した。

　しばし、二人は火花が出そうな勢いで視線をぶつけ合い──

「チッ。ま、いいだろ……」

　夜行丸が先に身を引いた。顔つきが元に戻っていく。

「話を続けるぜ。俺もアオマカミの力を手に入れるため、アオマカミの異界の周しゆう縁えんで待ち続けた。長いこと待ちに待ち続けて、ついに欠片が飛び出してきたんだけどな。そいつが雷みたいな速さですっ飛んでいったもんで、捕まえ損そこねた。追いかけたんだが、あっという間にこっちの世界に逃げられて、見失っちまったってわけだ」

　す、と夜行丸は握り拳を差し出し、人差し指だけを伸ばした。

　人差し指の上で、小さな翠色の炎ほのお、人ひと魂だまのような形状をしたものが燃えていた。

「俺の手元に残ったのは、運良くかすめ取ったごくごく小さな断だん片ぺんのみだ。これじゃあクソの役にも立ちゃしねえ。持っていきな」

　段から下りて、夜行丸は炎を火梓に近づける。

「……こいつの本体が京都のどっかに落ちとるから捜せ、いう話かい」

　火梓は懐中から扇おうぎを取りだし、閉じたまま夜行丸から炎をこそぎ取った。

　翠色の炎が、扇へと移る。

「これ持っとき。消さんといてな」

　振り向いて、統也に扇を渡わたした。

「話が早はええや。ま、そういうこった」

　にやにや笑いながら、夜行丸は段の上に戻る。

「あんた方の力を借りた方が手っ取り早いって思ったわけよ。頼まれてくれるよな？」

「随分押しつけがましいやないか。これを拒絶したら……陥烙とやらをどっかに落っことすってことか？」

「陥烙の跳躍力なら、京都市内のどこだって狙ねらえる。北は北山、南は新巨椋池ってところか？　ってまあ、新巨椋池をでかくするつもりはさらさらねえけどな。もっと人がたくさんいるところを狙うぜ」

「……右京区か左京区の北の果てまでぶっ飛ばすつもりはないのかな」

　統也が小声で呟いたが、その言葉は全員に黙もく殺さつされた。

「わかった。とにかく、話は承うけたまわった。さすがに、市内でドカンとやられたらかなわん。その話、受けたるわ。ただし、条件がある。街中をうろついとる自分の部下連中、引っ込めてくれへんか」

　火梓は交こう渉しようを試みた。

　しかし夜行丸は首を横に振る。

「引っ込めろ？　そんな話は聞けねえなあ。こちとら、欠片捜しの人手を増やしてえから、てめえらに話を持ちかけたんだ。人手を減らしてどうするよ」

「こっちかて、京都市民を危険から守るために、自分らに手を貸したろ言うとんねや。あんたの部下のせいで危険な目に遭わされたら、意味があれへんで」

　食い下がる火梓に、夜行丸は黙り込んで、じっと睨み返す。

　胃が痛くなるような沈黙が、しばし続いたが──

「いいだろう。部下を引っ込めることはしないが、人間には手を出すなと厳命しておいてやる」

「そうかい。もし人に手を出す奴がおったら、こっちで勝手にしばいても構へんか」

「しばく程度ならな。ただし、限度はわきまえろよ？　あんた方が俺の部下を一人でも手に掛けた時は、こっちも相応の手を打つ」

「……気ぃつけとくわ」

　話はここまで、とばかり火梓は立ち上がった。

　応じて、夜行丸も立ち上がった。

「欠片を持ってきてくれたら、俺たちはこの五重塔を引っ込めて、おとなしく異界に帰る。別に京都に恨みがあるわけじゃねえ。意味もなく京都をぶっ壊すような真似まねはしねえからよ。んじゃ、頼んだぜ」

　一旦言葉を切ってから、再び口を開く。

「あ、そうだ。もう一個頼まれて欲しいことがあるんだけどよ」

「……なんやねん」

「大したことじゃねえ。実は俺の弟分が行方ゆくえ不明になってるもんで、捜して欲しいのよ」

「行方不明……？」

「おうよ。夜や叉しや丸まるってえんだ。一番足の速はえぇ奴で、ぶっ飛んでった欠片を一番に追いかけてたんだけどよ。その後姿を見かけねえのさ。見つけたら教えてくれねえか」

「見つけたら、な。というか、見た目どんな奴なんや」

「わかりやすい特とく徴ちようがある」

　夜行丸は自分の額あたりを指さした。

「前髪を七色に染めてるんだ」

「…………‼」

　くわっ、と統也は両目を見開いた。

　突然、底なし沼ぬまに首まで浸つかったような感覚に襲おそわれた。

　前髪を七色に染めた人狼ＳＣといえば──霊れい気き雷らいに撃たれた杏をつついていた奴。

　そいつを滅ぼしたのは、統也自身。

　一いつ斉せいに脂あぶら汗あせが流れ出す。

　それでも、この動揺を見み咎とがめられるのはマズイ、と自己を客観視するだけの余裕はあった。瞬しゆん時じに思し索さくを巡めぐらせ、

「あいったァ──ッ！　足つった！」

　上手うまく立ち上がれなかったふりをした。

　突然の大声に、その場にいた全員の視線が統也に集まる。

「……こんな時になにやっとんねや、自分……」

　あきれ顔で、火梓は統也を軽く蹴け飛とばした。

「すいません！　その……あたたたた」

　愛あい想そ笑いとしかめっ面つらを繰り返しながら、統也はその場で軽くふくらはぎをマッサージ。火梓とサザンカの手を借りて、どうにか立ち上がり、夜行丸に頭を下げた。

「は……話を中断してしまって悪かったね。夜叉丸の件、覚えておくよ。なにかわかり次し第だい連絡する。ただ、戻ってこないってことは、既にお亡なくなりになっている可能性があるよね。その時は……？」

　その可能性を指し摘てきすると、夜行丸は口元をへの字にした。

「考えたくもねえが……その時は、夜叉丸を殺した奴を見つけてくれや」

「殺した奴……？」

「ああ。あいつが死ぬんなら、殺されるしかありえねえ。ってえか、まさかおめえらのお仲間が殺したんじゃねえだろうな」

「そんなバカな！　そんな話聞いたことないよ！」

　ことさら大きな声で、統也は言い返した。

「……念のための確かく認にんだけど、夜叉丸を殺した奴が──殺した奴がいたとして、だよ。そいつを見つけたら、どうするつもりなの」

　問いかけに、夜行丸は鋭い視線を放ち、吐き捨てた。

「三時のおやつの時間に呼んで、一緒に茶でも飲む──ということにしておこう」

　まるっきりの噓であることは明らかだった。

　夜行丸の目ははっきりと語っている──おやつ代わりにそいつを食べる、と。

「……そうか……おやつか……ハハハ……。それでは失礼」

　最後に一礼し、統也はひょこひょこと立ち去った。火梓とサザンカもそれに続く。

　靴を履いて、五重塔の門をくぐり、現実世界に戻る。

　五重塔の門が閉まり、夜行丸とその一党の目が届いていないことを確認してから、統也はべたーんと倒れた。

「うわ！　どないした統也⁉」

「どうしたんです統也！　しっかりして下さい！」

「おいこら統也！　だからバナナを食べておけって言ったんだ！」

　火梓とサザンカ、そして待機していた平松が一斉に介抱にかかる。

「おやつはいやだ……おやつはいやだ……」

　統也は白目を剝いて、繰り返し呟き続けた。







　統也が寮に戻ったのは午後九時前だった。

「そういや夕食とるの忘れてたな……」

　さしあたり胃い袋ぶくろにものを詰めて元気を取り戻そう、とカフェテリアに向かう。

　すると、隅すみの席に紅葉と杏が座っているのが見えた。

「あ。おーい……」

　呼びかけながら、歩み寄る。

　接近しながら、統也はあることに気がついた。

　二人とも、どよ～んと沈んでいた。猛もう烈れつに暗い雰囲気をこれでもかと放射している。

　生け花を持って近づいたらあっという間にしおれるのではないか、と思えるような空気。

「ど……どうしたの、二人とも」

　声を掛けると、杏が頭をもたげた。

　この世の終わりかと思えるような酷ひどい顔をしていた。

　何故なぜか額に四角い絆ばん創そう膏こうが貼られていた。前髪に隠れてはいたが、それでも目立つ。

「あ、統也、お帰り……」

　紅葉の返事もまるで元気がなかった。

「……一体何があったんだ」

　統也の言葉に紅葉は立ち上がり、手を取って引き寄せ、杏の耳に届かないような小声で言った。

「杏のお母さんの見舞いに行ってきたのよ。それがねえ……」

「まさか、また杏のスイッチが入ったのか」

　統也が言うと、紅葉は首を横に振った。

「それだったらどんなに良かったか……」

「それ以上に悪いことがあるのかよ。想像もつかない」

「……お母さんの方がね。病室に入った途端、花か瓶びんを投げつけてきたの」

「花瓶……？」

「もとから杏って母親との仲が良くなかったみたいなのね。今までだましだましやってきたけど、この間の一件で決定的になったみたいで……。杏の顔を見た途端に、もう大騒ぎだったのよ。全力で怒ど鳴なって大暴れして。あまりにも暴れすぎたんで、傷口が開いたんだって」

「…………」

　統也は言葉を失った。

「まあ……杏のスイッチが入らなかったのが、不幸中の幸いってやつかな。花瓶を食くらって気絶したから」

「額の絆創膏はそれか」

　くるりと振り返り、統也は杏の隣に腰を下ろした。

「……大変だったみたいだね」

　杏は顔を伏ふせたまま、ちょっとだけ頷いた。

　どう慰なぐさめの言葉をかけたものか、統也はまるで思いつかなかった。

　何か言わなきゃ、と内心で焦あせっていると──

「……こうなるんじゃないかと思ってた」

　か細い声で、杏が呟いた。

「あんなことしたら、当然だよね……。お母さん、折せつ角かく看病していてくれたのに、私が……」

「気にするな……って言いたいところだけど、難しいよな」

　やっとのことで、統也は応じた。

「でも、まあ、自分が悪いと思っちゃいけないよ。杏の意志で人を傷つけたんじゃないんだし。仕方のないことさ」

「あの……私、いつまでこの寮にいられるの……？」

　突とつ然ぜん杏が話題を変える。

「……どういうこと？」

「私、もう、家にはいられないと思うから……。お母さん、多分もう、家に入れてくれないよ」

「そこまで？　それはちょっとムチャクチャじゃないの？」

　紅葉が眉をひそめる。

「私……霊気雷に撃たれる前から、そこそこ霊力があったんだ」

　と、杏は語った。

「もちろん、統也くんや紅葉みたいな強い力じゃないよ。砂山に立てられた棒を遠くから倒すとか、風船に手を触れずに破は裂れつさせるとか、些さ細さいなものだったけど……。でもお父さんもお母さんも、私がそんな力を持っているって知ると、気味悪がった。おまけに、うちの血筋に霊能力者なんていやしない、浮うわ気きしたのか、なんて話になって……お父さんは出て行った。私はお母さんと一緒に暮らすことになったんだけど、うまくいかなくて……」

　統也も紅葉も何も言えなかった。

「だから……今はタダで寮に置いてもらって助かってるけど、もう家には戻れないよ。早いうちに一人暮らし用のアパートを探さないと……。あと、バイトもしなくちゃ」

　重苦しい口調で、杏は言う。

「いや……まあ待ってよ。別に寮を出て行く必要はないだろ。この寮、そこそこ空きがあるし。杏が望むならいつまでもいていいんだ」

「え……でも、それは……」

「ま、さすがに、いつまでもタダとはいかないかな。でも、博物館のバイトを紹介できるとは思うよ。その方がいいんじゃないの？　少なくとも、今のスイッチ体質じゃ、外でバイトなんてできないんじゃないの」

「それは……そうだけど……」

「私もそれがいいと思うわ」

　紅葉が口を挟んだ。

「迷える霊能力者を導くのも、博物館の立派な仕事よ。心配することなんてないわ。どうやら統也が世話を焼いてくれるみたいだし」

　と言いつつ、統也の背中を強く叩く。

「ゲフッ」統也は悲鳴を上げた。「やめろ紅葉。胃の中身が飛び出すじゃないか」

「胃の中身？　もう夕食食べたの？」

「いや、これから。しかしたとえ空腹でも、胃の中には胃液というものがある。紅葉は僕に胃液を吐かせたいのか」

「面おも白しろそうだからちょっと吐いてみて」

　紅葉は全力で統也の背中を撫でこすり始めた。

「やめろって！　マジで吐いて紅葉にぶちまけるぞ！」

　くるりと身体を翻ひるがえし、統也は紅葉に迫せまった。

　紅葉は一足ではるか遠くまで逃げた。

「……まったく。こっちは真剣に苦しんでいるのに、あの態度は何なんだ」

　文句を垂れながら、統也は腰を下ろし、杏の顔をのぞき込んだ。

「とにかく、先のことを悲観しちゃいけないよ。悲観は悪い結果しかもたらさない。僕も紅葉も、杏に手を貸すからさ。笑って笑って」

「……努力する」

　杏はまだ笑えないようだった。ぽつりと言い返す。

「ところで統也。そっちの用事はどうだったの？」

　統也の隣に戻ってきた紅葉が尋ねた。

「ああ……それは……」

　夜行丸との折せつ衝しようのことを思い出して、統也の表情はいっぺんに暗くなった。

「実は、紅葉を見つけ次し第だい愚ぐ痴ちを垂れまくるつもりだったんだ。聞いてくれ……」

　一通りのことを、統也は紅葉と杏に説明した。







　翌日早朝。

　火梓のブースに、火梓配下のユニットがほぼ全員揃った。

　既に五ご重じゆうの塔とう監かん視しの任務に出ていたり、別件に手を取られているユニットもあるため、全員集合というわけではない。だが、これだけのメンバーが一堂に会するのは珍しいことだった。

「だいたい全員揃ったかいな」

　と火梓が呼びかけると、

「だいたい全員揃ったんじゃありません？」

　平松がバナナを食べながら答えた。

「自分、またバナナ食うとんのかいな」

　言いながら火梓は立ち上がり、部下全員を見み渡わたした。

「みんな、昨日の件はもう聞いとるな？　五重塔と夜行丸一党の扱あつかいについて、上の方にお伺いを立てた」

　上──とは、博物館運営委員会のこと。

　博物館組織の最上位に位置し、意思を決定する機関。

　重大な事件が発生した時などは、問題の処置方法などをこの委員会に諮はかる必要がある。

「上の意思は、夜行丸の要求を受け入れ、アオマカミの欠片かけらを捜せ、いうことやった」

　と語る火梓の表情は、苦い。

「個人的には、アオマカミ事件の模も倣ほうをやらかすクソ野郎共なんざ、全員いてもうたれやって思うねんけどな。上の方々は、どうとも思ってないらしい。ま、たしかに、塔の天てつ辺ぺんにおる陥烙とかいうＳＣに睨まれとる以上、冒ぼう険けんしにくいのは確かやけど……」

　特に十二年前の事件を知る者を中心に、苦い表情が伝でん染せんする。

　あの事件の顚てん末まつは、博物館の歴史の中でも一、二を争うレベルの大失敗事例だ。それを再び引き起こしてしまう、という可能性を考えれば、尻しり込ごみしたくなるのもわからないではない。

「で……でも！」

　と声を上げたのは紅葉だった。

「私の力なら、陥烙の爆発くらい全部受け止められると思います！」

　紅葉の霊力は、他者の霊力を吸収するという性質を持つ。

　霊剣アスカロンは、正確にはＳＣを破は壊かいするのではない。

　ＳＣを構成する霊力を吸収し、分断する。

　たとえ陥烙が自爆しようと、紅葉ならばその爆風を吸収して無害化できる可能性がある。

「せやけど、実際やってみなけりゃ、完全無害化できるとは限らへんやろ」

　と火梓に言い返されると、

「……それは……まあ、そうですけど」

　紅葉は認めざるを得なかった。

「完全無害化できる、という前提に加えて」火梓は続ける。「陥烙の落ちる場所が最初からわかってれば、その手もある。やけどな、あいつは五重塔から京都中を見下ろして、どこでも好きな場所に落ちられんねんで。北は北山、南は新巨椋池やぞ。あいつが地面に落ちるまで、せいぜい一分とかからんやろ。一分以内に落下地点を正確に割り出して、真下に移動するなんて真似まねができるか？」

「それは……」

　紅葉は黙るしかなかった。

「奴が塔の上にいる間にどうにかする、って手はありませんかね」

　巴が、平松から奪ったバナナを食べながら言った。

「少なくともウチにはアイデアはあれへんな。どっからどうやってあいつを狙うねん。五重塔の高さは、東寺のと一緒なら五十四・八メートル。周囲に肩を並べるような建物はなし。どうやって接近すんねんな」

「ヘリコプターから紅葉を落として直接放り込むとか」

「待ちなさいよ！　それ、間違いなく死ぬでしょ！」

　紅葉が慌てて言い返す。

「サザンカにでも拾ってもらえばいい。空飛べるだろ、サザンカ？」

　巴に突然水を向けられて、サザンカは眉をひそめた。

「少々は飛べますけど。でもその場合、確実に紅葉を拾えると確言はできませんよ。そもそも陥烙がいるのに、近づけるかどうか」

「ま、少なくとも、その手のギャンブルに近いやり方じゃ、上を納なつ得とくさせられへん」

　不承不承ながら、という態度を露ろ骨こつに表しながらも、火梓は命令を下した。

「というわけで、アオマカミの欠片捜しをしてくれや。一応、欠片のさらに欠片って代しろ物ものを預かっとる」

　す、と火梓は横に視線を向ける。

　ゴーグルで目元を隠し、ぶかぶかの白衣を着た少女が立っていた。

「どうも。資料室所属の砂すな村むらあやめです」

　一礼して、あやめは手元の瓶を全員に見えるように取り出した。

　瓶の中では、小さな翠色の炎がわずかに揺ゆらめいていた。

「これが、夜行丸からもらったアオマカミの欠片だそうです」

「アオマカミの欠片ねえ。本当かよ」

　平松が疑問を口にすると、

「いい質問ですねえ」

　にま、とあやめは笑った。

「いかにも、その点、私も疑問に思いました。だから調べてみたですよ。ＳＣも霊能力者も、霊力が個人独特の霊波パターンを持つことはご存じですよね？　そこで十二年前に出現したアオマカミの霊波と比べてみたですが、一いつ致ちしたですよ、これが」

　その場にいた全員が、息を吞んだ。

「これ、夜行丸の主張の証明になると思われるです。つまり、アオマカミは完全に滅ぼされたわけではなく、無数の破は片へんとなって異界をさまよっている、という」

　不ふ穏おんな空気が場を支配した。

　多大な犠ぎ牲せいを払って滅ぼしたはずのアオマカミが実は滅んでいなかった、となれば、平静ではいられない。衝撃の度合いは、古参であるほど大きかった。

　火梓が手を挙げ、一同を静めた。

「お静かに。その辺は別の部署に調べてもろてる。うちらがやるべきことは、欠片捜しや。今はそっちに集中してくれや」

「皆さんの携けい帯たいに、アオマカミの霊波パターンのデータを送っておきましたからね～。それらしいものを見かけた時は、データと対照してみてほしいです」

「対照するのは結構だが、アオマカミの欠片ってのは道ばたに落ちてるもんでもないだろ。どういう形状で存在するんだ？」

　巴の問いに、あやめは目を閉じ考えるようなポーズを取った。

「これは私の推測ですが……夜行丸は、ライバルや陥烙が欠片を取り込んだせいで異様に強くなった、などと言っていたそうです。ということは、欠片はどこぞのＳＣに取り込まれているんじゃないか、と考えられるのですよね。それなら見つからないのも納得ですし」

「つまり」統也が発言した。「異様に強いＳＣがいたら、そいつが候補になるってわけかな」

「あくまでも私の推論ですけどね。可能性の一つとして、そう覚えておいて下さいです」

「正直、残されている時間は少ないと思った方がええ。別に期限を区切られとるわけやないけど、あの夜行丸が気長に待ってくれるとは到底思えへんからな……。できるだけ急いでくれや。ほな、行っといで」

　火梓はひょいひょいと手を振った。

　それを受け、ワイルドハントのメンバーはぞろぞろとブースから出て行った。

「やれやれ、スパイクボールの試合を三日後に控ひかえていたんだがな。久しぶりに人を半殺しにしたかったんだが、先送りにするしかなさそうだ」

　ぶつぶつ文句を言いながらも、巴も任務に向かう。

　統也もそれに続いて出て行こうとしたが、

「統也は待ちや」

　火梓に止められた。

「なんでしょう。今から学校なんですけど」

「ちょっとだけや。自分、面倒な立場にあること、わかっとるやろな」

「……わからないはずがありますか。京都そのものを人ひと質じちに取るとか……あの野郎……！」

　不意に、統也は怒りに駆られた。

　両目が翠色に輝き始める。

「ストップ！　ここで暴走しちゃダメよ⁉」

　すぐさま紅葉が統也に抱きつき、統也の頰をぺちぺちぺちと素す早ばやく張った。

　叩かれて、統也は正気を取り戻した。

「……っと、悪い。危あやうく理性を失いかけた……」

　深呼吸して、気持ちを落ち着ける。

「気持ちはわかるけどな。そやなくて、自分、夜叉丸を殺したこと、絶対秘密にしとけよ」

「わかってますよ。たとえ問いつめられても徹てつ底てい的にとぼけてみせます。僕もこの年でおやつの具になりたくありません」

　統也は丁寧に一礼した。

「……もうよろしいですか？」

「もう一つ。鹿原杏のことなんやけど……」

　と火梓は言いかけて、何事かを考え出したような仕草を見せる。

「……なんでしょう」

「……いや、まあ、大事にしたれよ」

　なにやら煮え切らない様子で、火梓は手を振った。

「はあ。大事にします」

　と言い返して、統也は踵きびすを返した。

「大事にする……とてもいい言葉ですねえ。私も統也に言われてみたいものですわあ」

「大事よねー。サザンカにペットボトル持たせてると、いつでも冷たい飲み物が飲めるし」

「私は紅葉の冷蔵庫じゃないんですよ？　なんならその腐くさった脳のう味み噌そを冷凍保存して差し上げましょうか？」

「だったら私もサザンカをアスカロンで滅めつ多た斬ぎりにするけど？」

　サザンカと紅葉のやり取りを背にして火梓は着席、椅子をくるりと回してデスクに向き合う。

　デスクの隅に立てられた写真スタンドを、じっと見つめた。

「これは偶ぐう然ぜんなんかなあ……う～ん……でもこんなこと言ったらアホやと思われそうやし……」

　腕組みをして悶もだえ、身を揺する。

　スタンドの中に収まっているのは古い写真。

　若き日の火梓と先輩の女性とが、笑え顔がおをカメラに向けている写真だった。







　３　人狼が多すぎる







　西寺五重塔の復活に京都市民は沸わいたが、フィーバーはほんの一瞬のことだった。博物館の公式発表によって、五重塔がとてつもなく危険な存在であることが周知されたからだ。

　一昔前の事件とはいえ、大だい惨さん事じの記憶は容易には消えない。まして大惨事が再び繰り返される可能性がある、となれば心こころ穏おだやかではいられない。

　加えて、京都市内を徘はい徊かいする人狼の一団もまた、人々の不安を煽る。

　夜や行ぎよう丸まるから厳命されたこともあり、遠巻きに見ている限りはおとなしい。だが、「ちょっかいを出した不良少年グループを全員半殺しにした」「肩がぶつかった相手に大怪我を負わせた」などと根こん拠きよのない噂うわさも広まり出して、徐々に市域全体が不穏な雰囲気に包まれつつあった。

　対して博物館はパトロールに人員を割さき、トラブルを未然に防ぐ態勢を取った。ワイルドハントのメンバーは超ちよう過か勤務を強しいられることとなったが、仕方のないことだと受け入れて、市中を闊かつ歩ぽする。

　それでも、五重塔の天てつ辺ぺんに鎮座している巨大ＳＣ陥かん烙らくが、人々の不安感を煽り立てる。

　京都市民にとってその姿は、十二年前の惨さん劇げきの記憶を呼び起こす亡ぼう霊れいだ。

　五重塔は、すぐそばに建つ京都タワーに比べれば半分程度の高さに過ぎないが、それでも市内のあちこちから視し認にんできる。少し高いビルのフロアへ、あるいは京都駅へ向かう電車の車窓の向こうへ、ＳＣの輝きは届く。

　日中はまだしも、夜間はＳＣの両目がギラギラ光る。それはいわば、爆弾の導火線に点ついた炎の輝き。市内の住人にとっては、頭上に爆弾を抱えているようなものだ。

　その上、導火線の正確な長さを知る者は、誰だれもいない。







　そんな中でも、いつも通りに牙が霊れいは出現する。

「……せえッ！」

　今日もまた、紅くれ葉はは牙霊狩がりに出しゆつ撃げきしていた。

　霊剣アスカロンを振り抜いて、ＳＣを叩たたっ斬きる。

　二足歩行する大トカゲに似たＳＣは、胴ごと核を叩き割られ消しよう滅めつした。

　その間に、新たな大トカゲが紅葉の背後から迫る。

「ああ、もう！」

　力任せに紅葉は大剣を振り抜いた。すぐそばにサザンカが立っていることを、うっかり忘れて。

「ふひゃあ⁉」

　半ば転倒するようにサザンカは伏ふせた。

　直後、サザンカがいたところを大剣が通り抜け、ＳＣを叩き落とす。

　地面に転がったところを、立ち直る暇ひまを与えず、大上段から追い打ち。これまたあっさりとＳＣは消滅した。

「紅葉ァァ──ッ‼　殺す気ですか！　もう少しで胴どう体たいから真っ二つですよ⁉」

　むしろ始末としては、キレたサザンカの方が面倒だった。

「あーはいはい、ごめんごめん」

　紅葉は適当に謝った。大トカゲ型のＳＣが次々と迫っているため、サザンカと目を合わせる余裕すらない。

　鴨かも川がわの河原に、次から次へとＳＣが発生している。

　その発生源は、河か川せん敷しきのど真ん中に陣じん取どる、大型ＳＣ。

　体高三メートルほどの大トカゲ型牙霊。これだけのサイズとなると、トカゲというよりは小型のティラノサウルスだ。

　ティラノサウルスの口の中からは、自身を縮小コピーしたような小型ＳＣが次々と飛び出してくる。一体一体の戦せん闘とう力は大したものではないが、数で攻せめられると非常に面倒だ。目先の対処にばかり追われて、大本へは全然たどり着けない。

「ああ、もう！　統とう也やが霊銃で狙ってくれたら、もう少しマシなのに……！」

　霊剣を振り回まわしながら、紅葉が嘆なげく。

　統也の姿はここにはない。杏きようの面倒を見るため、紅葉とは別行動を取っている。

「いないものは仕方ないでしょ！　私たちだけでやるんですよ！」

　叫びつつ、サザンカは冷たい息を吐いて、ＳＣに浴びせた。

　ＳＣは瞬時に凍こおり付き、立ち往生する。

　サザンカが袖そでの内側から鉄てつ扇せんを取り出し、思い切り叩くと、ＳＣは砕け散った。

　けれども次の瞬間には、氷の破は片へんの向こうから次のＳＣが飛び込んできて、牙を剝く。

「……とはいえ、援えん軍ぐんが欲しいところですねえ！」

　鉄扇を振り抜き、サザンカは真っ向からＳＣを叩き落とした。

　このままではジリ貧だ、と紅葉も思う。連絡を博物館に入れるべきか、と思った時──

「……おうおうおう。楽しそうなことやってんじゃねえか」

　後方から、男の声。

「……夜行丸……！」

　サザンカが、目を剝いた。

　直垂ひたたれを着た青年が、連れも伴ともなわずたった一人で河川敷に立っている。

　サザンカの声に驚いて、紅葉は振り向いた。

　その隙をついて、ＳＣが迫り──

「おっと！　よそ見はいけねえなあ！」

　夜行丸が地を蹴る。

　一瞬で間合いを詰め、紅葉に襲いかかったＳＣを片手でキャッチ。

　暴れるＳＣを両手でがっちり押さえると、

「……ガウッ！」

　牙を剝き出して、嚙みついた。

　鋭い牙がＳＣに深く食い込み、あっという間に嚙み砕く。

　ＳＣは夜行丸の手の中で砕け散り、塵ちりと化した。

「…………！」

　一瞬の出来事に、紅葉は言葉を失った。

　ぺっ、と夜行丸は口の中に入った塵を吐き出し、口の端をつり上げて笑う。

「チビどもと何を遊んでやがるんだ？　遊んでないで、俺の捜し物を手伝ってくれや」

「遊んでいるわけじゃないんですよ！　このチビどもに苦戦してましてねえ！」

　サザンカは目の前のＳＣを凍らせ、鉄扇で粉ふん砕さいした。一息ついて、夜行丸に向き直る。

「ケッ！　この街の牙霊どもを一手に抑おさえているって聞いたから、おめえらに欠片かけら捜しを頼んだんだぜ！　意外と大したことねえのかァ？」

　夜行丸の挑発に、紅葉は眉を吊り上げた。

「大したことない？　だったら、今すぐにでもこいつらを一いつ掃そうしてみせなさいよ！」

「……フッ。いいだろう。一掃してみせらあ」

　頷いて、夜行丸は一歩進み出た。

「……グォォォォ……！」

　全身に力をこめ、唸り出す。

　唸り声を聞いた途端、親ＳＣがぴくりと反応し、子ＳＣたちは凍り付いたように動きを止めた。

　夜行丸の姿が変容する。

　顔の下半分がせり出して、肌はだという肌から濃こい体毛が生える。

　数秒の後には、人狼の名にふさわしい姿に成り変わっていた。

　野生の狼の顔に、理性を感じさせる鋭い目。

　人間に限りなく近い二足歩行姿でありながら、その両足は四足獣じゆう特有の湾わん曲きよくを果たし、袴はかまを妙な具合に盛り上げている。

　腰を落とし、その両足をたわめ、夜行丸は地面を蹴った。

　低く、しかし力強い軌道で一飛び。

　子ＳＣの群れを軽く飛び越こえ、数すう瞬しゆんで親ＳＣに迫り、胸むな元もとに嚙みついた。

　両足で踏ん張り、身体をねじって、一気にＳＣを昏倒させる。

　大型ＳＣはじたばたともがいたが、深く食い込んだ牙が逃がさない。

「ガゥッ！　ゲガッ、グムグゥッ‼」

　夜行丸は両足で地面をかき、両手でＳＣを押さえ、ますます牙をねじ込んでいく。

　ついには牙が核まで届き──

「グガァッ！」

　背筋を反らせてのけぞりつつ、思い切り核を嚙み裂いた。

「……ォォォ……‼」

　低い悲鳴を上げて、ティラノサウルス型ＳＣは消滅した。

　親の死を目まの当たりにして、子ＳＣたちはまごつき始めた。あたふたと右往左往して、あちらこちらに逃げ始める。

「……逃がさない！」

　我に返った紅葉とサザンカが、殲せん滅めつ戦を開始した。逃げるＳＣを背中から斬り、あるいは凍らせて粉砕する。
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　文字通りの全ぜん滅めつまで、数分とかからなかった。

「……よォ～くできましたァ」

　祝福の拍はく手しゆを、夜行丸は打ち鳴らす。紅葉たちがかけずり回っている間に、もとの人間の姿に戻っていた。

「全滅まで三分未満ってところか？　まあまあだなァ。六十点くらいはつけられらァな」

　無言で、紅葉とサザンカは夜行丸を睨む。

　夜行丸はまるで意に介かいする風がない。

「だが、どうやら欠片は持ってなかったようだなァ。欠片持ちだったら、さしもの俺とてこんな簡単にはブチ殺せねえ……。ま、ちょっとした運動になったからよしとするか」

　首くび裏うらに手を回し、頭を左右に振って、首の付け根をストレッチする。

　それから、紅葉たちに視線を向けた。

「俺の強さに惚ほれたかァ？　愛人になりてえって言うんなら大だい歓かん迎げいだ。俺は人間もＳＣも差別しねえからよ」

「悪い冗談ね」

　表情を崩さず、紅葉は言い返した。

「そうかい。それじゃ、せいぜい欠片捜しに励はげんでくれや。俺はあまり気が長い方じゃねえんでよ」

　くるりと背を向け、夜行丸は手を振りながら歩み去っていった。

「……ふう……」

　紅葉は肩を落とした。

　ひどく緊張し続けていたことに、今になって気づく。

「あのＳＣ……かなり強いわね……」

　呟いて、唇くちびるを嚙む。

　夜行丸の存在に、圧倒され続けていた。さすがは一党を率いるリーダーだけあり、プレッシャーが尋じん常じようでない。

「あなたが弱音を吐くなんて、随ずい分ぶん珍めずらしいですね……」

　サザンカの皮肉も、元気がない。

　そして二人は、示し合わせたかのように西の空を見上げた。

　河川敷からでは、五重塔は見えない。しかし二人は、今も頭上で陥烙の二つの目が輝きを放っているような錯さつ覚かくを覚えていた。

　輝きに頭を押さえつけられている感覚が、心の中のわだかまりをさらに増す。

　不意に怒りに駆られ、紅葉は地面を蹴った。

「ああ、もう！　せめて統也がいたら、さっさとＳＣ倒せたのに！　やっぱり意地でも連れてくるべきよね」

　携帯電話を取りだし、さっそく統也との連絡を図はかった。







「僕には大切な任務がある──」

　統也は、手を伸ばして杏を示しながら、弁明した。

「一人のさまよえる霊能力者を導く、という大切な任務だ。ここで僕がやり損そこなったら、一人の人間の人生を台無しにしてしまう恐れがある。だから今はこの一事にのみ注力する。二つ目三つ目の任務を同時並行しろ、などと言ってもらっては困るんだ」

　険しい表情のままに、チョコレートパフェの上に載のっているクリームをひとすくいして、口の中に入れる。

「だから僕は、欠片捜しには参加しない。今取り組んでいる仕事のクオリティを保つためだ。決して、クソ面倒な仕事なんかやりたくないというサボりの気持ちではなく、まして夜行丸に対して漏らすほどビビっているわけでもない、と理解してもらいたい」

「……頰にクリームつけたまま言っても、まるで説得力ないわよ」

　紅葉もまた、険しい表情を崩さなかった。

「そうですよね。私は統也と一緒にいられなくてさみしいです」

　サザンカは紅葉に同意し、指を伸ばして統也の頰のクリームをぬぐい、なめた。

　紅葉は渋じゆう面めんをサザンカに向ける。

「そういう問題じゃないでしょ。目の前の一人を救うことも大事だけど、京都市民の不安を取り除くことも大事だ、って言ってるの」

「だから分業をしようって話じゃないか」

　統也が割り込んだ。

「あれもこれも、全すべてを一手に引き受けるなんて不可能だ。だから僕は僕の仕事をして、紅葉は紅葉の仕事をする。完かん璧ぺきじゃないか」

「仕事の割当量が不公平でしょ。第一、欠片捜しに失敗したら、京都そのものが大変なことになるのよ」

「簡単に見つかるもんか。どんなに頑がん張ばったところで、見つけるのは運のいい他ほかの誰だれかだろうよ。だったら、息いき抜ぬきしつつ適当にやるのが吉きちさ」

「私たち、ついさっきも死にそうな思いでＳＣとやり合って来たのに。その間に、統也はこんなところで女の子とイチャイチャイチャイチャ……猛烈に腹が立ってきたわ」

　そのまま指を統也の眉み間けんに押しつけて、ぐりぐりとねじ込む。

「やめろったら。僕は決してイチャイチャなんてしていないっての。第一そういう言い方は杏に失礼じゃないかな」

　統也は紅葉の手を振り払った。

「ご……ごめんなさい。私のせいで……」

　統也の対面の席で、杏は心から申し訳なさそうに縮こまっていた。

「……いやいや、杏は別に何も悪くないのよ。私はこのアホに文句を言ってるだけであって、杏は何も気にしなくていいから」

　紅葉は慌てて言いつくろい、杏に笑え顔がおを向けた。

「というか、ここで何をしていたんですか？」

　サザンカは喫きつ茶さ店てんの窓に視線を投げて、その向こうの地下道を見やる。

　地下鉄沿いに延びる地下街の一角にある喫茶店に、統也たちはいた。店内に客はまばらで、コーヒーの香かおりとクラシックのＢＧＭばかりが空間を満たしている。

「本屋に寄ってた……」

　カバンの中から、杏は買ったばかりの本を取り出した。あちらこちらの本屋をハシゴしてきたので、複数の本が複数のビニール袋ぶくろに収まっている。

「杏って読書家なんだ」

　紅葉は袋ごと本を手に取った。中には様々な厚さの本が数冊入っている。

「紅葉は本読むの……？」

「私はあまり。ほら、海の向こうから帰ってきたばかりだから、漢字読むの苦手だしぃ」

「フッ。読書量の貧しさは心の貧しさだよ、紅葉」

　蔑さげすむような視線を、統也は紅葉に投げた。

「ふーん。杏と共通の趣しゆ味みが見つかって良かったわね、統也」

　言い返して、紅葉は統也の襟えり首くびをガッとつかんで引っ張り上げた。

「次は私と一緒にパトロールをしましょうよ。杏のことはサザンカに任せて」

「次は私が統也と一緒になる番です。紅葉こそ杏の世話をしていてくださいな」

　サザンカも統也の襟首をつかんで引き寄せ、紅葉と真っ向からにらみ合う。

　統也は二人の手を振り払った。

「二人ともやめろって。まあ……いい時間だし、まずはどこかで夕食を食べよう。パトロールについてはその場でじっくり話し合おうじゃないか」

　全員が統也の提案を受け、喫茶店を出た。

　夕食をとる店を探す途中──

「ヒャアアアア──ッ」

　女性の悲鳴が響いた。

　何事か、と悲鳴の方向を見やると、人々が一斉に統也たちの側に向かって逃げてきた。

「行くわよ！」

　真っ先に紅葉が人の波に逆らって駆け出し、サザンカがそれに続く。統也は杏の手を引いて、しんがりとして早足程度で追いかける。

　人の波が消え去ると、その向こうに二人の人狼の姿が見えた。直垂ひたたれを着て、既に狼の面つら構がまえとなっているＳＣ。

　そのうち一方が、若い女性の肩を摑み、強ごう引いんに抱き寄せていた。

「た……助けて下さい！」

　女性は紅葉たちの姿に気づいた途端、助けを求めて叫んだ。

　その足あし下もとに若い男性が一人、うずくまっている。既に顔面から血を流している上に、

「……オラァ！」

　手が空いている方の人狼が追い打ちをかけ、腹部を蹴け飛とばした。男性はうめき声を上げて、身体を丸める。

「……そこ！　何やってるの！」

　紅葉はすぐさま霊剣アスカロンを顕あらわし、その切っ先を人狼に向けた。

「……ああん？」

　ギロリ、とＳＣはガンを飛ばした──が、紅葉の姿を見た途端、表情を和やわらげた。

「……っと、なかなか可愛かわいい子じゃねえか。どうしたんだよ、そんな怖い顔して」

「どうしたんだよ、じゃないわよ！　あんたたち、夜行丸の部下みたいだけど、何をしてるの⁉　その人はどうしたの！」

　うめく男性に視線を投げつつ、問う。

「ああ？　いやあ、ちょっと可愛い子がいたからよ。遊ばないかって声を掛けてたら、この野郎が『人の女に何ちょっかい出してんだ』って殴りかかってきてよお。んでこのザマだ。正当防衛だぜ、あくまでもよお」

　と一方が答え、それに応じてもう一方は笑い出す。

「だからって、往来で騒ぎを起こしていいって話にはならないわよ！　その人を離して、すぐにこの場から消えなさい！」

　紅葉は厳しい言葉をぶつけるが、人狼たちは意に介する様子もない。

「はァん？　俺たちはちょっと遊び相手が欲しいだけなんだ。欠片かけら捜しばっかりしてるのも退屈だからよお？　それともあんたらが俺たちにつきあってくれるか？」

　品定めするように、人狼たちは紅葉、サザンカ、杏と順番に見つめていく。

「……俺はそっちの子が好みだなあ！」

　と指名されたのは、杏だった。

「…………！」

　びくりと震えて、杏は顔を青ざめさせる。

「ちょっとちょっと、困るよそいつは……」

　苦く笑しようを浮かべながら、統也が進み出た。杏の矢や面おもてに立ち、ＳＣたちの視線から隠す。

「僕らもあんたたちの大将から欠片捜しを頼まれてるんだ。忙しいんだよねえ。こんなところで時間食ってる場合じゃない。でもさすがに、あんた方のそれは見過ごせない。頼むからここは一つ、おとなしく引き下がっていただけないかね」

　あくまで下した手てに、統也は頼み込む。

　しかし、人狼たちは拒絶した。

「そうはいかねえな！　アオマカミの欠片なんて、簡単には見つかりゃしねえよ。俺たちがどんなに頑張って捜しても、見つけるのは運のいい他の奴らだろうさ。だったら適当に遊び歩いて時間を潰した方がマシだろうよ」

「……ついさっき、誰かさんが言ってたのとまるっきり同じね」

　小さな声で、紅葉は皮肉を統也に突き刺した。

　統也は紅葉を無視し、人狼に語りかける。

「いやいや、人海戦術で頑張っていれば、いずれ見つかるよ。小さな努力を重ねていくことが、最終的な成功につながる。大事なのは過程だと思うよ。というかあんたら、そんな風にサボってるところ、夜行丸にチクられたら面倒なことになるんじゃないの？」

「……あああ？　なにか、てめえ？　夜行丸さんにチクるってえのか？」

「いやいや、チクるもんか。あんた方がその女の人を自由にして、この場を立ち去ってくれるなら」

「信用なんねえな。てめえが約束を守るって保証があるのかよ！」

　人狼の敵意は、ますます強くなった。

「……あまりなめたこと言っていると、この場で引き裂くわよ？」

　紅葉が剣けん先さきをちらつかせる。

　人狼は両手で自分の胸を示して、肩を揺らした。

「引き裂く？　この俺を？　ハッ！　いいことを教えてやるよ。俺の名は夜や五ご郎ろう丸まる。夜や叉しや丸まるの兄貴が行方ゆくえ不明な以上、俺が一党のナンバーツーだ。この俺ともめ事を起こしたら、あとでどうなるかなあ？」

　ニヤニヤと笑いながら、威嚇する。

「…………あのな」

　これまでと打って変わって、統也の口から低い声が漏れ出た。

「おまえ、他人の名前を出さなきゃ威い張ばることもできないのか？」

　怒りを必死に抑え込んでいるような、こもった声。

　紅葉はビクリとした。見やると、統也の目がうっすらと翠色の光に染まっている。

「…………‼」

　慌てて紅葉は片手を伸ばし、統也を抱きかかえた。

「統也！　こんなところで自爆はダメよ⁉」

「ああ⁉」

　統也は睨み返したが──すぐに光は消え失うせた。

「……大丈夫。僕はこの程度でキレたりはしないって」

　静かに統也は紅葉から離れた。説得を続けるべく口を開いたが、

「てめえ、言ってくれるじゃねえか……！」

　統也の挑発が、夜五郎丸に火を付けてしまっていた。

「おい！　黒くろ蠅ばえ！」

　女性を抱えているもう一人の人狼に声を掛ける。

「てめえの言う通り、この女は返してやるよ！」

　黒蠅と呼ばれた人狼は、女性を思いきり突き飛ばし、統也にぶつけた。

「ムグッ」

　避よけるわけにもいかず、統也は真っ向から女性の体当たりを食くらった。勢いは強烈で、地面に突き倒されてしまう。

「……はあッ！」

　黒蠅は地面を蹴った。

　一蹴りで地下街の天井まで飛び、身体を天地反転。

　天井を蹴飛ばして更に飛び、紅葉たちをあっさりとスルーして、

「こっちの方が好みだからよお！」

　杏の背後に取りつき、がっちりと捕まえた。

「あッ⁉」

　紅葉もサザンカも統也も、揃って顔色を変えた。

　それを、敵の意表をついたと黒蠅は思い込んだ。

　人ひと質じちを捕まえたつもりで、優位に立つ者の余裕を見せる。

「俺たちは今からこの子と遊びに行ってくるわ。五体満足で返して欲しかったら、──」

　武器を収めて引っ込め、と続くはずの言葉は、そこで途切れた。

　杏の目が翠色の光を放った、次の瞬間──

「……触るなァァァァ──ッ‼」

　鞭の一いち撃げきが、黒蠅を打った。

　バン、とまるで銃じゆう撃げきのような音が響いて、

「…………ッ⁉」

　黒蠅は声にならない悲鳴を上げた。

　杏の右手の内には、霊気で構成された鞭。

　天井へ向け、杏は鞭を放った。

　鞭の先せん端たんは天井に潜もぐり込み、直後反転。

　頭上から黒蠅を襲い、巻き付いた。

「ふんッ！」

　杏が手元の鞭を引くと、黒蠅の身体が持ち上がる。

　さながら井い戸どのつるべのように、黒蠅は一気に浮いて、天井に激突した。

「ムグッ⁉　ぐおおおッ」

　脳天をしたたかに打ち、悲鳴を上げる。身体をねじって逃れようとするものの、黒蠅が動くほどに鞭は食い込んでいった。完全に天井に縫ぬいつけられる格好になる。

「……私は不意に触られるのが一番嫌いなんだ……」

　鞭をがっちりとにぎったまま、杏が呟く。

　普段の杏からは考えられない、はっきりとした怒りの感情がこもった声。

　杏のもう一方の手の内に、もう一本の鞭が現れる。

　素す早ばやく腕を振り、黒蠅目がけて打ち込んだ。

　鞭の先端は、黒蠅の胸ど真ん中に命中。

　まるで釣つり竿ざおでまっすぐ突き刺したみたいに、背中まで貫通した。

「……ガ……‼」

　黒蠅は目を剝いた。

　身体を硬こう直ちよくさせ──一拍おいて、炸裂した。

　全身が雪の結晶のような大量の塵となり、天井から舞い散る。

（噓でしょ……⁉）

　内心で、紅葉は驚愕していた。

　杏のスイッチが入ってから、黒蠅が塵になるまで、ほんの数秒。

　数秒で杏は黒蠅を拘束し、核を貫いて、黒蠅を滅ぼした。

　手て際ぎわの良さ、ためらいのなさ。いずれも、素人しろうとの技わざではない。

　もっとも、歴戦の強つわ者もののような振る舞いは、ほんの数秒のこと。

「……はっ……私……あれ……⁉」

　能面のように冷れい徹てつだった杏の表情が崩れて、慌て出す。

「おい……噓だろ……⁉」

　夜五郎丸もまた、愕がく然ぜんとしていた。

　鼻を何度も鳴らしながら、

「おい……この匂におい……！　アオマカミの匂いじゃねえか！」

「……なんですって⁉」

　夜五郎丸の一言は、紅葉たちに新たな驚きをもたらした。

　夜五郎丸の鋭い視線は、杏へと向く。

「てめえ……てめえだったのか！　欠片を隠し持っていたのはよおォ‼」

「え……私……何が……⁉」

　眼光で射いすくめられて、杏はすっかり動揺しきり、わたわたとその場で立ち尽くした。

「てめえら、よくも騙だましてやがったなッ！」

　夜五郎丸は、斜ななめ前方に飛んだ。

　壁まで飛んで思いきり蹴り、紅葉たちの方に回り込む。

「先にその両腕をぶっちぎればこっちのもんだ……！」

　鋭い牙、爪を剝き出しにして、杏に攻こう撃げきを仕掛ける。

「ひッ⁉」

　短い悲鳴を上げる杏。

「──させないッ！」

　紅葉が剣を振り下ろす。

　夜五郎丸は曲芸師のような体術を発揮して、身をかわした。

　ひょいと飛んでくるりと転がり、一気に間合いを取り直す。

　その足あし下もとには、いまだに倒れたままの女性と統也。

「……動くな！」

　夜五郎丸は女性の首くび裏うらを捕まえて、素早く叫んだ。

「動いたらこいつの首を搔かき切るぜ！」

　紅葉もサザンカも、動きを止めるしかなかった。

「こ……この卑ひ怯きよう者！」

「二対一で襲ってくるてめえらの方が卑怯じゃねえか！　いいか、この女を死なせたくなかったら、そっちの娘むすめを──」

　紅葉たちを視線で制しながら、夜五郎丸は女性を引き起こす。

　だから、気がつかなかった。

　女性に組み敷しかれる格好で倒れていた統也が、じっと見上げていたことに。

「三対一だ」

　仰あお向むけのまま統也は銃じゆうを構え、撃った。

　霊弾は夜五郎丸の右みぎ腕うでに命中し、肘から下を吹き飛ばす。

「ごああああッ⁉」

　バランスを崩し、夜五郎丸は大きくのけぞる。

　夜五郎丸の右手は雲散し、塵と化した。女性は再び地面に倒れる。

　統也は素早く立ち上がる。

　その両目は、爛々と翠色の輝きを放っていた。

「このッ！　クソ野郎がッ‼」

　霊銃を逆さに持ち替え、銃把で夜五郎丸の顔面を全力で殴り飛ばした。

「モグァッ」

　悲鳴を上げて、夜五郎丸は床に叩きつけられる。

　勢い余って、銃が統也の手の内からこぼれ出た。

　統也は意に介さず、右手の手袋を投げ捨てた。

　霊体化している右手をかざし、夜五郎丸を追いかける。

「……おおおお……！」

　統也の全ぜん霊れい力りよくが、右手に集まっていく。

　右手は巨大化して、真の姿を顕した。

　大たい砲ほうと化した右手を、統也は仰向けに倒れた夜五郎丸の胸に押しつける。

「てめえ……！」

　夜五郎丸は砲ほう身しんに手を掛け、逃れようと試みる。

　が、砲身はさながら柱のごとく、夜五郎丸の身体を礎石として微び動どうだにしない。

「この野郎！　俺を殺したらあとでどうなるかわかってんのか⁉」

　自由な足で統也を蹴け飛とばしつつ、夜五郎丸は恫どう喝かつした。

「夜行丸さんがてめえを生きたまま八つ裂ざきにするぞ！　内臓を抉えぐり出しててめえの口の中に押し込むぜ！　いや、夜行丸さんだけじゃねえ、俺たちの仲間が必ずてめえを血祭りに、──」

「うるせえェェ──ッ‼」

　大だい音おん声じようで、統也は夜五郎丸を黙らせた。

「さっきも言っただろうが‼　他人の名前を出さなきゃ俺をビビらせることもできねえのかッ‼　このッ！　犬ッコロがァァァァ──ッ‼」

　痛つう罵ばとともに、砲ほう口こうが光を放ち始める。

　破は滅めつ的な自爆の前兆。

「やめろ！　おいッ、やめろォォ──‼」

　夜五郎丸の制止の声は、もはや統也には届いていない。

　もはや止めることは不可能、と紅葉も判断して、

「……サザンカ‼」

　呼びかけつつ、霊剣を最大化してその場に突き立てた。大きな障しよう壁へきとして、その陰かげに杏と倒れた女性を引き込む。

「了解です！」

　応じてサザンカは前方に飛び出し、倒れたきりの男性に被かぶさった。平べったい氷のドームで自らを覆い、爆風に備える。

「……ぬああああ──ッ‼」

　砲身の中の引き金を、統也は引いた。

　光が炸裂する。

　耳を聾する爆ばく音おん。

「……おああ──……」

　夜五郎丸の悲鳴も、統也の姿も、爆発する光の中にあっという間に吞み込まれ、溶けていく。

「……うううッ……！」

　紅葉はできるだけ二人を引き寄せ、身体を小さくした。

　無人の地下街が、翠色一色に染まった──




「…………」

　ふと紅葉は両目を開き、爆風が収まっていることに気づく。

　ゆっくりと身を起こし、霊れい剣けん越ごしに向こうを覗のぞいた。

「と……統也は⁉」

　統也の姿がない。

　周囲のガラスというガラスは全すべて砕け、破は片へんを床にばらまいていた。

　凄まじい嵐が吹き荒れた跡に、しかし統也の姿が見あたらない。

「どこに行ったんです、統也……⁉」

　氷のドームが砕けて、サザンカも身を起こす。

　夜五郎丸の姿が見あたらないのは、至近からの直撃を食くらって塵となったせいだろう。

　しかし、統也が消えるはずがない。

　紅葉もサザンカも呆ぼう然ぜんとしていると──

「……あ……あの……」

　おずおずと杏が上方を指さした。

　その先を紅葉とサザンカは視線で追いかけて、

「…………」

　絶句した。

　天井部を覆う明かり取りの窓に、統也が突き刺さっていた。

　上半身はすっかりめり込み、二本の足だけが引力に引かれてぶら下がっていた。







「……あのね統也。ワイルドハントの目的って、京都市民を守ることよね？」

　紅葉の厳しい叱しつ責せきの声が、玄大病院のロビーに響く。

　もうすぐ見舞い客の面会時間も終わり、という時間帯。

　統也は地下街で負った怪け我がの手当てを終えて、付き添そいで来た紅葉の説教を受けていた。

「あんなところで自爆したら、不特定多数の人を巻き込んじゃうでしょ？　今回は野や次じ馬うまが逃げていたから良かったようなものの。わかってるの？」

「……本当に申し訳ない、としか言いようがない。僕が悪かった」

　統也はソファにちょこんと座って、おとなしく紅葉の説教を受け入れていた。

「たしかに以前、私は『統也の怒りを受け止める』って言ったわよ。でも一いつ般ぱん人に受け止めさせるのはダメに決まってるでしょ？　それに場所といえば、あんなところで自爆したら、自分も吹き飛ばされて壁にぶつかる、ってちょっと考えたらわかるでしょうに。これもたまたま、ある程度クッションになる場所にぶつかったから助かったけど……。大怪我してても不思議じゃない。統也が動けなくなったら、私はどうしたらいいの」

「その時は、暫ざん定てい的にサザンカとコンビを組んでくれれば……」

　と統也は答えたが、

「そういう意味じゃない！」

　紅葉は激高した。

　直後、猛烈に不安そうな表情になる。

「私はね、純じゆん粋すいに統也のことが心配なのよ。自爆の爆風は私が受け止めればいいけど、二次的な被害までは防げない……。統也、あなたは自分の感情をコントロールする方法を学ぶべきよ。こんなことをしていたら、いつか自分を傷つけることになる」

「二年前から取り組んでいるんだけどね。なかなかうまくいかないというか……」

　愛あい想そ笑いを浮かべる統也。

　その態度がますます紅葉を苛いら立だたせる。

「本当に真ま面じ目めに取り組んでるの？　私が説教しているのはあくまでも統也のためであって、──」

「……おーい、紅葉。その辺にしといたれや……」

　遠くから、火梓かずさの声が割り込んだ。

　見やると、火梓があやめと杏を伴って戻ってきていた。

「怪我人に説教とか、容赦ないなあ、紅葉」

「いいんですよ」

　統也は立ち上がろうとした。しかし傷が疼うずいて、思わずソファの背に手を掛ける。

「大丈夫かいな」

「なあに、大丈夫ですよ。所しよ詮せんはちょっとした打ち身と切り傷ですから。それよりどうだったんでしょう。検査の結果は」

　統也は杏に視線を転じる。

「結果、出たですよ。間違いないです。夜行丸から渡されたアオマカミの欠片かけらと杏の霊波の波長、一致したです」

　応じたのはあやめだった。

「やっぱりか……。ってことは」

　統也は杏を見つめる。

「ま……話はすっきりしたわな。アオマカミの欠片は霊気雷に乗って現実世界に出現して、杏に取りついた。杏のそばに夜叉丸がおったってのもそれで説明がつくし」

　火梓は神経質に自分の頰を撫でた。

「面倒なことになってきたな。連中の捜し物は杏の中、おまけに統也はもう一つ罪を重ねてもうた、と」

「激げき烈れつにまずいですよ。夜叉丸に加えて、その次の弟分まで滅ぼしてしまうとか……。うむむむむ」

　吐き気に襲われて、統也はうめいた。

「他ほかの人狼どもに見られてへんやろな」

「多分見られてないと思いますが……なあ」

　統也は紅葉に同意を求めた。

「地下街だったからね。そこは幸運だったかな」

　と応じてから、紅葉は質問を投げた。

「もう一つ聞きたいことがあります。見る限り、杏の目の光と統也の目の光、非常に似ていると思うんですが……」

「それもついでに調べたです」あやめが答えた。「杏ほどじゃないですけど、統也の霊波パターンも似てたですよ。まあ、この程度の類るい似じは一般的にないわけでもないので、まだなんとも言えないです。単純に、霊気雷に撃たれたことによって、統也と杏の霊気が似たような変質をしたのかもしれないですし。断言するにはもっとデータが必要ですね」

「そうか……。う～ん……」

　腕組みして、統也は考え込んだ。

「それについては後回しでええ」火梓が言った。「もう一つ、杏の力について伝えておきたいことがある」

「ああ……。なんか不思議な力ですよね。鞭が壁に刺さった途端に生えてくる、なんて」

「あれはな、鞭の先端がごく小さなゲートを作っとんねん。進路上の物体に対して入口ゲートを開けて、別の場所に出口ゲートを開ける。そうやって鞭を反転させんねんな。この子はまだ慣れとらへんから入口と出口の位置がすごい接近してるけど、力を使いこなせばもっとゲートとゲートの間を離すことができるはずやで」

「なるほど、そういう仕組みですか」

　納なつ得とくの声を統也は漏らした。

「というか副長、詳しい説明ですね。杏の鞭を見たんですか」

「ついさっき、検査するために必要やったからな」

　答えつつ、火梓はまた右頰を撫でた。

「すいませんすいませんすいません」

　ずっと火梓の背後で縮こまっていた杏が、何度も頭を下げた。

　検査中に何があったのか、統也も紅葉もおおよそのところを理解した。

「ただ……それだけちゃうで。その……」

　何故なぜか火梓は言いにくそうに口ごもった。

「何ですか。副長がそんな風にためらうとは珍しい」

「ウチはいつだってためらってばかりやで。責任ある立場やねんから。……いや、このことは、あまり自信が持てへん……というか、雲を摑むような話でなあ……」

「教えて下さい」

　紅葉は火梓をじっと見つめた。

「……なら言うけど」

　妙に重い口調で、火梓は語った。

「十二年前……ワイルドハントに宗むな像かた千ち里さとっちゅう人がおった。ウチの先輩や。アオマカミ事件に関かかわった……というか、アオマカミと戦った人やねんけどな。あの人が霊れい鞭べん使いやったんや」

「レーベン？」

「霊の鞭と書いて霊鞭な。で、その人は、他人に触られるのが大だい嫌きらいでな。特に見えないところからタッチされると、『触るなァァ──ッ！』って叫んで、誰だれであろうが容赦なく鞭でひっぱたいたもんや」

「へえ。……つい最近、そんな反応をする子と知り合ったような気がしますけど」

　軽く呟いて、統也は杏を見つめた。

　しかし──数秒後、火梓の言葉が真に意味するところを理解し、

「……え……え？　えええッ？」

　まばたきを繰り返した。

「それってつまり、副長が言いたいのは……」

「アオマカミ事件で行方ゆくえ不明になった千里さん。そして、アオマカミの欠片を抱えた杏が、千里さんみたいな言動を取る──これは偶然なんか？」

　火梓は問いかけた。誰に答えを求めるでもなく。

「さっき、杏のスイッチが入っている間に、試ためしに呼びかけてみたんやけどな。反応らしい反応はなかったわ。ただ……偶然にしてはできすぎやろ？　杏が千里さんのことを知ってるわけあれへんし」

「はい……もちろん知りません……」

　杏はおずおずと頷いた。

「まるで千里さんの魂が舞い戻ってきたみたいで……普通に考えたらありえへん話やねんけど……なあ」

　道理で話すのをためらうわけだ、と統也は納得した。火梓の主張は、状じよう況きよう証しよう拠ここそ揃っているものの、荒こう唐とう無む稽けいであることに違いはない。

　もっとも、霊気雷は理り屈くつに合わない奇妙な事態を引き起こす。いかなる荒唐無稽な考えも、決して最初から排はい除じよしてかかるべきではない。

「その件、然しかるべき筋に調査してもらうべきですよ」

　と言って、統也はあやめの肩に手を置いた。

「できるだけのことはやるですよ。必ずしも結論が出せるどうかはわからないですけど」

　あやめは口の端をニッとつり上げ、火梓に笑え顔がおを向けた。

「すまんなあ。まあ、適当に頼むわ。それより今は、杏の扱いをいかにすべきか、や」

「その……私が夜行丸の所に行けば、ことは全部解決するんですよね……」

　と杏は言ったが、

「そんなことは絶対ダメだ！」

　統也が口を挟んだ。

「間違いなく生きて帰れないぞ！　そんな解決はありえない……」

　杏のそばに歩み寄ろうとしたが、傷が疼いて思わず足を止める。

「統也くん……！」

　杏は手を伸ばし、統也を支えた。

「ど……どうしてそこまでしてくれるの……？　ついこの間まで見知らぬ同士だったのに、身体を張る必要なんて……」

「あるんだよ、必要が」

　笑顔を、統也は形作った。背中の痛みに耐たえながら。

　手袋を脱いで、霊体化している右手を見せつける。

「僕も昔霊気雷に撃たれたせいで、色々と苦労している。厄やつ介かいごとを経験してきた身としては、同じ状況に陥った人間が僕と同じ目に遭うのなんて、見たくないんだ。だから先輩として、杏に色々とアドバイスできることがあると思うし、災さい難なんから守ってあげる義務があると思うんだよね。それに……」

　ぐっ、と統也は右手を握りしめた。

「夜行丸の好きにさせてたまるかよ。あの野郎、鼻を明かしてやらなきゃ気が済まない」

　フッ、と紅葉が小さく笑った。進み出て、統也の頭に手を置き、撫でる。

「統也がやる気を出して仕事するなんて、滅めつ多たにないことなのよ？　厚こう意いなんだから、素す直なおに受け取りなさいよね。……言っておくけど、厚意ってのは『厚い』って字の方であって、『好き』の方じゃないからね」

「僕としては別に『好き』の方の好意と受け取ってもらっても構わないんだけど……」

　統也が呟いた瞬間、紅葉は統也の頰をつまんで引っ張った。

「……今何て？」

「……何でもございません」

　顔をしかめながら、統也は訂てい正せいした。

「なら結構。フフフッ」

　紅葉は手を離し、笑みを浮かべながらつねっていたあたりを撫でた。

「ま、何にせよ、杏のことは僕たちがどうにかする。全力を尽くすよ。だから、無駄な心配はしなくていい」

　統也は力強く請け負った。

　火梓も繰り返し頷く。

「せやな。夜行丸のいいようにさせてたまるか。……とはいえ、どうしたもんやろな。上からの命令もあるし、部下に命令を出してる手前もあるし……」

　とその時、火梓の携帯電話が着信音を鳴らした。

「──なんや、こんな時に。はいもしもし……」

　電話の向こうの相手と話し始める。

　会話を続けるうちに、火梓の顔はみるみる曇くもっていった。

「……わかった。ほな」

　通話を切り上げ、火梓は電話をしまい──長嘆たん息そくを吐いた。

「……どうしたんですか」

　恐る恐る、統也が尋ねる。

　虫歯が腫はれているかのように、しばらく火梓は頰を撫で続けていたが、ついに口を開いた。

「博物館の方に、夜行丸の手下が手紙を持ってきたそうや。可か及きゆう的てき速すみやかに五重塔に来い、とさ。問題は、前来た奴をそっくりそのまま連れてこい、ってことや」

　一息置いてから、言う。

「統也。自分もご指名らしいで」

「……ほおお。このタイミングで、僕に必ず来い、と……？」

　その意味するところを察するのは、大して難しくない。

　統也の顔を、脂汗がべろんべろんと流れ始めた。

「僕……三時のおやつになるんですかね？」







　一時間後。

　統也は五重塔の大広間にあぐらをかいて座っていた。

　火梓の陰に隠れるように、顔面蒼白になりながら。

「……どうしたんだ？　おまえ、また調子が悪いのか？」

　異状に気づいて、夜行丸が声を掛けてきた。

「いえいえいえ、大丈夫ですよ？　こむら返りとかもうすっかり治ってるから！　ほうらこの通り！」

　半分声を裏返しながら統也は応じ、その場でストレッチをしてみせた。

　愛あい想そ笑いを浮かべて、仮面の内側に内心の怒りを押し隠す。

「そうかい。ならいいんだ」

　まだ何か言いたげに、夜行丸は統也を睨んでいたが──視線を切り、火梓に向き直る。

「今日は一人多いじゃねえか」

　と、紅葉に視線を向ける。

　紅葉は無言で小さく頭を下げた。

　抜き差しならない事態に陥った場合の戦力として、紅葉が同行を主張したのだ。

「あかんかったか？」

　火梓が言うと、夜行丸は首を横に振った。

「いんや、別に。ただ単純に、言った言わねえの問題になると面倒だから、前と同じメンツを連れてこいって言ったまでよ」

　夜行丸は前に会った時より明らかに苛々している。顔つきは険しく、時折意味もなく歯を剝いては威嚇音を放っていた。堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れかけているようだ。

「さて、今日来てもらったのは他ほかでもねえ。俺の二番目の子分、夜五郎丸までも行方不明になってなァ……」

　くわッ、と統也は両目を見開いた。

「ん？　おいどうした。やっぱり足、治ってねえんじゃねえのか？」

　夜行丸は統也を見咎めた。

「そ……そうかもね……ハハハ……」

　統也はふくらはぎをさすりながら、精神力を振り絞って必死の愛想笑いを浮かべた。

　無言のまま、夜行丸は統也を見つめる。

　ほんの数秒間だったが、統也には永遠の長さにも思えた。

「夜五郎丸？　こないだもここにおったんか？」

　火梓が声を投げると、夜行丸は斜め前方を指さした。

「その辺に座ってたぜ」

　今日は、脇に控えているのは四人だけ。大広間は以前よりも広こう漠ばくとした雰囲気に包まれていた。

　あれだけ頭数を揃えていた人狼たちは今、どこにいるのか。

　単に欠片かけら捜しに出で払はらっているのか、あるいは隠れてこの会見を見守っているのか。

　考えるだけで、統也は酷い吐き気に苛まれる。

「二人組で行動していたはずなんだが、どっちも戻って来やがらねえ。何か心当たりはねえかなァ」

　夜行丸は、問いかけてじっと火梓たちを見つめる。

「あれへんな。あんたの部下が街中をうろついとるのはよう見るけどな。さすがに一人一人まではわからんで」

　火梓は即そく答とうした。

　夜行丸は口を閉とざして猜さい疑ぎの眼まな差ざしを向け、またも嫌な間を生み出す。

　プレッシャーを掛けて僕に口を割らせようとしているんだな、と統也は確信した。

　そのために呼び出されたとしか考えられない。

　耐え難がたい緊張が、色々な物事を吐かせようと強しいてくる。

　いっそ楽になりたい、とも思う──が、まだ早い。

　どうしようもなくなるまで、耐えなくてはならない。

　ここは夜行丸のホームコートなのだ。この場で衝しよう突とつするのはあまりに不利。

　だいたい、一時の激情に身を任せた結果、京都市街が壊滅するなんて事態が起きたら、責任を取れるのか。

　全力で表情を無にし、心を平らかにして、統也は平常心を装う。

「というか……てめえらが夜五郎丸をやったんじゃねえか、って俺は考えているわけよ」

　ついにほのめかしをやめ、夜行丸は直ちよく截せつに言った。

「なんでやねん。なんか証しよう拠こでもあるんか？」

　即そく座ざに火梓はツッコミを入れた。

「夜叉丸に引き続き、夜五郎丸も行方ゆくえ不明だ。こいつが偶然なわけねえだろ？　だったら誰だれかにやられたとしか考えられねえ。そしてあいつらが倒されたとなると、相手はかなりやり手の霊能力者に違いねえ。となれば……」

　それ以上を言わず、夜行丸はじっと火梓たちをねめつけた。

「ウチらを高く評価してくれるのは結構やけど、ウチらには自分らとことを構える理由なんてあれへんねんで」

　心の底から真実を語っているかのように、火梓はすらすらと抗弁した。統也の目には、火梓の背中は仏のようにすら見えた。

「……目撃情報があってなあ」

　軽く、夜行丸は言った。

「なに……」

　統也の無表情が砕けかけた。

　が、夜行丸は統也の態度に気づかず、脇に控える部下に目配せした。

「よろしいんで？」

　部下の人狼は承諾を得てから、紅葉たちに声を投げた。

「実はあっし、目撃しているんですよ。どこぞの人間が、あっしらの仲間をやったところを」

「ほうほう」火梓は相槌を打った。「どこで見たんや」

「それは……」

　探さぐるような視線で一同をじっくりとねめ回してから、人狼は答えた。

「……桂かつらの河川敷の方でさあ」

「…………」

　火梓以下全員、内心で胸をなで下ろした。

　桂といえば京都市西部、かつての平安京からわずかに外れる地域。

　少なくとも統也は、この事件が始まって以降、桂方面には行っていない。その場にぐにゃりとくずおれたくなるほどに安心した。

（でも、ここで弛し緩かんしきると、失言しかねないぞ……）

　そう自分に言い聞かせ、言葉を選んで質問を投げる。

「す……少なくとも僕は知らないね。犯人の特徴は？」

「それがねえ。薄うす暗ぐらかったのと遠かったのとで、顔の造作まではわからなかったんでさあ。女性かなー、って程度で」

「ふーん。だったら捜しようがないね……」

「いや、捜しようはありますぜ」

　妙な自信のこもった声で、人狼は言った。

「なにしろそいつ、あっしらの仲間をやる時、両目が翠色に光ってやしたからね」

「…………はあ⁉」

　火梓以下全員、声を裏返した。

　女性、かつ目が翠色に光るといえば、杏ではないか。

　しかし杏も桂に行っているはずはなく、まして一人で勝手に人狼を倒すなどありえない話。

「一つ、推理できるよなァ……」

　夜行丸が言った。

「アオマカミの欠片は翠色。で、そいつのお目々も翠色。とくりゃあ、関係ありそうだよなァ。もしかしてそいつ、欠片を取り込んでるんじゃねえか？　だとすりゃ、夜叉丸、夜五郎丸がやられたとしても納なつ得とくできるぜ」

「それはそうかもしれんけど……誰やねん、それ。他に特徴とかないんかいな」

　火梓が尋ねると、人狼はぽんと手を打った。

「あ、そうだそうだ。そいつ、動物を連れてましたよ。あれは犬……いや、猫ねこ……とも違うような？　とにかく、四本足の小動物だったんですがね」

「四本足の小動物って、犬か猫以外に何がいるって言うんや」

「うむむ……いや、やっぱり、犬でも猫でもありやせんでしたぜ。大きさは犬猫だけど、何か別の小動物でさあ」

「大きさが犬猫並み？　じゃあ狸たぬきとか狐きつねとか？」

　何気なく紅葉が言うと、

「あ！　それだ！　狐！　狐ですぜ、ありゃたしか」

　人狼が素す早ばやく紅葉を指さした。

「狐……狐って……！　狐つったら、アレじゃないか」

　統也は息を吞んだ。

「一ヶ月ほど前、出くわしたことがあるぞ！　肩に狐を乗せた奴に！」







　京都市街の中心地から少し外れた森の中。

　人ひと気けのない森の中に、その少女はいた。

　裏社会に潜む犯罪組織、コキュートスのエージェント。

　コードネームをエスメラルダという。

「……それで？　間違いないのか、その話？」

　見た目の印象とは異なる妙に大人びた口調で、エスメラルダは言った。

　その視線の先にいるのは、一体の人狼。

　肩かた口ぐちを霊剣で貫かれ、背後の大木に縫いつけられていた。

「ま……間違いねえよ……」

　人狼は痛みに顔をしかめながら、答えた。

　霊剣でがっちりと押さえつけられているため、逃げたくても逃げられない。

「病院の職員にちょいと握らせて、病室に入れてもらったんだ。はっきりと匂いがしたぜ……アオマカミの欠片の匂いがよお」

「なるほど。その病室に入院していた人が欠片を体内に留め置いているということか。で、その情報はまだ夜行丸には伝えていないんだな？」

「ったりめえだ！　誰がわざわざ教えてやる必要がある？　俺が欠片をいただけば、夜行丸なんざ目じゃねえぜ。俺が一党のリーダーになれるんだ」

　ぎっ、と人狼はエスメラルダを睨みつけた。

「……さあ、話すことは全部話したぜ。さっさとこの剣を引き抜いてもらおうか」

「わかった。いいだろう」

　エスメラルダは剣を引き抜いた。

　人狼は自由になった。がくりと肩を落としたが、どうにか二本の足で立ち続ける。

「さて……行かなければならないな……」

　霊剣を引っ込め、柄つかをしまい、エスメラルダはくるりと身を翻して、京都市内の方向を望んだ。

　いまだに陥烙は市街地を見下ろし、恐怖の光を放ち続けている。

「不愉快な灯ひだ……」

　エスメラルダは肩をすくめた。

　その向こうで、人狼の目がギラリと光る。

　数秒の間気配を殺し、エスメラルダの様子を窺って──

　無言のまま、飛びかかった。

　あとちょっとでエスメラルダを引き倒せる、と思ったその直前。

「クケェェェェ──ッ」

　異様な声とともに、人狼は衝撃を受けた。

　真横から何かにぶつかられて、もんどり打って倒れる。

「な……なんだッ⁉」

　喉のど元もとに激痛を覚えて、人狼はやっとその正体に気づく。

　狐。
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　霊体の狐が、歯をむき出しにして人狼の喉のど笛ぶえに嚙みついていた。

「なんだッ！　こいつはァァ──ッ！」

　引き剝がそうと手を伸ばす人狼。

　しかし、透とう明めいな壁のようなものに遮られ、届かない。

　シャボン玉のような膜まくが狐の周囲を覆い、守っている。

　透明な盾たてで身を守りつつ、狐はどんどん牙を食い込ませていった。

「のああああッ」

　人狼はシャボン玉ごと狐を退けようとするものの、引っ張るほどに喉元の傷が広がっていくばかり。

「そう簡単には逃げられないぞ……」

　面倒そうにエスメラルダは振り向いて、人狼を見下ろした。

　柄を取りだし、改めて霊剣を顕す。

「冥めい土どの土産みやげに、一つ教えてやろう」

　呟いて、人狼と視線を合わせる。

　エスメラルダの目が、光を放ち始めた。

「……！　おまえ……⁉」

　驚きで、人狼の手が止まる。

　エスメラルダの両目に、翠色の輝きが宿っていた。

「アオマカミの力など、ろくなものではないぞ。私にとっては、この力が体内にあるというだけで、忌いま々いましいことこの上ない」

　軽く霊剣を振り上げて、人狼の胸ど真ん中に突き刺す。

「…………！」

　正確に、核を貫く一撃。

　耐えることかなわず、人狼は炸裂。

　塵と化して、消え去った。

　人狼の胸に乗っていた狐は、ひょいひょいとエスメラルダの身体を駆け上り、肩口にちょこんと座った。

「ありがとう、ヨーコ」

　エスメラルダは狐の頭を撫でながら、市街地方面に続く道を下り始めた。







　４　翠の目の子供たち







「あと一分……」

　と統とう也やは呟いた。

「あと一分でもあの極限プレッシャーが続いていたら、僕は夜や行ぎよう丸まるの目の前で豪快に漏らしていたかもしれない」

「下品なこと言わないの」

　紅くれ葉はは統也を軽く叩いた。

　日付が変わる頃、五ご重じゆうの塔とうに乗り込んでいたメンバーのうちサザンカ以外は火梓かずさの車に送られて寮に戻った。寮に入れないサザンカの代わりに杏きようを加えて、ほぼ無人のカフェテリアの隅で密談を行う。

「ま、ある意味で、話はわかりやすくなった。杏を守るためには、夜行丸を殺さなきゃならない。夜行丸の目がエスメラルダに向いているうちに」

　表情を消して、統也は言う。

　その両目には、ほんのわずかに翠色の光が宿っていた。

「たしかに……あの狼を納得させるために杏を犠牲にするなんて、ありえへんわ。やけど問題は、五重塔の天てつ辺ぺんでお目々をピカーッて光らせている奴よ。奴を始末する方策がない限り、うかつには手ぇ出せへんで」

　火梓の表情は暗い。

「方策は絶対にあるはずです。なんとしても見つけ出す……！」

　統也の強い口調に応じて、両目の輝きが増した。

「わかっとるがな。わかっとるから、落ち着けや。そのうちこの部屋、照明要いらずになってまうで」

　火梓は統也の目を指さした。

　応じて、紅葉は統也に身を寄せた。

「落ち着きなさいったら。でも……どうすればいいのかな。あいつを押さえ込む方法なんて、あるの？」

　全員に呼びかけるように問う。

　しかし答えはなく、場は沈黙に包まれる。

「……ま、みんな疲れとるし、考えもまとまらへんわな。今日はもう解散して、明日以降に考え直すとしようや」

　火梓が沈黙を破り、席から立ち上がった。

「でもそれじゃ、……」

　統也は反論しかけたが、すぐに諦あきらめた。

「……そうですね。ここで唸っていても、何も出てこなそうですし」

「そうそう、急がば回れっちゅうこともある。とはいえ残された時間は少ないで。夜行丸の苛々は限界みたいやし、杏のことを伏ふせ続けるのも、あとでウチの責任問題になりかねんしなあ……」

「可及的速すみやかに対策を編み出すしかありませんね」

「そうやな。じゃ、部屋に戻ってしっかり休みや。晩飯はどないする？　腹減ってへんか？　なんならおごったるで」

　火梓はカフェテリア奥のキッチンを指さした。遅おそい時間だが、係員に掛け合えば何かしら食事を作ってもらえる。

「いえ……もう遅いですし」

　ずっと黙って話を聞き続けていた杏が、初めて口を開いた。

「私は……わさびのチューブさえ啜すすっていれば大丈夫ですから」

　と言いながら、さらりとチューブ入りわさびを取り出してみせる。

「は……」

　虚きよをつかれ、火梓はぽかーんとした。

「杏はわさびが大好きらしいですよ。副長も一ついかがです」

　統也がそう説明すると、杏は喜んでチューブを差し出した。

「いやあ……ウチはわさびとか、あまり得意やないから」

　火梓は丁てい重ちようにお断りした。

「そうですか。残念です……」

　失望感をありありと浮かべながら、杏はチューブをしまった。

「……そういえば……少し関係ない話ですけど、聞いてもいいですか……？」

「何や。言うてみい」

　火梓に促うながされて、杏はおずおずと質問した。

「その……宗むな像かたさんって、どういう方だったんでしょうか……？」

「……千ち里さとさんなあ」

　意外な質問に小さな驚きを覚えつつ、火梓は答える。

「気むずかしい人やったなあ。こだわりが強いと言うか、潔けつ癖ぺき気味言うか。人に触られるのがホンマ嫌きらいで……機嫌が悪い時は、気が立った猫ねこみたいやったで。それでもな、京都の平和を守りたい、京都に住む人々を守りたいという思いは人一倍よ。十二年前も、自ら進んでアオマカミとの戦いに向かったもんや」

　昔を懐なつかしみ、火梓は遠い目をした。

「こんな時に先輩が帰ってきたのは、因いん縁ねんめいたもんを感じるなあ。ま、帰ってきたって言い方で正しいかどうかはわからんけど」

「そうですか……ありがとうございます」

　杏は礼を言い、頭を下げた。

　その後火梓は寮を去り、統也たちは自室に向かった。

　寮の通路を歩いているさなか、杏はふと窓の外を見つめる。

　まず見えたのは、京都タワー。京都タワーは五重塔よりはるかに高く、ライトアップされたその姿は遠くからでも視し認にんしやすい。

　そのすぐ右に、本来ならばありえないはずの光。

　陥かん烙らくの目。

　杏はその光をじっと見つめた。

　柳りゆう眉びが、きっとつり上がる。







　統也はベッドの中でも、登校している最中でも、授業のさなかでも、知ち恵えを絞り続けた。

　とはいえ、容易に問題解決策を思いつけるものでもない。いたずらに時間を浪ろう費ひしているような気がしてならず、焦る。

　おのずと考え込む時間が長くなり、外界に対する反応が低下する。

「……あの……統也くん……？」

　杏に名前を呼ばれていることに、統也はすぐには気づかなかった。

「……ん？　あれ、僕のこと呼んだ？」

　慌てて反応すると、

「しっかりしなさいよ、統也」

　すぐ横に座る紅葉に肩を叩かれた。

　放課後、統也たち三人は学校近くの喫茶店の一角にいた。

「悪いね、杏」統也は謝った。「何かな？」

「その……統也くんの目のことで、聞きたいんだけど……」

「目のこと？　別にいいけど」

「統也くん、目が翠色に光ると、霊能力がパワーアップするんでしょ……？」

「まあね。端的に言うと、そうなる」

「その力って、自分の意志で制御できないの……？」

「それを聞かれると、痛いなあ。制御できるよう、努力はしているんだけどね」

　ばつが悪そうに、統也は首くび裏うらをなで回した。

「今のところ、努力が実っているとは言い難がたいわね。私がいなきゃ、まともに制御できないんだから」

　その隣で紅葉が呆あきれ気味に言う。

「……反論できない」

　統也はしょんぼりと肩を落とした。

「制御するのって、絶対に無理なのかな……」

　深く考え込むように、杏は呟いた。

　その態度に、統也と紅葉は悟さとるところがあった。

「杏、まさか……」

「うん」杏は頷いた。「私の力で、統也くんたちに協力できないのかな……って思って」

「いや、それは──」

　統也は言い返そうとしたが、

「何かできると思うの」

　杏は強く主張した。

「その……私の中に、ワイルドハントだった人の力が潜んでいるんでしょ？　その力を制御することができれば、戦力になれると思うんだけど……」

「それは……気持ちはありがたいけど、杏は博物館の人間じゃないわ。仮に力を制御できたとしても、一般人を危険に晒すわけにはいかないよ」

　否定的な態度を取る紅葉。しかし杏の意志を覆くつがえすには至らない。

「……うん。私は一般人だよ。でも、これは私の命がかかっている問題だもの。やれることがあるはずなのに、やらずに後こう悔かいするなんてことはイヤだよ……」

　きっ、と強い意志をたたえた瞳で、統也と紅葉を見返す。

「それに、私の中に宗像千里という人がいるんなら……京都を守るために戦うと思う。だから、私は何かしなくちゃならない……」

　統也も紅葉も息を吞んだ。

　杏の内側にこんなにも強きよう靱じんな意志が潜んでいたとは、予想外だった。

「……そうか。なら……やれることがあるかもしれないな」

　統也はコーヒーを啜った。

「スイッチが入った時の力を制御してみせる、って言うんだね」

「やるよ、私」

　深く、杏は頷いた。

　フフッ、と紅葉は笑えみを漏らした。

「……そっか。だったら、私たちは杏に協力するし、杏は私たちに力を貸してもらう。それでいいよね」

「……うん」

　頷いて、杏はわずかにはにかんだ。

　統也と紅葉にとっては、初めて見る杏の笑顔だった。

「……あの、ちょっとお手洗いに行ってきますね」

　杏は小さく頭を下げ、席を立つ。

「あ、私も」

　応じて紅葉も腰を浮かし、杏に続いた。

「……ま、やっぱり、女の子は笑ってるのが一番だよね」

　二人が立ち去ってから、統也はぽつりと呟いた。

　視線を窓の外に向けて、二人の帰りを待っていると──すぐに戻ってくる気配。

「あれ、何か忘れ物でも……」

　顔を上げて──そのままの姿勢で、統也は固まる。

「久しぶりだな、少年。ええと……神しん柳りゆう統也といったか」

　エージェント・エスメラルダが、対面に着席していた。

「…………！」

　統也はすぐさま腰こしを浮かし、懐ふところに手を伸ばす。

「落ち着け。今日はおまえたちと争いに来たんじゃない。話をしに来た」

　一方、エスメラルダはどっしりと落ち着いた様子で、軽く手を振った。

「僕らには、あんたと話すことなんてないよ」

　隙を見せないよう気を付けながら、統也はじっとエスメラルダを注視する。

　以前、異空間で遭そう遇ぐうした時とは違い、エスメラルダはごく普通の私服に身を包んでいた。狐の姿もない。こうして現実世界で出会うと、随分印象が異なる。

　だが、その表情に浮かぶ不ふ遜そんな顔つきは、間違いなくエスメラルダのもの。

「こっちにはある。正確には、鹿ろく原はら杏という少女に興味がある」

「杏……？　なんであんたが杏のことを知ってるんだよ」

　意味がわからない、という表情を装いつつ、統也は内心であたりをつけている。

　杏の体内に潜むアオマカミの欠片かけら。

　このタイミングで接触を図はかってくるなんて、それ以外にあり得ない。

「心当たりがあるはずだ。とぼける必要はない」

　心中を見み透すかすような視線で、エスメラルダは統也を刺す。

「あの少女がリターナーだということは既にわかっている」

「リターナー？」

「異界からの帰き還かん者……という意味だ」

「…………！」

　驚きを、統也は隠しきれなかった。

　表情の変化を鋭く見咎め、エスメラルダは笑う。

「ほう？　おまえも気づいているのか？　……いや、おまえもリターナーだったものな。気づかないわけがないか。もう少し早く接触するつもりでいたのだが……」

　その言葉は、統也にとっては不可解なものだった。

「僕がリターナー……？　どういう意味だ？」

「ん？」

　今度はエスメラルダが眉をひそめる。

「おまえこそ、異界から帰ってきた人間だろ？　だから鹿原杏を保護しているんじゃないのか？」

　何故なぜそう決めつけられるのかよくわからず、統也はまごついた。

「……ふうん？　依より代しろの方が完全に主人格を得ているということか？　そうか……なるほどな。それでは私の話が理解できないはずだ」

　エスメラルダは肩をすくめた。

「前言撤てつ回かいする」統也は言った。「あんたから色々と教えてもらわなきゃならないみたいだな」

「構わんよ。おまえとは一度、話をしなければならないと思っていた……」

　その時、エスメラルダの目が斜め上方を向く。

「……なんでこんなところに……⁉」

　紅葉と杏がお手洗いから戻ってきていた。予想外の珍ちん客きやくに、緊張を走らせる。

「待って、紅葉」統也は制した。「向こうに害意はないそうだ。今日のところは」

「害意はない……？」

　まるで信じられない、とでも言いたげに、紅葉はエスメラルダをじっと見つめる。杏の盾となりつつ。

「隠さないでくれ。今日はそちらのお嬢じようさんと話をしに来たんだ」

　身を乗り出して、エスメラルダは杏を視し認にんしようとする。

「……え……」

　杏は怯え、ますます紅葉の陰に隠れた。

　紅葉の目つきははますます厳しくなる。

「それだけじゃない」エスメラルダは言った。「君たちだって、あの人狼どもを疎うとましく思っているんだろ？　その点について、我々は手を取り合えるかもしれない」

「手を取り合える？　冗談でしょ。あなたたちは、人狼どもと手を取り合って社会を混乱させる側の人間じゃないの」

　紅葉は吐き捨てるように言う。

　エスメラルダは首を横に振った。

「あの五重塔はいただけない。十二年前の惨劇を繰り返そうだなんて、冗談にしては度が過ぎている。過度の混乱は、我々にとっても不利益だ。前に言っただろ？　コキュートスは無駄な損失を許さない……」

「つまり、人狼を排除するため、協力できるかもしれない……と？」

　統也の言葉に、エスメラルダは頷いた。

「こちらとしても条件はある。ただ、大した条件ではない。話し合ってみようじゃないか」

「わかった」

　統也は席から立ち上がった。

「統也！　本気なの？」

　紅葉は怒りと疑いの眼まな差ざしを統也に向ける。

「手を貸してくれるんなら、拒こばむ理由はないよ。溺おぼれる者は藁わらをも摑む、なんてね」

　と応じて、統也はエスメラルダに向き直る。

「ただ、ここじゃまずい。僕とあんたが会っているところを人狼に見られると、面倒なことになる」

「なにゆえに？」

「奴らは、あんたが人じん狼ろう狩がりをしていることを知ってるよ。アオマカミの力を持っていることも。あんたと談合しているところをおさえられたら、僕は三時のおやつにされる」

「おやつね……」

　エスメラルダは懐中から名めい刺し入れを取り出し、その中から一枚のカードを手に取った。

「……六時にその住所まで来てくれ」

　カードを統也に手渡すと、エスメラルダは紅葉の横をすり抜けて、そのまま店から出て行った。







　住所通りの場所に来てみると、雑居ビルが建っていた。

「二階、と書いてあるな」

　ビルに入ってすぐに、階段があった。

　階段を登り、二階の通路を奥まで見通す。人の気配はなく、勝手に入っていいのかどうか少しためらうところではあったが、統也は先頭を切って歩き出した。

「……どの部屋なの？」

　紅葉の問いかけに、統也は首をひねる。

「『二階』としか書いてないね」

　しかし通路にはドアがいくつか並んでいた。

「ってことは、二階まで来ればわかるってことじゃないのかな……っと、これだ」

　とある部屋の扉に、統也は気づいた。

　扉の上部に小さく、九曜紋もんに似たマークが記されている。

　四重円の周囲に十個の丸。コキュートスのマーク。

　統也はドアノブに手を掛け、押し開けた。

　その向こうに広がっているのは、小部屋だった。

　雑居ビルの部屋ではない──異界だ。

　丸いテーブルが中央に、数脚の椅子がその周囲に置いてある、手て狭ぜまな異空間だった。

「……時間通りだな」

　そのうちの一つに、エスメラルダは腰掛けていた。

「駅から近くて助かったよ」

　統也は部屋に踏み込み、椅子に腰掛けた。紅葉、杏がそれに続く。

　杏は統也の隣に座ったが、紅葉は少し離れた場所に立ち尽くした。

「どうしたね」

　エスメラルダが問うと、

「罠わなの可能性を捨てきったわけじゃない」

　紅葉は手の内に握った霊剣の柄つかを見せつけた。

「フッ。体力の無む駄だ遣づかいだぞ」

　エスメラルダは膝の上に座っている狐を撫でた。狐は目を閉とざして丸まり、眠っているようだ。

「ヨーコが目を覚まさない限り、私はここから動けない。ヨーコは無む理り矢や理り起こされるのを嫌うたちでね。喉笛を嚙み裂かれかねない」

「ふぅん？　じゃ今なら、先制攻撃が仕掛けられるってわけね？」

　紅葉は軽く柄を振り上げた。

「やめろって、紅葉」統也が制する。「僕はこの人から話を聞きたいんだ」

「私は喜んで話をするつもりだ。アオマカミの欠片について、知りたいとは思わないかね。損はないと思うが」

　にぃ、とエスメラルダは口の端をつり上げた。

「あなたの言葉が本当かなんて、どこにも担保がないじゃない。だいたい十二年前、アオマカミを蘇よみがえらせようとしたのはあなたたちじゃないの？」

　紅葉は敵意剝き出しに言い返すが、エスメラルダの態度は変わらない。

「あれはコキュートスの総意ではない。コキュートス傘さん下かの急進的な連中がやらかしたんだ」

　統也たちに向き直り、エスメラルダは語り始めた。

「奴らの組織の名は『天てん狼ろう翠すい星せい』。犯罪行為にはそれほど手を染めず、古文書調査やら霊能力研究に精を出す、いわばシンクタンクみたいな連中だった。こいつらに話を聞けばたいていの問題は解決する、ってことで他ほかの組織から重宝されていたものだが──その内部で、思想が先せん鋭えい化していることには誰だれも気づかなかった。連中が主導でプロジェクトを立ち上げる、と言い出した時は、恩返しとばかりみんなで力を貸したものだ。その時既にコキュートス傘下のとある組織のリーダーとなっていた私も、その一人」

「…………ん？」

　黙って話を聞いていた統也が、口を挟む。

「十二年前の話だろ？　あんた、そんな見た目で実はえらい年寄り……？」

　見たところ、エスメラルダの外見は成人年ねん齢れいに届くか届かないかというところ。

「そもそもあんたみたいな年齢でコキュートスのエージェントって、若すぎない？」

「それにはからくりがある。追って話す」

　小さく笑って、エスメラルダは話を続けた。

「我々には、天狼翠星のプロジェクト内容についてはよく知らされていなかった。過去の怨おん霊りようを復活させ、その力を我がものとする──という程度だ。博物館の妨ぼう害がいが予想されるため、奴らを叩け、というのが私に課された使命だった。だから十二年前のあの日、私はアオマカミが潜む異空間に行き、そこで攻撃を仕掛けてきたワイルドハントを迎げい撃げきした。だが守りきれず、ワイルドハントの執しつ拗ような攻撃によって、アオマカミは滅ぼされた。だが──」

「アオマカミは自爆して、異界の中にいた人々を道連れにした。じゃあ、今目の前にいるあんたは──」

　とまで言いかけて、統也は理解した。

　目の前にいるのが、何者なのかを。

「道連れになった者は肉体を失い、魂だけの存在となった。いや──正確には、砕け散ったアオマカミの欠片かけらと一体化することで、魂だけで存在することを許されたのだ。あの時異界の中にいた者、それに加えて新巨椋池の爆発で行方ゆくえ不明になった者の魂は、今も異界の中に潜んでいる。もはや侵入不可能となった、あの異界の中に」

　暗い怒りの気配が、エスメラルダの声に混じり始めた。

「あの異界の中には、怨えん嗟さの声が渦うず巻まいている。突然にあらゆるものを奪われた人々の苦しみ、怒り、呪のろい──そういったもので満たされているんだ。そして、その思いの強さが、閉へい鎖さされているはずの空間に穴をこじ開け、霊気雷という形で魂を現実世界へ復帰させることがある。それが彼女に取りついている存在の正体であり──」

　杏を指さしてから、エスメラルダは自分の胸に手を当てた。

「私という存在でもある。この身体は、私にとっては借り物なのだよ」

「だから、『リターナー』ってことか」

　統也の言葉を、エスメラルダは頷いて肯定した。

「そしておそらくは、君の右手も私と同質の存在だ。以前、霊気雷の直撃を受けたことがあるんじゃないのか？」

　統也は問いかけには答えず、逆に質問した。

「だったら、僕の右手には、リターナーの人格が潜んでいるってこと？　杏みたいに、何らかのきっかけでその人格が表に出てくるのか？　というかそもそも、僕らとあんたの違いは何なの。あんたはなんでリターナーとしての人格が出ずっぱりなんだ？」

「その答えを知っているのは、天狼翠星のメンバーだけだろうな。だが、個人的な経験則から言わせてもらうと、依より代しろの人物の霊力が低い場合は、私のように肉体を支配できるようだ。逆に依代の霊力が元から高い場合は、副人格になるらしい」

「なるほど。なら納なつ得とくだ。僕は霊気雷を浴びる以前からワイルドハントとして活動していた。別人格なんて一度も出たことないよ」

「よくブチ切れて別人みたいになるけどね」

　紅葉が口を挟む。

「……ふむ。誰に取りつかれているのかはわからない、ということか」

　エスメラルダが小さく首を傾かしげる。

「そうだね。というか、そんなことを知ってどうするの」

「大切なことだろう」

　何を言ってるんだ、とばかりエスメラルダは眉をひそめた。

「あの時、天狼翠星のメンバーも魂だけの存在と化した。ということは我々同様、現実世界に帰還を果たす可能性があるということだ。これから先の話かもしれないし、既に帰還しているかもしれない」

　ふと言葉を切ってから、いきなり言う。

「奴らを皆みな殺ごろしにしなければならない」

「…………」

　突然の転調に、統也はぎょっとした。

「君たちだってそうじゃないのか」エスメラルダは続けた。「ワイルドハントのメンバーを随分失ったはずだ。その首しゆ謀ぼう者どもを許せるか？　少なくとも私は許せない。連中がこの世に帰ってきているって言うんなら、きっちりと地獄に送り返してやらなくてはな」

　よく抑よく制せいされた声ではあったが、その裏には煮えたぎるような怒りの気配が潜んでいた。

　エスメラルダの視線が静かに動き、杏を捉とらえる。

「……そちらの娘には、誰が取りついているんだ？」

　その視線には、殺意が隠されていた。

　天狼翠星のメンバーであれば、この場で殺す──そう語っている。

　殺気に反応したか、狐が目を覚ました。

　頭を起こして、統也たちを凝視。

　闇やみの中で光を浴びた猫のように、その目は爛々と輝いている。

　すっかり動揺して、杏は息を止めていた。

「……落ち着いて」

　統也は手を掲げ、エスメラルダの注意を惹いた。

「杏に誰が取りついているのかはわかっている。宗像千里って名前の、元ワイルドハント……らしい」

　と、正直に語る。

「ほう？　本当かね？」

　エスメラルダの懐疑の視線に、統也はひるんだ。

　実際のところ、それを証明する方法などありはしない。火梓の言葉しか、杏と宗像千里をつなぐものはないのだから。

　そんなあやふやな事実関係のまま、押し通すことができるだろうか。

　不安を覚えた、その時。

「……本当だ」

　と答えたのは、杏だった。

「へ……」

　見やると、杏はエスメラルダをしっかりと見返していた。

　わずかながら、目を翠色に光らせて。

「彼の言う通り、私は宗像千里……かつてワイルドハントに籍せきを置いていた……」

　普段の杏らしからぬ、落ち着いた声で名乗った。

　エスメラルダは杏をじっと見つめる。

　統也も紅葉も何が起きているのか理解できず、とにかく経けい緯いを見守る。

　杏は真っ向からエスメラルダを見み据すえていたが──ゴミでも入ったかのように、手で目元を押さえた。

　少しして、手を離す。
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　その時には、目の光は消えていた。

　杏は、自分に視線が集まっていることに少々慌てて、

「……あ……ごめんなさい。ちょっと寝てたみたい……」

　と愛あい想そ笑いを浮かべた。

「寝てた？　今、『私は宗像千里』って言ったぞ……」

　統也の指摘に、杏は小さく驚く。

「え……本当？　いや……私、覚えてないけど……」

「……そうか。わかった」

　エスメラルダが声を割り込ませた。

「君たちの言うことを信じよう。君に取りついているのが天狼翠星の人間の魂でないのならば、敵ではない。ある意味では味方と言える」

「味方……ねえ」

　統也は肩をすくめた。

「ま、そういうことにしておこう。今はあんたの相手までしている場合じゃないからね。あの五重塔の天てつ辺ぺんにいるＳＣをどうにかするのが先だ」

「問題を取り除くために、手を組もう。私としても、あのＳＣのニヤニヤ笑いを見るたびに不愉快で仕方がない」

　す、とエスメラルダは手を差し伸べた。

　統也はちらりと紅葉を見つめる。

「……いいんじゃない？」

　紅葉は頷いた。

　統也は頷き返して、エスメラルダに向き直り、その手を握った。







「いい匂いッスねこの食べ物！　バナナって言うんですかい？」

　京都駅屋上の片かた隅すみで、人狼がバナナの匂いを嗅かいでいる。

「そう、これはバナナという食べ物だ。気に入ったんなら食べてくれよ」

　とバナナを差し出したのは、デッキチェアに腰掛け優ゆう雅がにバナナを食べている平ひら松まつである。

　この日、平松は京都駅屋上から陥烙を監視する任についていた。

　東寺五重塔、そして偽五重塔は京都駅に近く、駅屋上からなら双そう眼がん鏡きようを使うまでもなく視し認にんすることができる。陥烙の動きを観察するには最適の場所だ。特別に屋上西側の端はしのヘリポートに入れてもらい、椅子とパラソルを持ちこみ、平松は退屈な任務を務めている。

　陥烙はニヤニヤ笑いを浮かべながら、ギラギラと両目を光らせている。塔の上で身じろぎしたり、あちらこちらに目を向けたり、と陥烙もかなり退屈そうではある。とはいえそんな事実も別段慰めとはならず、平松はただバナナを食べ続けることに喜びを見み出いだすしかなかった。

　そこにふらりとやってきたのが、半はん次じという名の人狼である。

　五重塔の監視業務を続けるうちに、平松はある程度ながら人狼の個人個人を見分けられるようになり、なおかつ数人の顔見知りを作っていた。半次は顔見知りの一人なので、ためしに話しかけてみたところ、思いの外友好的な態度が返ってきた──というところだ。

「いやあ、あっしらは所しよ詮せん霊りよう異いですから、食い物を食う必要なんてありゃしませんのでね。匂いだけで満足させてもらいやすよ」

「そうかい。悪いな」

　手元のバナナを食べ終えると、平松は差し出していたバナナの皮を剝き始めた。

「しかしそんなにいい匂いなのか？　こいつはごく普通の安いバナナだけどな」

「屋上に来た瞬間から、独特の匂いがぷんぷんとしやしたぜ」

「屋上に来た瞬間？　ああ、そういやあんたら、犬並みの嗅きゆう覚かくがあるんだったな」

「……おっと旦だん那な、そういう言い方はいけませんや。あっしらは犬呼ばわりされるのを何よりも嫌いやすんでねえ」

　わずかに半次の表情が陰かげった。

「あ、すまん」平松は謝った。「他意はないんだ」

「わかってやすぜ。ただ、気を付けなさった方がいいって伝えたくてね」

　半次は遠くを見やり、突然姿勢を正した。

　平松は身体をひねってその視線を追い──

「おや。夜行丸じゃねえの。腰が軽いな」

　人狼たちのボスの姿を見出した。

「おぉぉい！　おまえ！」

　夜行丸は半次の姿を認めると駆け寄り、その喉元に手を掛けて締め上げた。

「こんなところで人間なんぞと雑談かァ⁉　命令が伝わってねえとか言わねえよなァ⁉」

　ゴボゴボ、締め上げられている方は声にならない悲鳴を上げ始めた。

「おいおい、やめてやれよ。外回り中にちょっと休んだくらいで、そこまですることはないだろうに」

　見かねて平松が割り込んだ。

　夜行丸は平松を無視している風だったが、やがて半次を振り捨てた。

「人捜しをしろつってんだろうが。こちとらカリカリ来てんだ、しっかりしやがれ！」

　八つ当たりとしか思えない調子で、叫びをぶつける。

「人捜し？　あんた方、アオマカミの欠片かけら捜しをしているんじゃないのか」

　平松が問うと、夜行丸はきっ、と睨み返した。

「さっきからくせえくせえと思ってたら、その食い物か。ちょいと引っ込めろや、鼻が腐るだろうが」

「……そりゃ失礼」

　おとなしく平松はバナナをビニール袋に、テーブル上に放置していた皮を用意していたゴミ袋にしまった。

　その作業を眺ながめながら、夜行丸は短く言った。

「目が翠色に光る奴を捜してるんだよ」

「目が？　神柳統也のことか？」

　何の気なしに、平松は言った。

　夜行丸はすぐに気がついた。

「……統也？　そいつは……おい、その統也ってのは、この間俺に会いに来た野郎か？」

「ん？　統也を捜しているんじゃないのか、あんた？」

「こっちの質問に答えろや」

　礼れい儀ぎ正しいとは言えない物言いにわずかに平松は顔をしかめたが、

「……そうだよ。右手に手袋をはめている高校生男子だ。昨日も五重塔に行ったらしいな。何か用があるってんなら、取り次いでやらないでもないが？」

　夜行丸はすぐには答えなかった。

「あの野郎……目が翠色に光るだと……？」

　つい昨日の問答を、夜行丸は思い出す。

　翠色の目の人物の話題を部下が出した時──あの男、ひどく動揺していなかったか？

　今になって思い起こしてみれば、大広間に入ってきた時からあの男は挙動不審だった。単なるどうしようもないビビりだと思っていたが──

　何かしら心当たりがあって、恐れていたのだとしたら？

　その後、エスメラルダなる人物こそが部下を殺した犯人だと連中は主張したが──

　あの必死さを考えると、どこまで信用できるのか。

　その場で話を合わせ、不都合や矛む盾じゆんに気づかれないよう大声を張り上げて、無む理り矢や理りに夜行丸を納なつ得とくさせたのではないか？

　全すべては、実際にやったことを隠すため。

「そうか、そういうことかよ……神柳統也！　なめた真似まねをしてくれたもんだな……！」

　合が点てんがいった、と夜行丸は思った。統也が夜や叉しや丸まる、夜や五ご郎ろう丸まるを殺したと思いこんだ。

「おい人間！　その統也とやらを今すぐ呼び出してもらおうか！」

　ギリギリ、と牙を剝き出しにして嚙みしめて、居い丈たけ高だかに平松に命令する。

「……前言撤回だな。はいそうですか、とは言えなそうだ」

　平松は静かに立ち上がった。夜行丸を凝視しつつ、懐に手を伸ばす。

「さっさとやれ！　さもなきゃてめえもこの場でぶっ殺すぞ！」

　夜行丸も腰をわずかに落とし、戦闘態勢を取る。

「ちょ……ちょっと待って下さいよ」

　突然の事態に、半次はお互いを静めようと間に進み出る。

「何もこんなところで切ったはったなんて──」

　半次の発言は、そこで途切れる。

　夜行丸が半次を片手で捕まえ、平松目がけて放ほうり投げた。

「お──」

　避よけきれず、平松は半次を身体で受け止める。

　平松の視界が覆われた、次の瞬間。

　夜行丸は腕を伸ばし、半次ごと平松を貫いた。

「…………⁉」

　胸に複数の衝撃。

「……ちょ……夜行丸さん……⁉」

　平松の目の前には、驚きに包まれた半次の顔。

　ぐりん、と白目を剝いたかと思うと、弾けた。

　核を砕かれて、半次の身体は霧む消しようした。

　視界が広がって、平松は自分の身に何が起きているのかを知った。

　夜行丸の手の先から伸びた複数の爪が、平松に突き刺さっていた。

　懐中から霊刀の柄を取り出そうとした手を、胸に縫いつけて。

　そして、爪は平松の背面まで突き抜けていた。

「……ァ……」

　悲鳴を上げることもできなかった。

　ひょい、と夜行丸は爪を短くして引っ込める。

　平松の巨きよ体たいが崩れる。テーブルをなぎ倒して、バナナの皮を詰めたゴミ袋の上に突っ伏ぷした。

「ケッ！　人の話を聞かねえからだ」

　吐き捨てると、夜行丸は一いち瞥べつもくれず、陥烙へと視線を投じた。

　両目を断続的に輝かせ、陥烙へサインを送る。

　それを受けて、陥烙はまったく同じパターンで両目を輝かせ始めた。

　放たれたサインは、京都中にいる人狼たちに伝わる。

　夜行丸の指示を受けて、人狼たちは一斉に動き出した。







「……演技だった？　マジで？」

　統也は耳を疑った。

　杏は小さく頷き返した。

「……うん。さっきのは私のアドリブだよ……。私が『宗像千里』って言ったの。別人格が現れたわけじゃないよ」

　統也、紅葉、杏の三人は、サザンカと公園にて合流していた。一ヶ月ほど前に来た、水族館がある公園である。公園内の林の中で待て、とのエスメラルダの言葉を受け、待機しているところである。

「杏が機転を利きかせた……ってことか」

「……あれで良かったよね？」

　心配そうに、杏は言った。

「良かった。というか、ナイス判断よ」

　紅葉が笑えみを向ける。

「あれで随分話が手っ取り早く済んだんじゃない？　でも、目の光はどうしたの？」

　問いかけに、杏は実際に目を光らせることで答えた。

「このくらいは、私の意志でできるから……うっ」

　何度か翠色の光を明めい滅めつさせていたが、不意に手で目元を押さえる。

「大丈夫？」

「だ……大丈夫……」

　手を離して、杏は何度か目をしばたたいた。

「ごめんなさい……。まだ油断すると、心を乗っ取られかける……」

　呟いてから、紅葉を見返す。

「でも……私、できると思う。この力を制御すること……。今すぐに、は難しいかもしれないけど、時間さえ掛ければ……」

　固い決意の色が、杏の瞳の中で輝いていた。

「焦る必要はないからね」

　紅葉はそっと杏の手に手を重ねた。杏の視線を確かく認にんしながら。

　杏の目が光ることはなかった。

「私たちの力になりたい、という気持ちは本当にありがたいと思ってる。でも、思い詰めないでね。力になるにもいろんな形があるんだから」

「……わかってる」

　杏は頷いた。

　そんな二人の様子を側そばで眺めていた統也だったが──

「ところで統也」

　サザンカが直接頰を触ってきた。

「冷たい！　なんだよいきなり」

「あちらの二人に見とれているようでしたので」

　澄すました顔で、サザンカは言う。

「それより、火梓に連絡したのですか？」

「いや、してない。……するべきかなあ」

　統也はためらっていた。

「たとえ重大な目的の達成のためとはいえ、コキュートスの人間と手を組むのが許されるんだろうか」

「それなら気にする必要はありませんよ。一時的に敵対者と手を組むことくらい、よくあることです。その手の取引、博物館はよくやってきましたからね。火梓は不問に付すでしょうよ。ただ……」

　サザンカは一旦言葉を切り、空を仰ぐ。

　現在位置から、陥烙の姿はよく見える。夕ゆう闇やみに包まれた空を背景に、陥烙は両目を断続的に光らせていた。

「アレを確実に潰せる、と判断するかどうかは、わかりませんね」

「うむむ……。気が重いなあ。でもまあ、連絡だけは入れておくか……」

　吐き気に苛まれながら、統也は電話を取り出した。

　最悪の場合、「作戦が失敗したら、ウチは何も知らんかったことにするで。責任は一人で取りや」と言われても不思議ではない。

　どんな反応が返ってくるやら──などと考えているうちに、

『もしもし？　統也？』

　火梓が電話に出た。

「副長ですか。実はですね、──」

　統也は語るべきことを時間を掛けて語った。

「──というわけなんですが、いかがでしょう」

　全てを言い切って、火梓の反応を待つ。

　火梓はなかなか言葉を返してこなかった。

「……あの……副長？」

『……難しい判断を投げてきよるな』

　統也が控えめに急せかすと、あまり元気のない声が返ってきた。

『もう一回、作戦を説明してや。コキュートスのゲート職人を連れてくるやと？』

「はい。リッピングカードを作った人の力を借りるそうです」

　エスメラルダが提案したのは、ゲートを作り出して陥烙を誘ゆう導どうするという作戦だった。

　陥烙の直上に、陥烙を丸ごと吞み込めるゲートを作る、というのである。

「動くゲートを作る、って話なんですよ。それで陥烙を吞み込んでしまうとか」

　ゲートを動かして陥烙を取り込み、無理矢理異界の中に閉じこめる。

　巨大すぎるゲートを長時間維い持じすることは難しく、すぐに閉まってしまう。しかしこの場合は好都合だ。陥烙が異界の中で自爆したとしても、その影響は現実世界には及およばない。仮に陥烙が自爆を中止したとしても、あとは異界の中で統也たちが始末をつければいいというわけだ。

　一通りの作戦を、統也は改めて説明し、

「僕が責任を取ります」

　最後にそう付け加えた。

「しくじった場合は、副長は何も知らなかったことにして下さって構いませんよ」

『……アホなこと言うなや』

　怒りのこもった声が、電話口から返ってきた。

『自分ごときが責任を取るとか、百年早いわ。責任を取るのはウチの仕事やで』

「じゃあ、作戦を決行して構わないんですね」

『しっかりやったれよ。自分らがミスったら、ウチは新しい仕事探さなあかん』

「……なんとかしてみせますよ。京都市民の命がかかっていますしね」

『なら、任せたで……』

　火梓は一旦言葉を切ったが、

『……ホンマに大丈夫なんやろな』

　重ねて尋ねてきた。

「全力を尽くします」

『状況が状況だけに、他ほかの人員を回すことがでけへんからな……。んんん～、自分らに任せていいんかいな……』

　迷いに迷う火梓。

「どっちなんですか」

『……まあええわ！　もう任せたる！』

　ついに考えるのを放ほう棄きしたらしく、投げやりに言い捨てた。

『吉きつ報ぽうしか期待してへんからな！　頑張れよ！』

　一方的な言葉を最後に、通話は切れた。

「……やれやれ」

　苦く笑しようしながら統也は携帯電話を切った。

　火梓の期待を裏切らないためにも、なんとしても作戦を成功させなければならない、と思いを新たにする。

　ちょうどその時、エスメラルダの姿が林の向こうに見えた。

　人狼の目を避けるため、変装して見た目の印象を変えている。狐の姿はそばにはなく、代わりに人を一人引き連れている。ニットキャップをかぶり、大きなサングラスで顔を隠した男性だ。

「……問題が発生した」

　林の木立の中に紛まぎれ込むように立ち、エスメラルダは単刀直入に言った。

「問題だって……？」

「はい、その……技術的な話なんですが」

　答えたのは、男性の方だった。声が妙に甲かん高だかい。

「この人が、コキュートスのゲート職人なの？」

　説明を聞く前に、統也は確認を求めた。

「門かど真まだ」

　エスメラルダは男の名を呼んだ。

「よろしくお願いします。も……もちろん、コードネームですけどね」

　門真は小さく頭を下げた。

「コードネーム門真、ね。前から思ってたんだけど、あんた方のコードネームって統一性がまるでないね」

　統也の指摘に、エスメラルダは肩をすくめた。

「コキュートスは複数組織の寄り合いだ。組織が違えば、コードネームの付け方も違う」

「そんな豆知識はどうでもいい」紅葉が割り込んだ。「技術的な問題ってのは？」

「それなんですが……陥烙の霊力が予想外に強すぎまして……。予定していたような大きいゲートが作れないんですよ」

　門真の言葉に、統也は目を丸くした。

「えっ。それって、作戦の根幹に関かかわる大問題じゃないか」

「作れないことはないんですが……」

　門真は一枚のカードを取り出した。おそらくリッピングカードだ。現実世界の空間を裂き、異界へのゲートを作る霊的機能を備えた代しろ物ものである。

「陥烙の至近距離に、となると、人一人がどうにかくぐれるゲートを作るのがやっと、というところです」

　門真の言葉を受けて、統也は陥烙の姿を仰ぎ見る。

「そのサイズのゲートをあいつにくぐらせるのは無理だろうなあ……」

「針の穴に綱つなを通すようなものですよ、残念ながら。申し訳ありません……」

　門真は頭を下げた。

　紅葉の表情がにわかに曇る。

「……でもそうなると、作戦どうするの……？」

「考え直すしかない。おまえが陥烙に特とつ攻こうを仕掛けると言ってくれるのなら、別だが」

　エスメラルダはさらりと言った。

　紅葉は柳眉を逆立てる。

「私はまだ死にたくない」

「おまえが命がけで陥烙を止めてくれるというのなら、それは無駄な損失ではない」

「人の命だと思って勝手なこと言わないでよ！」

　つかみかかるような勢いで、紅葉が一歩踏み出した。

「こんなところで仲なか違たがいしてどうするんだ」

　統也が紅葉の腕を摑んで止めた。

　しかるのち、エスメラルダに向けて紅葉の代弁をする。

「特攻なんて冗談じゃないよ。マジな話、紅葉にいなくなられたら僕が猛烈に困るんだ。誰だれが僕の暴走を止めてくれるんだ、って話でね」

「統也……」

　口元をほころばせて、紅葉は統也の肩に手を置き、

「ま、そういうこと。作戦を考え直すべきよ」

　とエスメラルダに主張する。

「そうか。なら仕方ない、別の手を考えるしかあるまい。……ただ、気が変わったらいつでも使ってくれ」

　エスメラルダは門真からカードを受け取って、紅葉に渡そうとした。

「あのね、……」

　紅葉ははたき落とそうとしたが、

「一応もらっておくよ」

　素す早ばやく統也が手を伸ばし、カードを取り上げた。

「何かの役に立たないとも限らないし。こいつを使えば陥烙のそばまで行けるんだね？」

「はい」答えたのは門真だった。「ただし、事実上、一方通行ですからね。陥烙のそばではゲートを維持するのも難しくてですね……。どんどん小さくなっていくと思うんですよ。一度くぐったが最後、戻ってくるのは不可能ですよ。陥烙を排除しない限り」

「そうなんだ。……僕がゲート越しに陥烙を直接射しや撃げきするってのはどうかな？」

　統也の提案に、エスメラルダははっと息を吞んだ。

「ゲートを、飛び道具の射出口として使うのか。アリかもしれないが、確実に陥烙を仕留められるのか？」

「それは、……どうだろうな。紅葉の霊剣で刺すほどには、確実じゃない……かも」

「確実でない限りは、決行するべきではないな。だがそのアイデア自体は悪くない。少しアレンジすれば……」

　とまで言いかけて、エスメラルダの視線が鋭く動いた。

「……また後で」

　短い挨拶だけを残すと、リッピングカードを取り出して空間を裂き、門真とともにゲートの中へ消えていく。

「突然何よ……」

　紅葉は、エスメラルダが見ていた方へ顔を向け──その理由に気づいた。

　人狼が、統也たち目がけ歩み寄ってきている。

　三人の人狼が、険しい目つきで統也を見据えていた。

　見るからに殺気だっている。

「なんか……一緒に欠片かけら捜しをしよう、って雰囲気じゃなさそうね」

「……とうとう、僕が三時のおやつにされる時が来たかな……？」

　答えは、向こうから飛んできた。

「おおう！　てめえがアオマカミの欠片を持ってたそうじゃねえか！　よくも騙してくれたな⁉　夜叉丸兄貴や夜五郎丸兄貴の仇かたきだ！」

「……モロバレ？　参ったね。なんでわかったんだ……？」

　統也は霊銃を取り出した。

　紅葉も霊剣の柄つかを握り、サザンカは背後に杏を隠すように進み出る。

　そんな統也たちの姿を見るや、人狼たちは──

「……仕掛ける！」

　地を蹴り、走り出した。

　両手の爪を長く伸ばして。

「……弁明する時間も与えてくれないのかよ！」

　統也は霊銃を放った。まずは威嚇のため、足あし下もとに弾たまをばらまく。

　人狼たちは散開し、左右から回り込んできた。

「統也！　杏を守るのが最優先ですからね！」

　サザンカが叫び、思い切り息を吹いた。

　凍いてつく息が地面を撫でて、瞬時に氷結させる。

「ムオ……！」

　一人が氷に足を取られ、見事に転倒した。尻しりで地面を滑すべり、

「はああッ！」

　紅葉が地面に突き立てた霊剣に自分から突とつ撃げき。避よけることかなわず、真っ二つになった。

「ぬおおッ」

　短い悲鳴を上げて、滑りながら塵と化す。

　しかし後続は同じ轍てつを踏まず、

「この程度で転ぶかッ！」

　うまくバランスを取り、足で滑った。スケートの要領で迫り来る。

「いい的だっての！」

　人狼の進路を予測して、統也は霊弾を撃ち込んだ。

　霊弾は二人の人狼の核を正確に撃ち抜く──はずが、

「ふんッ！」

　二人とも、足の爪を氷に突き立てて急停止。

　一人は大きく軌道を変えて、統也に襲いかかった。

「そらァ──ッ！」

　鋭い爪の斬ざん撃げきが、統也の頭上から降ってくる。

「ム……⁉」

　咄嗟に統也は頭上目がけて一発撃ったが、

「ふんぬッ！」

　人狼は身体をひねり、回転させて直撃を回かい避ひ。

　逆に、爪で統也を引っ搔いた。

「うわッ⁉」

　地面に身を投じ、統也は逃げた。

　身体を打ちつけ、一回転し、距離を置いて立ち上がる。

　痛みに顔をしかめつつ、右腕を持ち上げる。

　制服の袖が裂け、その下に赤い血の筋がかいま見えた。

「統也！」

　鋭い紅葉の叫び声。顔を向けると、もう一人の人狼が、両手で紅葉の霊剣を押さえ、力比べをしていた。

「ちょっとこれ、まずいわよ！」

　紅葉の視線はあらぬ方向にも振り向けられている。その先を辿たどると──

「……あそこだ！　あそこにいるぞ！」

「神柳統也を生け捕どりにするんだ……！」

　新たな人狼の群れが迫り来ていた。わらわらと。

　三体まで視し認にんしたところで、統也は数えるのをやめた。

　多勢に無勢。加えて、杏を守らなければならない。

　とあれば、やるべきことは一つ。

「逃げるぞ！」

　呼びかけつつ、統也は霊弾を連射した。狙いは大まかに、とにかくばらまく。

　人狼たちが怯ひるんだ隙に、統也たちは一ひと塊かたまりになって逃げた。

　しかし、新手がどんどん現れる。逃とう走そう経路を塞ふさぐように。

「というか！　人狼ってこんなにたくさんいたの⁉」

　先頭を走る紅葉が、霊剣を振り回しながら叫ぶ。

「僕もびっくりしているところだよ！」

　しんがりについて走る統也が言い返した。

「というかこいつら、犬並みに鼻が利くんだよな⁉　どうにかしないと地獄の果てまで追いかけられるぞ！」

「……それなら任せて……！」

　応じたのは、杏だった。

　上着の内側から、二本のスプレーを取り出す。

「しゃああああ──ッ！」

　その時、紅葉の剣をかいくぐった人狼が一人、杏に襲いかかった。

　杏は慌てず、二丁拳けん銃じゆうの要領でスプレーを構えて、

「あっち行って！」

　人狼の顔がん面めん目がけて射出した。

　途端、ワサビの刺し激げき臭しゆうが爆発的に広がった。

「おがッ⁉」

　敏びん感かんな鼻先にそんなものをぶつけられては、たまったものではない。人狼は思い切りのけぞり、転倒した。

「このッ！」

　素早く統也が霊弾を撃ち込み、倒れた人狼の核を貫く。

　走り抜けながら人狼を踏みつけると、その身体は弾けて塵と化した。

「……なかなか強烈だね、そのスプレー……！　痴ち漢かん撃げき退たい用に持ってるの？」

　統也もやや涙目になっていた。

「部屋にワサビの香りを振りまくために持ってるんだよ……！」

　走りながら、杏は言い返した。

「……まあ、臭跡をまくのにちょうどいいわね。どんどん撒まいて！」

　紅葉の意見に従って、杏はスプレーを四方八方に撃ちまくった。

　見えないワサビ臭の雲の中に突撃した人狼たちは、鼻び孔こうを刺し激げきされて立ち止まる。ある者は転倒し、ある者は咳き込み、ある者はひどいくしゃみを連発し──と、統也たちを追いかけるどころではなくなった。

　その隙に統也たちは走り去った。







　５　ユニット・ケミストリー







「あたしは博物館じゃあバカ正直で通っている女だ……」

　と、巴ともえは人狼に語りかけた。

「中に二十万円が入っていた財さい布ふを拾って警察に届け、持ち主が現れた後も謝礼を断ったことがある。あたしは謝礼が欲しくて財布を届けたんじゃない、そうすることが正しいと思ったから届けただけなんだ。わかる？」

　人狼は何も答えず、ただ首をねじって睨み返すばかりだった。

　人狼は、壁にべたりと張り付き、背中の中心を霊刀の鞘さやで押さえられていた。たった一点を、さほど強くもない力で押されているにもかかわらず、逃げられない。逃げようとするたびに巴が力の具合を変えて、人狼の動きを封ふうじてしまう。

「正直ついでに言っておくと、あたしの名前は梅ばい光こう院いん巴。好きな四字熟語は『謹きん厳げん実直』と『品行方正』だ。つまり何が言いたいかというと──」

　巴は霊刀を腕を伸ばして握り、人狼を制している。ただ突っ立っているようにも見えるが、その実人狼をじっと注視し、構えている。いかなる動きにも即座に対応できるように。

「あたしの正直な言葉を信じて欲しいってことだ。あんたがあたしの質問に誠実に答えてくれるなら、尋じん問もんの後は見み逃のがしてやる。このあたしに襲いかかったという大罪も忘れてやろう。あんた、なんであたしを襲ったんだ？　目的を言ってもらおうか」

「……ググ……わかったよ……！」

　人狼は要求されるままに語った。

　夜や叉しや丸まる、夜や五ご郎ろう丸まるを殺したのは統とう也やだ、という夜や行ぎよう丸まるからの連絡があったこと。

　統也を生け捕りにして京都駅まで連れてこい、という指令を受けたこと。

　だが統也がどこにいるのかわからないので、手近なワイルドハントを捕まえて吐かせようとしたこと、等々。

「あたしに喧けん嘩かを売ったのが運うんの尽きだったな。しかし、なんで京都駅なんだ？　あんたらの本ほん拠きよ地ちはあの偽にせ物ものの五重塔だろうに」

「今、夜行丸さんが京都駅にいるんだろ。京都駅の屋上なら、陥かん烙らくに指示を出すのも簡単だし、それに眺めがいいじゃねえか。京都中を見渡せるし」

「陥烙を落とす場所を物色でもしてるのかね。……最後に聞く。あんたの名前はなんだ」

「捨すて吉きちってんだ」

「じゃあ捨吉、あんたを解放してやるよ。ただし、どこか遠くへ逃げることだな。自由になった後で改めて夜行丸に荷か担たんするって言うんなら、その時は必ず殺す。わかったな」

「……わかった」

　捨吉がおとなしく頷くのを見て、巴は霊刀を離した。

「さっさとどこかへ行きな」

　そう言い捨てて、巴が背を向けた瞬間。

「……隙ありィ！」

　捨吉は巴に飛びかかった。

　爪を長く伸ばし、巴の心臓を裏から狙おうとして──

「……フン！」

　巴は身体をひねり、鞘を突き出す。

　鞘は、捨吉が伸ばした腕の袖の中へ、深く潜り込んだ。

「……あれ……⁉」

　捨吉の爪は、巴に触れるはるか以前で止まった。

「言っただろうが。あたしは正直者なんだ」

　巴は刀を袖に入れたまま操あやつり、捨吉を押し下げた。

　捨吉は抵抗できず、そのまま地に這はいつくばってしまう。

　鞘を袖の中に残したまま、巴はするりと抜ばつ刀とう。

「だから噓つきは許せないんだよ」

　真上から霊刀を突き下ろした。

　霊刀は、正確に捨吉の核を貫いた。

　捨吉は全身を硬直させ、塵と化した。

「閻えん魔ま様に舌を抜いてもらうこったな」

　巴は鞘を持ち直して納刀し、霊器を消した。

「さて……統也に伝えてやらなきゃな。あたしは正直者なんだから」

　携帯電話を取り出し、巴は歩きながら操作を始めた。







「……ありがとう。それじゃ、またいずれ」

　礼を言って、統也は巴との通話を切った。

「人狼どもがあんたを捕まえに来るから気を付けろ、だって」

　携帯電話をしまいながら、通話の内容を伝える。

「……その忠告、少し遅すぎやしませんかね」

　周囲に油断なく視線を走らせながら、サザンカは言った。

　統也たち一行は追つい跡せきを逃れ、京都駅近くのショッピングモールの中を歩いていた。様々な人々が行き交かい、かつ食べ物をはじめとした多様な匂いが混じる空間を通り抜けることで臭跡を消すのが目的である。

「あと、夜行丸は今、京都駅にいるらしいよ。僕を生け捕りにして屋上に連れてこい、という指令が出ているらしい」

　短く統也は息を吐き出した。

「ビアガーデンじゃないんだから。酒でも飲みつつ、僕をつまみに食べるつもりかね」

「すぐそばだね……京都駅って」

　杏きようの言葉に紅くれ葉はが頷く。

「だよね。……思うんだけど、むしろこっちから夜行丸のところに乗り込むってのはどう？　私たち、永遠に逃げ回っているわけにもいかないでしょ。こうなった以上、夜行丸を倒すしかないんだから」

「妥だ当とうな意見だ」

　統也が頷いた時、またも携帯電話の呼び出し音が鳴った。

「副長からだ。はいもしもし……」

　人通りの多いモールの通路をかき分けつつ、統也は火梓かずさの話に耳みみを傾かたむける。

　通話は短時間で終わった。

「……夜行丸から博物館の方に直接連絡が行ったらしい。平ひら松まつさんが人ひと質じちに取られているようだ」

「平松さんが？　五重塔の見張りをしていたところをやられた？」

「だろうな……」

　統也の目が怒りに光った──が、すぐに自覚して心を静める。

「……で、要求があったらしい。平松さんを返して欲しかったら僕を差し出せ、って」

「ははあ。部下どもがだらしないから、直接交渉にきましたか。もはや紅葉の言う通り、屋上に乗り込むしかなさそうですね」

　サザンカは渋い表情を見せる。

「そうだなあ。ここまで大事になった以上、副長もワイルドハントを引き連れて駅に行くって言ってたよ。ただ、僕らは……手ぶらで行くのは芸がない」

　少し考え込んでから、統也は顔だけ向けて紅葉たちに問うた。

「ロープってどこで売ってると思う？　モールの中で売っているところあるかな？」

「ロープ？　何に使うの？」

　紅葉の問いに、統也は真ま面じ目めに答えた。

「僕を縛しばるんだ」

「……はあ？」

　あきれ顔の紅葉を尻目に、統也はショッピングモールのフロアガイド図を見つけ、テナントリストをざっと確かく認にんした。

「それらしい店はなさそうだな。じゃあ巴に調達してもらうか」

「……巴を呼ぶの？」

　紅葉は露骨に嫌な顔をしたが、

「ああ。作戦を思いついたんだけど、多分巴がいた方がいいと思うんでね」

　統也はそう答え、携帯電話で巴の番号をコールした。







　京都駅ビル名物の大階段は現在、ほぼ無人となっていた。

　駅そのものが閉鎖され、本来ならば人でごった返す時間帯であるにもかかわらず、不気味なほどの静せい寂じやくに包まれている。交かわされる声といえば、駅の封鎖に携たずさわる警官、そして博物館から派は遣けんされたワイルドハントたちの会話ばかり。

　その中に、火梓の姿があった。実際の封鎖作業などは部下たちに任せ、自らは情報係として各方面との意思疎そ通つうに勤いそしんでいる。大階段の登り口、四階の広い踊おどり場にて壁にもたれ、携帯電話で各方面とやりとりを繰り返していた。

　と──十何回目かの通話が切れたその時、火梓の隻眼が妙な人ひと影かげを捉とらえる。

「……何やあいつ」

　喧嘩でボコボコにされたような男が、エスカレーターを登ってふらりと現れた。

　上着はＹシャツ一枚で大きく乱れ、顔は痣あざだらけ。赤と青と肌はだ色いろのモザイク模様になっている。今すぐにでも病院に行くべきであろう人物と見えた。

　なんでこんなところに、と火梓は疑問に思ったが──その正体に気づいた途端、疑問は晴れた。

「……って、よう見たら統也やないか！」

　火梓は慌てて統也のもとに駆け寄った。

「副長、お疲れ様です」

　見た目に反した元気そうな声で、統也は応じた。

　統也だけではなかった。そのすぐ後ろには巴がつき、さらにその後方には紅葉、サザンカ、そして杏がいた。

「どないしたんやその格好。紅葉のおっぱいでも揉んでタコ殴りにされたんか……？」

　とまで言ったところで、火梓は違い和わ感を覚えた。

　統也の顔面の痣は本物なのか、と無意識に手を伸ばし──

「触らないでくださいよ。メイクですから」

　統也は顔を背そむけた。

「今からこいつで統也を縛り上げたら完成だ」

　巴が肩にかけていたロープを持ち上げる。

「はああ……なるほど。そういう作戦で行くんやな」

　説明を受けるまでもなく、火梓は理解した。

「そういうことです。陥烙にサインを送る間も与えずに、夜行丸を瞬しゆん殺さつしてみせますよ」

　統也はニヤリと笑ってみせる。

　対照的に、火梓の表情は曇った。

「それが陥烙対策なんか？　それはちょっと承服でけへんで」

「いえ……陥烙対策は別に用意してますよ」

　答えて、統也は紅葉と杏に視線を向けた。

「具体的にどうするかと言うとですね、──」

「その前に統也を縛るぞ。説明はその間にやってくれ」

　巴がロープの山を床に投げ、準備を始めた。

「はいはい、私が縛るわよ」

　紅葉がロープの先端を受け取って、統也の身体の周りにぐるりぐるりと巻き付ける。

　統也は縛られるがままになりながら作戦を説明した。

「──で、最後は、紅葉の吸収能力に全すべてを賭ける、ということです」

「はああん……。そうかい、そういうことか……」

　説明を受けて、火梓は一応納なつ得とくした。

「ま、こーなったらしゃーない。紅葉の力が陥烙を完全に消すことを望むしかないな。ただ……それはさておくとして、素人しろうとを連れていくってのは心配やなあ」

　火梓の視線は杏に注がれる。

「……あ……足手まといにはなりません……。これは私の問題でもありますから……決着を人任せにはできない、と思います……」

　これ以上ない真剣な表情で、杏は言い返した。口調は相変わらずおどおどしていたが、決意は固い。

　フ、と火梓は小さく息を吐いた。

「……『人任せにはできない』か。千ち里さとさんもようそんなこと言っとったわ。何事につけ、自分の流りゆう儀ぎにこだわる神経質な人やったからな。きっと自分には、千里さんが力を貸してくれるやろ……」

　懐中から霊力カートリッジを二本取り出し、手て渡わたす。

「持って行きや。カートリッジを使えば、安定して霊器を発現させられるはずやで」

「……ありがとうございます」

　うやうやしく、杏はカートリッジを受け取った。一旦上着の中にしまう。

　最後に、火梓は統也に声を掛けた。

「統也、しくじりは許ゆるさへんで。失敗したら、自分も引責は免まぬかれへんからな。ウチと一緒に新しい仕事を探しに行く羽目になるからな」

「副長のコネを期待していいんですかね」

　統也は神しん妙みように応じた。

「ウチにコネなんてあれへんわ。だからこの始末をきっちりつけろ、言うてんねん。しっかりやってきいや」

　火梓は統也の背を叩き、送り出した。







　既に日は西の空に沈みかけ、空は青あお紫むらさき色に染まりつつある。屋上全体が薄うす闇やみに包まれつつあったが、真の暗くら闇やみが落ちるにはまだ遠い。

「……来たか」

　コンクリートの壁にもたれていた夜行丸が、身体を起こす。

　薄闇の中から現れたのは、統也と巴。

　統也の姿は、夜行丸にとって意外なものだった。

　ボコボコに殴られた末に、ロープで後ろ手に縛られている。

　直立できないかのように背を丸め、足取りはおぼつかなく、今にも倒れそうな様相。

「待たせて悪かったな！」

　統也を拘束するロープの一端を握る巴が、夜行丸に呼びかける。

「そこで止まれ！」

　十メートル以上の距離を置いて、夜行丸は声をかけた。応じて巴は足を止める。

「どういうこった。その姿は……」

「抵抗したもんでね。ちょいと痛めつけてやったのさ」

　夜行丸の問いに答えて、巴は統也の尻を蹴け飛とばした。

「あううッ」

　重い蹴りを食くらって、統也はその場に膝を折る。

「おいおい、この程度で倒れてるんじゃないよ。立ちな」

　ロープで引っ張り、巴は無む理り矢や理り統也を立たせた。

「博物館の総意として、こいつをあんたに売り渡すことにした。平松さんは返してもらえるんだろうな」

　夜行丸の足あし下もとに、平松はうつぶせに倒れていた。呼吸で全身がわずかに上下していることが視し認にんできる。

「俺はこいつにゃ全然興味ねえよ。単なる取引材料だ」

　平松を放置したまま、夜行丸は後退した。統也たちを見据えたまま、大おお股またに約十歩。

「そいつとこいつを交こう換かんだ。そいつをそこに置いて、怪我人を連れて行け」

　指さして統也と平松を示し、指示を出す。

「わかった。さ、きりきり歩きな、神しん柳りゆう統也！」

　おとなしく応じて、巴は統也の背を押した。

　統也は応じず、その場に立ち尽くした。振り向いて巴を睨み、

「……随分ノリノリじゃないか……」

　小さな声で呟いた。

「いやあすまないな、統也！　こんな生き恥はじを晒させるなんて、本意じゃないんだがね！　京都市そのものを人ひと質じちに取られているんじゃ、仕方ないだろう？」

　巴は演技を続け、統也の背を蹴飛ばした。統也はよろけながら前進する。

「ほれ、これ以上蹴られたくなかったらきりきり歩くこったな！」

　あとで必ず仕返ししてやる、と固く誓ちかいながら、統也はよれよれと歩いた。

　平松のところまでたどり着くと、巴は統也の肩を上から押し、うつぶせにさせた。

「逃げられないようにしてやるからな」

　統也の右みぎ膝ひざを折り、つかんでいたロープの一端を結びつける。しかる後、平松を抱え上げた。

「それじゃあとは、若いお二人でご自由に」

　夜行丸を視界に捉とらえたまま、巴は後退を開始した。

「結構結構」

　巴との一定の距離を保ったまま、夜行丸は統也のそばへ歩み寄り、

「こいつッ！」

　顔面を蹴飛ばした。

「おむぐッ」

　よけることも手でかばうこともできず、統也はまともに蹴りを食らった。

「この間はよくもまァ、俺の目の前にツラを出せたもんだな？　夜叉丸と夜五郎丸を殺しておいてよお！」

　夜行丸はストンピングを連打、統也を繰り返し踏みつける。

「おごお！　ムゲッ」

　できる範囲で身を守りながら、統也は耐えた。

　手首を拘束するロープには仕掛けが施ほどこされている。一見ギチギチに固めているように見えて、ちょっと力の込め方を変えるだけでするりと抜けられる結び方なのだ。

　夜行丸を十分に油断させてから、タイミングを見計らい縄なわ抜ぬけし、ズボンの尻の側に隠している霊銃で射殺する。

　統也は「その時」を虎こ視し眈たん々たんと待ち続けた。

「……ハァァァ──ッ」

　ストンピングに疲れ、夜行丸は一旦足を止めた。

「このクソッタレが！　おとなしく踏まれてろってんだ。まったく……」

　息をついて、統也に背を向ける。

（今だッ！）

　ほんの一瞬の隙を、統也は見逃さなかった。

　縄抜けを試み──

「…………ム⁉」

　抜けなかった。

　階段下での練習通りに力を込めてみても、縄はビクともしなかった。

（こ……こんな時に……⁉）

　愕然とする統也。

「この程度じゃ俺の気が収まらねえ。てめえの身体を穴だらけにしてやるよ」

　夜行丸は改めて統也を見下ろし、両手の爪を伸ばした。

　縄はどう頑張ってもほどけそうにない。

　もはやこの状態で反はん撃げきするしかない、と統也は腹を固めた。

「すぐには食わねえ。生まれてきたことを後悔するまで痛めつけてやるぜ！」

　夜行丸は右手を振り下ろした。

「……このッ！」

　統也は身体をスピンさせ、すくいあげるような回転蹴りを繰り出した。




「巴の奴、いくら演技とはいえ、統也を蹴りすぎじゃないかしらね……」

　紅葉たちは、大階段とは反対側の登り口から屋上に到とう達たつし、物もの陰かげから交渉の様子を見守っていた。

「まったくですね。夜行丸を信用させるためとわかってはいますが、度を超こしているのではありませんかね」

　紅葉と同様、サザンカも巴の態度にカリカリしている。

「あの……二人とも、落ち着いて……」

　杏がなだめるように声を掛けるが、

「これが落ち着いていられるかっての」

「これが落ち着いていられますか」

　返ってきたのは、二人の怒りの表情。

　あまりの剣けん幕まくに杏は一瞬言葉を失ったが──すぐに小さく吹き出した。

「二人とも、統也くんのことが好きなんだね……」

「……は……」

　紅葉は面めん食くらった。

「好きだなんて……そ、そんなこと別に……。私と統也はユニットなんだもの、あいつの心配をするのは当然でしょ？　ま、一応付け加えておくと、別に嫌いってわけでもないけど、……」

　すっかり動転して、顔を赤くしながら言いつくろう。

「あらゆる質問にイエスかノーかで答えるのがあなたの信条じゃなかったんですか」

　一方サザンカは落ち着いたものだった。

「その点私は、統也が大好きだって言い切れますよ。というか紅葉、こんな時に慌てないで下さいよ。敵がどこに潜んでいるか、わかったものじゃありませんからね」
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「そ……そうね」

　紅葉は胸に手を当て、落ち着きを取り戻した。

　屋上には夜行丸の姿しか見あたらないが、油断はできない。どこかにゲートを隠し、その内側に部下たちを潜ませている、くらいのことはしているはずだ。

　巴が夜行丸との交渉を終え、平松を担かついで大階段へ向かった。大階段の降り口にはスタッフが待機しており、平松を引き取る。

　その間もずっと、紅葉たちは統也の様子を注視している。

「……何かおかしくありません？」

　最初に気づいたのはサザンカだった。

　夜行丸が油断して隙を見せた瞬間、統也は縄抜けして夜行丸を殺す、という手はずなのに、統也が動かない。夜行丸の立ち振ふる舞いは隙だらけなのに、統也は一方的に攻撃を食らうがままになっている。

「これ以上演技をする必要はないと思うのですが……」

　とまで言って、サザンカははっと息を吞んだ。

「……縄抜けができないんじゃないんですか？」

「いや、まさか……」

　紅葉は反射的に否定した。

　が、統也の様子を見るに、サザンカの主張が正しいのではないかと思えてきた。

　す、と紅葉の顔から血の気が引いた。

　その表情を見て、サザンカも杏も瞬時に決意を固め、物陰から飛び出した。




「こいつッ！」

　突然の蹴りに、夜行丸は反応して身をかわす。

　夜行丸の胴に突き刺さるはずだった統也の蹴りは、空を切った。

　一方、夜行丸の爪もあらぬ場所を裂く。

　統也の後ろ手と右足をつないでいたロープが断たたれた。

　統也はそのまま身体を回転させて、立ち上がった。

「のおおおおッ！」

　空を駆け上がるように助走をつけて、統也は飛び回し蹴りを繰り出した。

　夜行丸の側頭部を狙う派手な攻撃だったが、派手な分、見切るのも容易。

「フン！」

　夜行丸は軽くスウェー。

　統也のキックは空から振ぶりに終わった。

「ぐおッ」

　両腕を拘束されているため、統也は無様に地面に転倒した。

「ハッ！　このマヌケ──」

　夜行丸が嘲ちよう弄ろうした、次の瞬間。

　統也は素す早ばやく地面を滑り、夜行丸の両足を蟹かに挟ばさみにした。

「せえッ！」

　身体を全力でひねり、夜行丸の膝を折って、地面にはいつくばらせる。

　その勢いを駆って統也は立ち上がり、後ろ手に拘束されたままの両手をズボンの中に突っ込んだ。

　尻のところに入っている霊銃をそのまま摑み、

「これでッ！」

　そのまま引き金を引いた。

　霊弾は統也のズボンに穴を開け、直下の夜行丸の核に命中。

　さらに二発三発と連射。

「ぐおおおッ⁉」

　夜行丸の身体は打ち上げられた魚のようにはね──炸裂し、塵と化した。

「……ううう……」

　夜行丸の消滅を確かく認にんした途端、統也の緊張の糸が切れた。

　がくり、とその場に膝をつく。

　と──同時に、縄がはらりと落ちた。

「……あれ」

　妙な緊張が抜けたせいで、正しく力を込めることに成功したらしい。両手を振って、自由を謳おう歌かする。

「統也！　統也──」

　待機していた紅葉たちが駆け寄ってくるのが見えた。

　手を振って応こたえようとした時。

「──統也‼」

　突然に、声に緊きん迫ぱく感がこもる。

　と同時に、統也の視界の隅を何かがかすめた。

　咄嗟に身を固め──

　ズム、と鈍い衝撃に貫かれる。

「やっぱり罠かよ……そんなこったろうと思ってたんだよなァ……！」

　夜行丸の爪が、統也の脇わき腹ばらを貫いていた。




（やられた……！）

　統也は瞬時に理解した。

　先さき程ほど消滅したのは、夜行丸の影かげ武む者しやだったのだろう。

　本物は物陰に潜み、統也たちの罠を警戒していたのだ。

　夜行丸は既に狼に変身し、してやったりとでも言いたげな笑えみをたたえていた。

「……こいつ！」

　ズボンから霊銃を引き抜いて、夜行丸に向ける。

　が、それよりわずかに速く、夜行丸の爪が統也の右手を捕らえた。

　爪が手袋に突き刺さり、右手を貫通、固定する。

「ハッハァ──ッ！　とどめだッ！」

　統也の脇腹に刺していた爪を引き抜き、統也の顔面に穴を開けようとして──

「ぐううッ」

　統也は右手を力任せに引いた。

　手袋ごと爪に引き裂かれながら、強ごう引いんに拘束を振りほどく。

　狙いも付けずに即そく発はつ砲ぽう。

「⁉」

　耳元に衝しよう撃げき波はを受けながら、夜行丸は咄嗟に逃げる。

　統也も地面を転がり、紅葉たちのそばまで逃げた。

「……てめえ、その右手……！」

　体勢を立て直して、夜行丸は統也の右手を凝視する。

　引き裂かれた手袋がはらりと落ちて、統也の右手があらわになった。

「右手が霊体化していて助かったかな……」

　右手はひどく引き裂かれていた。が、霊体化している統也の右手は、軽く振ってくっつけるだけで、すぐに元通りになった。

「だが、こいつは……ぐううッ」

　統也は立ち上がろうとして、脇腹に激痛を覚えた。

　脇腹だけではない。夜行丸の影武者に痛めつけられ、全身が悲鳴を上げている。

「紅葉、手を貸してくれ……！」

　統也は紅葉に手を伸ばした。

「大丈夫なの⁉」

　紅葉は統也の手を摑み、引き起こす。

「この程度で、引っ込んでられるかっての……！」

　怒りの表情で、統也は夜行丸を見返した。

「ほおおお。それがてめえの本当の顔か。ただのフヌケかと思っていたが、どうやらそうでもねえようだ。さっきまでは大した名演技だったぜ！」

　少し感心した風に夜行丸は言い、適当な拍手を送った。

「しかしまあ、さっきはどうなることかと思ったぜ。てめえらが罠を仕掛けてくるだろうって思ってたからなァ。さっきてめえが殺したのは助すけ六ろくって奴なんだがね。助六の奴が隙だらけだったのに、てめえがなかなか反撃に出てこねえから、助六にアオマカミの欠片かけらを食われるんじゃねえかと気が気じゃなかったが……」

　す、と夜行丸は自分を指さした。

「てめえを食くらうのはこの俺だ！」

「黙って食われるなんて冗談じゃねえ！」

　統也は大声で言い返した。

「そうそう。三時のおやつの時間はもう過ぎたわよ……」

　紅葉も柄つかを取りだし、霊剣を顕あらわした。

「むしろ死ぬのはあなたの方ですよ。犬は犬らしく、犬死にすることですね」

　サザンカが挑発する。

「ああん……？　てめえ、今、俺のことを犬呼ばわりしたな……？」

　夜行丸の眼光が鋭くなった。

「ええ、言いましたよ。そもそも──」

　サザンカが反論しようとしたところを、

「犬を犬呼ばわりして何が悪いんだ！　この犬ッコロがァァ‼」

　統也がしゃしゃり出て言い返した。

「てめえ……！」

　ギリギリ、と夜行丸は鋭い牙を嚙みしめて、

「今まで俺を犬呼ばわりした奴は、片っ端から八つ裂きにしてきた！　てめえらも細切れの肉にく片へんの山にしてやるぜェ！」

　爪を伸ばし一ひと振ふり。途端に、空間が裂けた。

「やっぱりゲートを隠してたわね！」

　紅葉が叫ぶ。

　ゲートの中から、するりと人狼が姿を現した。

　一体、二体、三体──次から次に出てくる。

「ぐおおお──ッ！」

「シャアア──ッ！」

　怒ど濤とうのように、統也たち目がけて襲いかかった。

「ちょ……また、すごい数じゃないですか！」

　サザンカが驚きの声を上げた。

　ゲートから現れる人狼の数は、爆発的に増えていく。

「ハハッ！　てめえらを待っている間に、陥烙を介して異界に部下どもを集めていたのよ！　さあ、好き放題に暴れろよ！　もう遠慮はいらねえ、目に入った人間どもを片っ端からぶっ殺せ！」

「させるかァァ──ッ‼」

　怒りに任せ、統也は霊銃を連射した。

　感情の高ぶりのせいで、その狙いは定まらない。だが今の状況ではさしたる問題ではなかった。適当に撃てば、適当に当たる。

　問題はむしろ、的が多すぎることだ。

　前後左右から迫り来る人狼を押し返すだけで手て一いつ杯ぱいだった。

　こうなると、銃を霊器として常用する統也は極きわめて不利な立場に置かれる。遠えん距きよ離りから射撃するという利を生かすことができず、弾切れを起こせば防戦を強しいられることになる。

　ほどなくして、霊銃はカチリ、と空むなしい音を立てた。

「……クソッタレが！」

　統也はカートリッジを引き抜き、眼前に迫る人狼の顔に力任せに叩きつけた。

　すぐさま替えのカートリッジを取り出そうとするものの、

「隙ありィ！」

　別の人狼が迫り、統也を殴った。

　大した攻撃ではなかったが、今の統也にとってはひどく響く一撃だった。あっさりとよろけ、たたらを踏む。

　うまいこと踏ん張れず、倒れかけ──

「……あうッ⁉」

　杏にぶつかった。

「……杏⁉」

　統也はビクリと震えた。

　鞭の一撃が飛んでくるのではないか、と反射的に身構える。

　杏の両目は薄く輝いた──が、

「……大丈夫……！」

　過剰反応することなく、杏は統也の肩を抱き上げ、姿勢を正させた。

「……このくらい、もうコントロールできるよ……！」

　うっすらと笑みを浮かべるほどの余裕すら見せる。

「俺よりはるかに優秀じゃねえか……！」

　統也は自じ嘲ちよう気味に笑うと、

「助かるぜ、杏！」

　礼を言って、素す早ばやく新たなカートリッジを霊銃に挿そう入にゆうした。

「足手まといにはならないから……！」

　杏の両目が更に強い光を放つ。

　応じて、杏の両手に霊気の鞭が現れた。

「私も、戦う……！」

　断言して、ためらうことなく鞭を振るう。

　地を這う蛇へびのように放ち、人狼の足を捕まえる。

「なあッ⁉」

　足を取られて人狼は転倒。

　反対の手で、杏は直線的な一撃を放つ。

　核を貫かれて、人狼は雲うん散さん霧む消しようした。

「やるな……！」

　手て際ぎわの良さに、統也は舌を巻いた。

　これならば十分戦力として計算できる、と判断する。

　しかし、人狼たちは同どう胞ほうの犠牲を厭いとわず、波状に襲いかかる。

　開け放たれたゲートからは、追加人員が次々と現れる。

「ああ、もう……！　なんて多さなの！」

　霊剣を振り回しながら、紅葉は嘆いた。

　たった四人では到底さばききれない、人海戦術だった。

　援軍を要よう請せいしたいところだったが、この時には既に、階下でも人狼が暴れていた。

　踊り場の隅にゲートが現れ、人狼が波は濤とうのようにわき出したのである。

「おぉい！　こりゃどないなっとんねや！」

　火梓までもが霊器を手に、人狼のなだれを食い止める役を強いられていた。

　ＳＣに対する攻撃手段を持たない警官たちを下がらせて、ワイルドハントが迎撃する。数分前までの静けさから一転し、大階段は戦場と化した。

「上はどうなっとる……⁉」

　立ち回りながら、火梓は階上に注意を向ける。が、人狼の数はあまりに多く、階下に逃がさないことで精せい一いつ杯ぱい。屋上で何が起きているのか把握するのは不可能だった。援軍を送る余裕などない。

「上なんて気にしている余裕なんかありませんよ！　スパイクボールで鍛きたえたさしものあたしとて、この数を一瞬で皆殺しにするのは厳しいですからね！」

　霊刀を振り回しながら、巴が叫び返した。

　右から左へと人狼を斬りまくっているものの、わずかな油断が死を招くという状況で長時間立ち回り続ければ、どうしたって消しよう耗もうする。疲ひ労ろうが正確性を蝕むしばみ、太刀たち筋すじはぶれ始めていた。

　それは屋上の面々も同様。紅葉たちはなんとか抵抗を続けているものの、物量に押し潰されるであろうことは時間の問題だった。

　このままでは夜行丸や陥烙を叩く前に、こちらが力ちから尽つきる。

　なんとかしなければならないとわかってはいるが、どうにも策がない。

　紅葉が焦りにはやる中、

「どうもこうもあるかァ──ッ！」

　半狂乱気味に統也が叫んだ。両目を煌こう々こうと輝かせ、異様なハイテンションで立ち回っている。しかし見るからに消耗が激しく、その様子はロウソクの最後の輝きを思わせた。

「ハァ、ハァァ、うええ……！」

　喉のどは渇かわききり、呼吸をするたびにひどく痛む。統也の苛いら立だちは、ますます募つのる。

「フゥゥ……！　こうなったら、俺が自爆して、全部まとめてぶっ飛ばす……！」

　霊銃を握る右手が、形を失って揺れ始めた。右手の霊気が大砲と化す前まえ触ぶれである。

「だめェェ──ッ！」

　それを見た瞬間、紅葉が統也に飛びついた。ほとんど体当たりを仕掛けるような勢いで抱きつき、統也を拘束する。

「離せッ‼」

　反射的に統也は紅葉を振り捨てようとしたが、

「まだ早いでしょ！　ここで自爆したら、誰だれが陥烙を潰すのよ⁉」

　紅葉の必死の呼びかけに、すぐに理性を取り戻した。振り払いかけた紅葉を両手で支え、

「……悪い。大丈夫か……？」

「それはこっちの台詞せりふ！　もうボロボロじゃない！」

　紅葉の制服は血まみれになっていた。統也の流血が、予想以上に多い。

「どうこう言ってる場合じゃねえだろうが！」

　言い返しながら、統也は霊銃を撃ち、人狼を射止めた。

「向こうが百人出してきたら百人仕留める！　二百人なら二百人だ！　それ以外に手はねえよ！」

　いまだに士気は盛ん、心は折れていない。しかし体力は限界に達しつつある。攻撃を食くらってもいないのに、不意に統也はがくりと膝を折った。

「ムグ……ゲフッ！　はあ、はああ……！」

　ずるりと滑り落ち、紅葉にすがりついたまま咳き込む。

「……それはそうだけど！」

　紅葉は統也を引き上げようとした。が、統也はそれを拒絶し、両手で紅葉を突き放した。

「俺は、まだ、やれる！　俺を支える、暇があったら、一人でも、多く、敵を叩くんだよ！　それが生き残る道だ……！　ううう……」

　息の荒あらさが、統也の言葉を細切れにする。

　気き迫はくだけが、統也をつき動かしている──紅葉には、そう見えた。

「そ……それだけタンカを切るんなら、ちゃんと最後まで戦い抜いて、生き残りなさいよ！」

　統也の思いに応こたえるため、紅葉は敢あえて統也を見捨てた。

「死んだら絶対許さないからね！」

　叫びつつそばを離れ、人狼たちと対たい峙じする。

「せめて、ゲートを潰して人狼を止めれば……！」

　いまだに人狼がわき出るゲートを目がけ、紅葉は突とつ進しんを開始した。

「ぬああああ──ッ！」

　気合いを放って、紅葉は地を駆ける。

　一人、二人と切り捨てて、三人目を突きで貫く。

　近寄る人狼を片っ端から塵に変える。

　それでも人狼の数は減らない。

　まるで時代劇の大立ち回りだ、と紅葉は思った。斬られ役はどんどん主人公に斬られるものの、画面外でもう一度立ち上がって突っ込んでくる。

　無限にわいてきて、きりがない。

　絶望が、隙を生む。

　眼前に飛び込んできた人狼の急な動きに、追いつけない。

　縦一文字に引き裂こうとして──空を切る。

「しまっ──」

　気づいた時には、眼前に爪が迫っていた。

　片足を軸にして身体を回転させ、逃げる。

　しかしその先には、また別の人狼がいた。

　低い体勢でタックルを仕掛け、紅葉の両足を捕まえる。

「な──」

　想定外のタイミングで足を摑まれ、紅葉は転倒した。

　すぐさま起きあがろうとするものの、足をすくった人狼が真上に覆い被さった。

「死ねェェ──ィッ！」

　爪を長く伸ばして、紅葉の喉元を突く。

　やられる、と紅葉は息を吞み──

「……ガァァァァ──ッ！」

　人狼の吠ほえ声。

　声とともに、紅葉を組み敷いていた人狼は弾はじき飛ばされた。

　強烈な蹴りを食らって、数メートル吹き飛ばされる。

「え……⁉」

　紅葉は身を起こし、目を見開く。

　人狼を蹴け飛とばしたのは、人狼だった。

　ただし、首くび裏うらに何かが突き刺さっている。

　この殺さつ伐ばつとした場にはまるで不似合いな、ピンク色が揺れる。

　ピンク色の花が密集して咲さいている木の枝が、人狼の首から生えていた。

　その人狼は紅葉を無視して、すぐそばにいる別の人狼に襲いかかる。

「これは……！」

　紅葉はあたりを見渡す。

　そして、見つけた。

　顔の下半分をマフラーで隠した、少女の姿を。

「……あいつ……艮うしとらの会の……⁉」

　一ヶ月前、レトリビューション事件の際に、エスメラルダが連れてきた少女。

　コキュートス傘下、艮の会なる暗殺集団に属する霊能力者だ。

「…………」

　少女は無言のまま、華か麗れいな足さばきで立ち回る。

　背中に背負ったカゴから花の枝を引き抜いては、人狼とすれ違いざまに枝を突き刺していく。

　少女の狙いは正確で、人狼は皆、首の裏を刺されていた。刺された人狼は目の色が変わり、挙動がおかしくなって、

「グガアアア──ッ！」

　仲間の人狼に襲いかかる。

「な……何しやがる⁉」

　突然の裏切りに遭遇して、人狼たちは同士討うちを始めた。

「貴様ら、何をやっている！　あの、花カゴを持っている奴を狙えッ！」

　夜行丸が指示を出す。

　けれども、爆発的に増えていく裏切り者が、まだ正気を保っている人狼たちの足を止める。運良く足止めを食らわず、マフラーの少女のそばまでたどり着けた者も──

「……フガッ⁉」

　目に見えないバリアによって弾かれた。

「クケエエエエ──ッ！」

　カゴの中から一匹の狐がちょこんと顔を出し、不気味な鳴き声を上げる。

「あのバリア……狐の力だったのか……」

　これまた統也にとっては、一ヶ月ほど前に見た光景だった。

　狐の飼い主はどこだ、とあたりを見回して──

「ちょっと見ない間に、ひどい有様だ」

　いきなり腕を持たれ、引き上げられた。

　見やると、すぐ隣にエスメラルダが立っていた。

「……エスメラルダ……！」

　一人で立っていられず、つい統也はエスメラルダに寄りかかった。

「重傷のようだな」

　エスメラルダは統也を支えた。

「援軍に来てくれるなら、もう少し早く来てくれよ……！」

　荒い呼吸を整えながら、統也はエスメラルダを非難する。

　エスメラルダは小さく笑った。

「悪いな。『お花畑のマリア』を説得するのに、時間がかかったもので」

「お花畑……？」

　統也の問いに、エスメラルダはマフラーの少女を指さす。

「シチュエーションに合う花を使う、というのがマリアの主義でね。あの花の名はハナズオウというそうだ。花言葉は『裏切り』」

「随分、ネガティブな花言葉だな……」

「イスカリオテのユダが首を吊ったという伝説がある木だ、とマリアは言っていた」

　正確には、花を刺された人狼たちは裏切っているのではなく、一番手近にいる相手に襲いかかっているだけだ。が、どっちを見回しても人狼だらけというこの状況下にあっては、おのずと人狼同士の仲間割れになる。

「……なんにせよ、今はエスメラルダに感謝ですね！」

　サザンカたちの負担は、圧倒的に減じていた。適度な間合いを保ってさえいれば、勝手に人狼同士が戦い、お互いの核を壊して消滅していく。

　無限とも思える勢いで人狼を吐き出していたゲートも、とうとう弾切れの時を迎えた。ただ開いているだけの存在となり、不利を悟った一部の人狼たちは逆にゲートをくぐって逃げ始めた。

「おのれッ！　てめえら、逃げるんじゃねえ──ッ！」

　夜行丸が飛び込んで、裏切り者に襲いかかる。

　裏切り者の爪をかいくぐり、背後に回り込んで、枝を引き抜き投げ捨てた。

　しかしその程度では異常行動は収まらず、逆に夜行丸に襲いかかる。

「このッ！」

　夜行丸は人狼の核を貫き、一瞬で滅ぼした。

　もとを絶たなければならない、とマリア目がけて駆ける。

　持ち前の脚きやく力りよくで、瞬時に間合いを詰めるものの──

「やらせない！」

　紅葉が霊剣を振り下ろし、夜行丸の進路を塞いだ。

「グ……！」

　夜行丸は迂う回かいを試みる。

　すると、巨大な霊剣の陰から統也の姿が現れる。

　夜行丸に向けられた銃口が、火を吹いた。

「ごあああッ！」

　肩口と脇腹を、霊弾が貫く。

　たまらず夜行丸は身をよじり、物陰に飛び込んだ。

「形勢逆転だ……！」

　霊銃を構えたまま、統也が呼びかける。

「あたりを見ろ！　てめえの兵隊はあらかた片づいたぜ！」

　統也の言う通り、ほとんどの人狼の姿が消え去っていた。

　いまだに戦っている者もいるが、その数は圧倒的に減り、サザンカ、杏が隙を見ては介かい入にゆう、始末をつけている。

「……おーい、統也！」

　そして、階下で足止めを食くらっていた他ほかのワイルドハントたちも、火梓に率いられて屋上に上ってきた。

「……てめえら……てめえらァァ──ッ‼」

　夜行丸は吠えた。

　野生の獣のように、煮えたぎる怒りを声に乗せる。

「吠えるだけ吠えろや！　もうてめえはおしまいだ！」

　統也が叫び返すと、

「もうこうなったら、一人でも多く道連れにしてやらあ！」

　夜行丸は偽の五重塔へ目を向けた。

　断続的に両目を輝かせ、陥烙へとサインを送る。

　応じて、五重塔の上の牙霊が、両目を光らせた。

　これまでにないほどの強い輝きを放ち、身を起こし始める。

　自爆のための準備作業だ。

「……紅葉！」

　統也が叫ぶ。

「任せて！」

　紅葉はリッピングカードを取り出した。

　素す早ばやく縦に滑らせて、空間を斬り裂く。

「……ゲート、ちゃんと開いたね……」

　開いたゲートの向こうに、紅葉は陥烙の姿を見み出いだした。

　正確には、ゲートの入口と出口の間に、二者をつなぐ異空間が存在する。ごく狭い空間で、出口の穴は足あし下もとにぽっかりと空いていた。

　出口は一定の大きさまで広がろうとしているものの、陥烙の霊気が邪じや魔ましているのだろう、拡大と縮小を絶え間なく小刻みに繰り返している。サイズは、頑張れば人が同時に二人通れそうな程度。

　足下の穴の向こう側に、夜行丸の頭部が見えた。

　紅葉はわずかに時間を取り、呼吸を整え、心を落ち着かせる。

　その間に、統也がよたよたと歩み寄ってきた。

「紅葉……！　絶対上手うまくやってくれ。紅葉にいなくなられたら、本当に困るんだ……」

　深刻な表情で、統也は訴うつたえかける。

　対して、紅葉は微笑ほほえんだ。

「こんなところで死ぬ気はないから、大丈夫。何もかも片づいたら、あとでスイーツでも奢おごってもらおうかな」

　落ち着いた声で、言い返す。

「何でも奢ってやるよ。約束する」

「約束ね」

　ほんのわずかの間、しかし二人にとっては永遠とも思える間、視線を固く交かわした。

　そして、紅葉はゲートに身を投じた。




　自由落下。

　紅葉の身体は、重力に捕らわれる。

　全身に風を受けながら、紅葉はアスカロンを伸ばした。

　地面に対して垂直に構え、刃は先さきから落下する。

　その先に狙うは、陥烙の頭部。

「…………グルァ！」

　陥烙は、頭上から落ちてくる異物に気づいた。

　右前脚を振り上げて、振り払いにかかる。

　紅葉の真横から、右前脚は飛んできた。

「このッ！」

　落ちながら、紅葉は霊剣を振るった。

　右前脚を迎撃しつつ、吸収能力を発動。

　真っ向から、右前脚を裂く。

　接触した瞬間に、霊剣は霊気を大きく吸い取った。

　足首から先が、丸ごと吸われて消滅する。

　紅葉を叩くはずの一撃は、空を切った。

　身体をねじって、紅葉は改めて陥烙を狙い──

「……ぅむッ⁉」

　背中に衝撃。

　背後から、左前脚の素早い一撃が叩き込まれた。

「……まだよ！」

　咄嗟に紅葉は剣を振り、左前脚に食い込ませた。

　今度は吸収能力を抑え、深く突き刺す。

　どうにか吹っ飛ばされるのを防ぐものの、

「ガァァッ！」

　足首から先を失った右前脚の突きが、紅葉を襲った。

　左前脚から紅葉をこそぎ落とすように、まっすぐに叩く。

　と同時に、左前脚を思い切り引く。

「……ああッ⁉」

　ずるり、と霊剣が陥烙の脚から滑り抜けた。

　押さえを失った紅葉は、吹き飛ばされた。

　視界が乱らん転てんして、紅葉は頭上に京都の街並みをかいま見た。




「ハハハッ！」

　空中戦を凝視していた夜行丸が、勝利の笑い声を立てた。

「これがおまえらの陥烙対策かよ！　大失敗だったなあ？」

　嘲あざけりの表情をこれでもかと浮かべ、統也たちを見やる。

　しかし──

「…………？」

　統也たちの表情は、絶望に包まれてなどいなかった。

　はね飛ばされた紅葉を追いかけつつも、これから起こるべきことを待っている風。

　訝いぶかって、夜行丸は視線を五重塔へと戻す。

　そして、予想外の光景を見た。

「な……どういうこった⁉」

　あとは地上に落下、激突するだけのはずの紅葉の動きが減速し──

　静止した。




　ビン、と軽い衝撃が走るのを、紅葉は全身で感じた。

　衝撃とともに、ほんの一瞬静止。

　衝撃の源は、ゲートから伸びているひも状の物。

　いや──鞭。

　鞭は紅葉の胴に、幾いく重えにも巻かれている。

　その持ち主は、杏。

　狭いゲートの向こうに、紅葉は杏の姿を見出した。

　一秒にも満たない時間、紅葉は杏と、その後背に立つ統也を視し認にんする。

　しかる後、陥烙に狙いを定め直して、

「……はああァァ──ッ！」

　もう一度突撃した。

　振り子の要領で、紅葉は陥烙のもとに戻る。

「ウガア……⁉」

　陥烙は、慌てながらも本能で紅葉を叩き落としにかかった。

　しかし、真っ向から手を伸ばしたのが失敗だった。

　紅葉は霊剣で迎え撃つ。

　二者が激突して──

　引き裂かれたのは、陥烙の方。

「ギャゴアアッ⁉」

　不気味な悲鳴を上げる陥烙。

　霊剣は、陥烙の腕をまっすぐ、竹のように割った。

　深く突き刺さったおかげで、紅葉の動きは止まるものの、

「これで……！」

　紅葉は足をかけて陥烙の腕の上に乗り、力を込めて霊剣を引き抜いた。

「おしまいッ！」

　腕を蹴って飛び、大上段からアスカロンを振り下ろす。

　切っ先が、陥烙の顔面を縦に裂いた。

　続けざまに横に振り抜き、顔面に十字の傷を刻みつけ──

「……はあッ！」

　渾こん身しんの突きを、十字の中心に繰り出した。

　めりめり、と霊剣は深く陥烙の体内に潜り込んだ。さながら緩ゆるい泥どろに突き刺すように。
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　霊剣の柄の底の蓋を開け、中に収めていたカートリッジを引き抜き、

「吸収能力を全開するッ！」

　紅葉は全身全霊をかけて、能力を発動した。

　途端に、柄の底から凄まじい噴ふん出しゆつ。

　アスカロンの刀身で陥烙の霊気を吸収、形を奪って結晶化して、外界へ吐き出す。

「ムゴオオァァ……ッ⁉」

　激烈な脱だつ力りよく感に、陥烙は悲鳴を上げた。

　霊剣ごと紅葉をはたき落とそうとするものの、振るう腕に力はまるでなく、せいぜい紅葉の身体を揺らすばかり。

　凄まじい量の結晶の噴出で、あたりは吹雪ふぶきのようになった。

　季節外れの降雪を一身に受けながら、紅葉はますます剣をめり込ませる。

　陥烙の身体はみるみるうちに縮んでいった。

　比例するように悲鳴も小さくなり、抵抗も弱まる。

　形を失い、崩ほう壊かいして──ついには、剣先が核までたどり着いた。

　紅葉は手て応ごたえを感じ取って、核を押し貫いた。

「とどめッ！」

　陥烙は断だん末まつ魔まの悲鳴を上げた。

　まだ残っていたその霊体が、一斉に炸裂して結晶と化す。

　完全消滅。

　京都の空を睥へい睨げいしていた危険な輝きは、消え去った。

　紅葉は足場を失って落下、命いのち綱づなの鞭にぶら下がる。

　結晶の雨を一身に浴びながら、一息吐いた。

「……はあ……うまくいったみたいね……」

　しばし放心して宙ぶらりんになる。

　杏が鞭を引き上げにかかった。紅葉はだらりと脱力したままの格好で、上じよう昇しようする。

　陥烙が消滅したおかげで、狭せばまっていたゲートはもとの大きさに戻りつつあった。




「…………‼」

　夜行丸は硬直していた。

　陥烙の最さい期ごの輝きが失われても、そこから目を離すことができない。

　愕然として、言葉も出なかった。

「……これで、おまえの切り札はなくなった」

　統也が声を掛ける。

　はっと息を吞んで、夜行丸は統也を見やる。

　ボロボロになりながらも、統也は自分の二本の足で直立し、夜行丸と対峙していた。

「どうするんだ？　夜行丸……」

　統也は銃口を夜行丸に向ける。

　夜行丸の胸の中心を狙ってぴたりと固定。その手は震え一つない。

「戦うか？　尻尾しつぽを巻いて逃げ出すか？」

　夜行丸を見据えながら、横へ横へ弧こを描くように動き、ゲートを背にして立ち止まる。

「逃げるんなら、こっちだ」

　静かに、統也は告げた。

　両目の輝きは、増し続けている。

　夜行丸はあたりを見回した。

　紅葉がゲートから帰還を果たし、サザンカと杏も健在。火梓以下ワイルドハントの面々も揃っている。

　ゲート以外に、逃げ道はない。

「かかってこいよ。逃げるには、俺を倒すしかないぜ……」

　統也は、挑発した。

「てんめえ……！」

　ギリリ、と夜行丸は牙を剝き出した。

「まだ逆転の手はあるぜ。てめえの中のアオマカミの欠片かけらを食くらいさえすれば、俺は力を手に入れられる……！」

　殺気を放ち、大きな声で威嚇する。

　統也は両目を激しく輝かせ、絶叫した。

「ならさっさと来いや！　この犬ッコロが‼」

「……がァァァァ──ッ‼」

　夜行丸は床を蹴った。

　一瞬で間合いを詰め、爪を伸ばし、渾身の突きを放つ。

　す、と統也は身をかわした。

　爪は空むなしく空を切るものの──そのまま、夜行丸はゲートに突とつ入にゆうする格好になる。

「……フハハ……！」

　逃げ切りを確信して、夜行丸は勝利の笑えみを統也に見せつける。

　が──

「……そんなこったろうと思っていた」

　その時既に、統也の右手は変化を果たしていた。

　太い砲身が、右手のあるべき場所で形を為す。

　身をかわした勢いを利用して、砲身を夜行丸の脇腹に叩きつけた。

「ぐふぉ⁉」

　夜行丸は弾き飛ばされた。

　宙を数メートル滑り、背中から壁に激突。

「逃がさんッ！」

　統也は一瞬で追いついて、夜行丸の正面から砲口を押しつけた。

　砲口と壁で、夜行丸を挟みこむ。

「……グフ……！」

　夜行丸は腕を、爪を伸ばしたが、砲身が長くて統也本体まで届かない。

　その間に、砲口から強烈な翠色の光が漏れ始める。

「ふ……ふざけるなッ！　この俺が、こんなところで死んでいいはずが、……！」

　夜行丸の最後のあがきの声は、

「消えろぉぉぉぉ──ッ‼」

　統也の絶叫にかき消された。

　光が炸裂する。

　霊気の奔ほん流りゆうが、撃ち放たれた。

「のあああァァ──……ッ⁉」

　至近距離からまともに食らっては、ひとたまりもない。

　夜行丸は一瞬で蒸発した。

　しかし、統也の力は収まらない。

　制御しきれない力が、大砲を、統也の全身を、ガクガクと震わせる。

「みんな、下がって‼」

　紅葉が叫ぶ。

　統也の「自爆」をよく知るワイルドハントたちは、既に避ひ難なんを開始していた。

　ただ一人、紅葉だけが霊剣を構え突入する。

　統也の砲口にヒビが入り、砕け──

　翠色の爆風が立ち上った。

「統也ァァ──ッ‼」

　吸収能力を全開にして、紅葉は爆風を真っ向から受け止めた。

　翠色の光が、視界全すべてを満たす。

　意識が途切れる最後の瞬間まで、紅葉は歩を進めることをやめなかった。




「……統也！　統也！」

　サザンカの声に刺激を受けて、紅葉はゆっくりと意識を取り戻した。

　両目を開き──最初に見えたのは、どこまでも高い青空。

　その視界の中に、サザンカの顔が逆さまに入ってくる。

「あ、もう目が覚めました？　クッション役、ご苦労様です」

　皮肉めいた口調で言った。

「……クッション役？　どういうことよ……」

　紅葉は身を起こそうとして、身体が妙に重いことに気づく。

　見やると、身体の上に統也が乗っかり、仰向けになって気絶していた。

「統也！　大丈夫ですか統也⁉」

　心配そうな表情で、サザンカは統也の頰を撫でる。冷たい手で刺激し、意識を呼び起こそうとしていた。

「とりあえず、大丈夫だと思うよ……」

　紅葉は統也ごと身体を起こした。座ったまま、統也をだっこする格好になる。

「ちゃんと息をしてるし、心臓も動いているからね……」

　相手の鼓こ動どうがわかるほどに、紅葉は統也を抱きしめた。

「あ、ちょっと。何しているんですか紅葉」

　サザンカは紅葉を引き剝がそうとしたが、紅葉は拒絶した。

「統也は大怪我してるのよ。私がクッション役をしているから、タンカなりなんなりが来るまで動かさないで」

　などと言っている間に、統也が目を覚ます。

「……う……うむ……あれ……？」

　何故なぜか紅葉の腕の中に抱かれていることに統也は疑問を覚えたが、

「ま……いいか。あったかいし」

　そのまま身を委ゆだねた。

「よくやったわね、統也」

　紅葉は統也の頭を撫でてやった。

「でも最後、一人で夜行丸と対決する必要はなかったんじゃないの？」

「かもね。でもまあ、けじめだよ、けじめ。あいつと一対一で戦ってとどめを刺さなきゃ、って思ったんでね。意地だよ、男の意地……」

「男の意地？　統也には一番似合わない言葉ね」

「何を言うやら。僕は意地だけで生きているような人間だよ」

　そう言って、統也と紅葉はお互いを見つめ、笑い合った。







　偽物の五重塔は、夜行丸の部下たちが霊力を絞り出して作っていた物らしく、夜行丸一党の壊滅後ほどなくして消失した。

　常夜灯のように輝いていた光は完全に消え去り、アオマカミ事件の再現は辛からくも防がれた。かくして京都市民は安あん堵どし、平常なる毎日を取り戻したのである。

　しかし、夜行丸を滅ぼした殊しゆ勲くん者たる統也は、すぐに平常なる毎日に戻ることはできなかった。怪我のため、二泊はく三日の入院を強しいられたからだ。

　統也が再び玄武学院に登校できたのは、事件終結から四日目のことだった。

「おう、いいご身分じゃないか。女子高生二人を従えて登校とはな」

　と声を掛けたのは、寮のエントランスで統也を待っていた巴である。

「あ、おはよう、巴……」

　と挨拶を返す統也は、一段一段慎しん重ちように階段を下る。すぐ左右には紅葉と杏がつき、それぞれ肩を抱いて介かい添ぞえをしていた。

　やっとのことで階段を下りきると、統也は一息吐ついた。

「もういいよ。一人で立てる」

　統也は二人の肩を摑んで離そうとしたが、二人はすぐには離れなかった。

「かっこつける必要はないわよ、統也。昨日までまともに動けなかったんだから」

　と紅葉が言うと、杏も続く。

「そうだよ……。そもそも、一人で立てるの……？」

「立てるって。ほらこの通り」

　なんとか統也は二人から離れ、自分の二本の足のみで立った。更に数歩歩いてさえみせた。少々おぼつかない足取りだが、倒れそうにない。

「というか、女の子二人に支えられて学校に行くとか、超ちよう絶ぜつ恥はずかしいし。あらぬ噂を立てられたらどうするの」

「いいんじゃない、別に？」

　紅葉が杏に同意を求める。

「怪我人の介添えだもんね……」

　杏は頷き返した。

「というかおまえさんなら、療りよう養ようにかこつけて学校も仕事もサボりそうなものだが。怪我も治りきらないうちから学校に行きたがるとは、どういう風の吹き回しだ？」

　巴の質問に、統也は肩をすくめた。

「いやあ、副長から、『休養が長期化するようなら、ウチの事務仕事手伝ってもらうで』って言われてね。入院中の病室に書類の山が持ち込まれそうだったから、急いで退院してきたんだよ」

「そういうことか。道理で」

　巴は肩をすくめた。

　統也は話を続ける。

「入院中もなかなか大変だった。隣の病室に平松さんがいたもので、バナナには全然困らなかったよ。朝食バナナ、昼食バナナ、夕食バナナ、おやつもバナナ、夜中に小腹がすいたらバナナ。むこう十年分のバナナを摂せつ取しゆしたんじゃないかな。今はバナナを見たくない」

「……バナナにわさびを塗ぬれば飽あきずに食べられる、って見舞いに行った時に言ったでしょ……？」

　す、と杏がわさびチューブを取り出した。

「いいや遠慮。それを食べていたら、入院が一日は延びていた」

　逃げるように、統也はエントランスの外へ向かった。

「あ、統也！　そんな早足で歩いたら危ないでしょ！」

　紅葉が手を伸ばして追いかけ、杏と巴がその後に続いた。







「……杏の扱いやけどな。しばらくうちで預かることになった」

　と、火梓は言った。

　復帰初日の授業を受け終えて、統也たちは博物館の火梓のブースに集合していた。

「うちで預かる……とは？」

　統也が呟くと、杏は一歩進み出て火梓の横に立ち、頭を下げた。

「……ワイルドハント見習いとして、皆さんと一緒に働くことになりました……。よろしくお願いします……」

「ということや。駅屋上での立ち回りも聞いてるし、だったらいけるんやないか思てな」

　火梓は一同を見回した。

「杏は……自分の意志で、そう決めたのか」

　統也の言葉に、杏は無言で頷いた。

「本当かい。副長に脅きよう迫はくされたんじゃないよね」

　統也は言葉を重ねる。

　途端、火梓のアイアンクローが統也を襲った。

「人聞きの悪いこと言わんといて」

「ギャア──ッ！　やめて下さい！　退院したばかりの怪我人に何するんですか！」

　どうにか統也は火梓の手を振り払う。

　それを見て、杏はクスクスと笑った。

「大丈夫、これは私の意志だよ……。折せつ角かく身に付いた力なら、後ろ向きに考えるんじゃなくて、何か有益なことに使おうと思って……。みんなと一緒に、この力を振るいたい」

　真摯な瞳で、一同を見返す。

「そういうことなら、大歓迎。ワイルドハントへようこそ」

　紅葉は笑え顔がおで応じた。

「今まで大変でしたけど、災わざわい転じて福となす、となればいいですね。ところで火梓、杏は具体的にどういう扱いにするのです？」

　サザンカが火梓に問う。

「ま、さしあたりは見習い研修生やろな。適当なベテランとユニットを組ませて、ワイルドハントの心得やら実地訓練やら、色々学んでもらうことになる」

「そいつはあたしの役目だな」

　巴が名乗り出た。

「しばらくユニットを組む相手がいなくて退屈していたところだ。どうです副長、杏はこのあたしに預けてくれませんかね」

　火梓から返ってきたのは、不審の眼まな差ざしだった。

「それはどうやろ。自分のユニット相手がおらんのは、組んだ相手がことごとく逃げたからやないか」

「何をおっしゃいますやら。百歩譲ゆずってそれを認めたとしても、杏は元クラスメイトですよ。これ以上の仲良しが他ほかにいますかって。なあ杏」

　ほとんど無意識に、巴は杏の肩に手を置いた。

「あっ」と全員が呟いたその瞬間、

「……触るなァァ──ッ！」

　スイッチが入った。

　鞭が滑り出て天井を打ち、天井から鞭の先端が戻ってきて巴を拘束、ぶら下げる。

「ぬああ──ッ！　何をする！　杏、下ろせ──ッ！」

　じたばたともがく巴を、杏以外の全員が黙って見つめた。これほど自じ業ごう自得という言葉がふさわしい状況もない。

「……はっ」

　ほどなくして杏は正気を取り戻し、鞭を消滅させた。

　どちゃ、と音を立てて巴は着地。打ち所が悪かったらしく、しばらく床にうずくまる。

「……ごめんなさいごめんなさいごめんなさい！」

　必死になって謝る杏。

「気にすることはない。これは罰というものだよ」

　統也が口を挟んだ。

「……とはいえ、まだ完全にスイッチを制御できているわけじゃないんだね。そいつは治していった方がいい。僕も人のことは言えないけど」

　新調した手袋に包まれた右手をわきわきと動かす。

「……そうだね……」

　杏は小さく頷いた。

「ま、今回の一ひと騒そう動どう、統也にも収しゆう穫かくはあったでしょ。なにより、右手の由来がわかったんだし」

　紅葉が指摘する。

　まったくだ、と統也は思った。

　この右手に宿るのは、隠かくり世よの青あお真ま神かみの欠片かけら。

　欠片は時折封じられた異界から飛び出し、霊気雷となって人を撃ち、取りつく。

　杏もエスメラルダも、その被害者の一人。

　ということは、既に他にも欠片の力を手に入れた者がいるかもしれない。

　これから先、欠片の力を手に入れる者が増えていくかもしれない。

　欠片の力が暴走する時、それを止められるのは、同じく欠片の力を持つ者。

「……僕らの仕事は終わりそうにないな。やれやれ」

　深く長いため息を、統也はついた。

　それを見て、紅葉は苦く笑しようを浮かべた。

「面倒くさいって思ってる？　まったく、統也ってどれだけ後ろ向きなのよ。杏の態度を少しでも見習ったら？」

「気が重くなるのは当然だろ」

　と言い返したが、統也の顔にも自然と笑みがわく。

「ま、紅葉がいてくれるのが慰めだよ。これからも力を貸してくれるだろ」

「当然！」

　紅葉は統也の胸を叩いた。

「言っておきますけど、私もいますからね」

　サザンカが自己の存在をアピールするように口を挟む。

「わかってるって。大切なのはケミストリーだ。異なる個性や能力の持ち主が集まってこそ、化学反応が生じてプラスアルファを生み出す。プラスアルファこそがユニットを組む意味ってもんだ。二人とも、よろしくね」

　統也は紅葉とサザンカの肩を抱き寄せて、頼み込む。

　が──

「……あいたたた」

　怪我が疼いて、その場にうずくまってしまった。

「最後までしまらん奴やな」

　短く、火梓が所感を述べた。







　あとがき







　六塚です。

『牙霊調査室ユニット11‐β』二巻をお届けします。




　今回のお話は主として京都駅近辺を舞ぶ台たいにしております。

　あの超ちようでかい京都駅です。

　僕自身、関西に来て最初に住んだのが京都なため（京都市外ですが）、つきあいは長い方になります。

　当時はまだ例の巨きよ大だいな駅ビルは完成しておらず、工事中でした。複雑化した駅構内を整備するためあちこちで作業が行われていたのです。その結果、ある日はこっちの道が封ふう鎖さされ、ある日はあっちの道が通れなくなり、ある日は見知らぬ通路へと誘ゆう導どうされる──等々、来るたびに駅入口からホームまでの道が変化する、という奇き妙みような現象に直面しました。「この駅は生き物みたいに成長してるのか」と駅を利用するたびに思ったものです。僕が関西に住みついてから完成まで、一年強くらいでしたっけかね。正確な期間は覚えていませんが、結構長いことうねうねと変化し続けていた、という印象が残っています。

　いまや京都駅は皆みなさんご存じのあの建物になり、近年は駅の周囲も再開発されて、僕をひどく混乱させた時の面おも影かげはすっかり消えてしまいました。それでも時々、京都駅の高い天てん井じようを見上げると、あの頃ころのことを思い出したりするのです。あの頃に戻もどって欲しいとは特に思いませんけど。不便なだけだし。




　なおその後、最近まで行われていた大おお阪さか駅改築で似たような思いをするハメになりましたとさ。




　さて。

　シリーズとしての11‐βはこの巻で終しゆう了りようです。統とう也やたちの活かつ躍やくを応おう援えんして下さった読者の皆様には厚く御お礼れいを申し上げます。




　新作でお会いしましょう。










牙が霊れい調ちよう査さ室しつユニット11‐β
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